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高分子の可能性を追求し
より良い移動と暮らしを
未来につなぐ会社。

社是

経営理念

限りない創造 社会への奉仕
TG Spirit

豊田合成グループは、仕事に対する共通の価値観として「TG Spirit」を制定しています。 働き方の多様化や価値観が変化していく
中で、国籍・性別・年齢・ライフスタイルなどの異なる世界16カ国・地域で働く約4万名の従業員がチームワークによって総合力を
発揮するために、TG Spiritは大切な拠り所になります。目まぐるしい環境変化の中でも大切にしていきたい、今日まで受け継がれて
きた“仕事を行う上で大切にすべき心構えや考え方”を将来にわたって継承し、持続的な企業の進化と成長を目指します。

お客様が求めるものは何か、
私たちはそこにどう貢献できるかを意識します。

͓٬༷໨ઢ

͓٬༷ͷཱ場Ͱ͑ߟ·͢

Customer Oriented

高い志と目標を掲げ、どんな困難があろうとも、
ひるまず立ち向かう勇気を持ちます。

νϟϨンδ

͢·νϟϨンδͯͬ࣋͠Λؾ༐͛ܝ໨ඪΛ͍ߴ

Challenge

私たち一人ひとりがTG製品のオーナーだと考えて、
常に当事者意識を忘れないようにします。

౰ऀࣄҙࣝ

Կࣄ΋ओମతʹ੹೚Λͯͬ࣋΍Γൈ͖·͢

Ownership

現地現物現実となぜなぜ5回を実践しながら、
さらに一つ上を目指して、現状を変えていきます。

ͨΏ·͵վળ
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Continuous Kaizen

一人ひとりの個性や意見を尊重し、国籍や性別、役職を問わず、
「謙虚な心」を持って相手に接し、お互い学びあう姿勢を忘れません。

リεϖクτ
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Respect

チーム内、部門間、豊田合成グループ間で力を結集し、
ONE TGを実現します。

νーϜϫーク

͢·ॿ͚合͍ɺνーϜͱͯ͠成௕͠ʹ͍ޓ͓

Teamwork

私たちは、環境に配慮した製品の提供と工程づくりに
努め、あらゆる企業活動を通じ、社会と連携して環境・資源
を保全し、豊かな地球を未来に残すことに貢献します。

஍ڥ؀ٿɾݯࢿͷอશ
私たちは、労使相互信頼・責任を基本に、一人ひとりの
個性を尊重するとともに、チームワークによる総合力を高め、
活力と働きがいのある企業風土を実現します。

ਓؒੑͷଚॏ

私たちは、仕入先様とのオープンで対等な関係を基本に、
互いに企業体質の強化・経営の革新に努め、グループの
総合力を高めます。

ଓతͳ成௕࣋
私たちは、変化を先取りした研究開発とモノづくり技術に
より、お客様に満足いただける品質・価格で、タイムリーに
商品・サービスを提供します。

͓٬༷ͷຬ଍

私たちは、良き企業市民として、各国・地域に根ざした
事業活動および社会貢献活動により、経済・社会の発展
に貢献します。

ࣾձ΁ͷݙߩ
私たちは、法令の遵守や企業倫理の徹底に向けた体制を
構築し、誠実な事業活動を行います。

దਖ਼ͳ׆ۀࣄಈ
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編集方針

報告対象期間
2023年4月1日～2024年3月31日
（開示内容の理解促進のため、必要
に応じ、過去の取り組みや直近の情
報を記載しています）

報告範囲
原則として豊田合成株式会社、国内
外の子会社および関連会社を合わ
せた豊田合成グループ60社を対象
としています。 （一部の項目は個々に
範囲を記載しています）

発行日
2024年10月 
（前回2023年10月、年1回発行）

免責事項
本レポートの掲載内容には細心の注意を払っていますが、
正確性や更新時期を保証するものではなく、掲載情報の更
新・誤りなどによって生じたトラブル・損失および損害に対
しても責任を負うものではありません。

用語集
ICE ：Internal Combustion Engine（内燃機関）
BEV ：Battery Electric Vehicle（電気自動車） 
HEV ：Hybrid Electric Vehicle（ハイブリッド車） 
PHEV ：Plug in Hybrid Electric Vehicle
  （プラグインハイブリッド車） 
FCEV ：Fuel Cell Electric Vehicle（燃料電池車） 
CASE ：「Connected：コネクテッド」「Autonomous：自動運転」

  「Shared & Service：シェアリング・サービス」
  「Electric：電動化」の頭文字をとったもの

CN :カーボンニュートラル
CE ：サーキュラーエコノミー

本レポートは、株主・投資家をはじめとするステークホルダーのみなさまに、豊田合成グループへの理
解を深めていただくことを目的に制作しました。豊田合成グループの中長期的な価値創造の戦略や取
り組みをご紹介しています。編集にあたっては、IFRS財団が提唱する「統合報告フレームワーク」や、経
済産業省による「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス」、内閣府による「知財・無形資産ガバ
ナンスガイドライン」などを参照し、簡潔で分かりやすい誌面づくりに努めています。財務情報・非財務
情報に関するより詳細な内容につきましては当社Weｂサイトの株主・投資家サイトおよびサステナビ
リティサイトをご覧ください。

本レポートの位置づけ

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/dl/

Webサイト 株主・投資家情報
https://www.toyoda-gosei.co.jp/ir/

決算/有価証券報告書など

財務情報

環境/社会/ガバナンスなど

Webサイト サステナビリティ
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/

非財務情報

豊田合成レポート
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TOP MESSAGE

”KOBUNSHI”をキーワードに、

新たなモビリティへの対応と

盤石な経営基盤づくりに邁進

CEO 代表取締役社長

ONE TEAM,
ONE TG.

　2023年6月に社長就任後、8月には当社の持続的な
成長・発展に向けて、どのような会社にしていきたいか
を思い描いた、中長期経営計画「2030事業計画」を公
表しました。その後、私はグローバル約4万人の従業員
へその内容の理解・浸透を図るために、国内外のグ
ループ会社を訪問して、対話集会を開催しました。加え
て、11月にはグループ会社のトップら約130名が一堂
に会するグローバルサミットにおいて、経営目標の達
成に向けた戦略や実施事項などについて、多方向によ
るコミュニケーションを通じて本音の議論を行いまし
た。私のこだわりである「対話」を通じて互いの意見や
思いを確認することで、一人ひとりが自分事として捉
え、将来の方向性の意思統一ができたと感じています。
　「2030事業計画」において掲げた目指す姿は、「高分
子の可能性を追求し、より良い移動と暮らしを未来に
つなぐ会社」です。当社は、トヨタグループの母体にあっ
たゴム研究部門から祖業のゴムや樹脂などの「高分子」
材料技術の基礎を受け継いでいます。その「高分子」の、
形を変えたり結びついたりを巧みに操る工法技術や、
設備・金型技術などのモノづくりを磨くことで成長して
きました。強みである「高分子」をさらに磨き、事業成長
の基盤として、より強固なものにしていきたいと考えて
います。加えて、これまでの事業で培ってきた「高分子」
の概念を人や組織にも当てはめて、「高分子型組織」と
いう新たな指針を掲げました。一人ひとりの個性を大
切にする、しなやかな組織づくりを通して経営革新を実
現したいという、私の強い思いが込められています。
　私は長らく人事に携わってきました。人と組織は企
業力そのものであり、この土台をしっかりと築き上げる
ことが会社づくりの基本であると考えています。対話集
会においても、随所で「高分子型組織とはどんな組織
か？」という質問を受けました。私は敢えて答えを言わ
ず、役割や立場に鑑みて、「自ら考えて行動」して欲しい
と伝えています。併せて、「一人ひとりを大切にし、相互
に刺激し合って反応を起こすことが組織強化につなが
る。そして、そのための要諦は『対話』である」と説明を
してきました。現在、米州、インド、アセアンをはじめ複
数の国内外組織で対話活動を進めています。一例とし
て、「Break down silos（組織の壁を打ち破ろう）」を
スローガンに、地域の壁を越えた高分子的な活動が始
まっています。今後も、各本部や地域での独自の活動が
より一層広がっていくことを期待しています。

〈環境変化〉
　自動車業界全体を取り巻く事業環境は、BEVをはじ
め大きく、急速に変化しています。中資系カーメーカー
が急成長し、中国域内を中心にBEVシェアを大きく伸
ばす一方で、日系カーメーカーが生産量を落としてい
る状況にあります。我々はBEV先進国において躍進す
る中資系カーメーカーへの拡販に挑みながら、既存ビ
ジネスの将来を見据えつつ、生産規模の最適化を図る
ことで、経営資源を効率的に活用し、競争力の強化へ
とつなげていきます。また、直近ではBEVの売れ行きは
一旦落ち着きを見せていますが、長期的にはグローバ
ル全体でBEVの普及は堅調に進んでいくと考えていま
す。これに併せて、主要顧客の日系カーメーカーも、
BEVの成長戦略を打ち出してくることを信じ、私たちは
強みである確かな品質と安全性、高度な製造技術や環
境技術など、モノづくり力を強化することで、日系カー
メーカー、さらには日本の自動車産業全体を支えるグ
ローバルサプライヤーを目指していきます。そのために
は、私がこだわっている経営マネジメントの変革は重要
です。一昨年より、高分子型組織を基盤に、戦略的な事
業展開を実現すべく、グローバル重点機能を中心に
CxOを配置しました。そして、その戦略を迅速かつダイ
ナミックに展開できるように、日本一極型からグローバ
ル多極化を提唱し、地域自立化を目指して権限の一部
委譲をするとともに、「センターオブエクセレンス
（Center of Excellence）」を推進してきました。

〈海外各地域の推進〉
　各地域の市場に応じた迅速な製品開発と顧客提案
ができる体制を整備することが競争力の鍵になると考
えています。BEVで先行するカーメーカーへの対応や、
成長著しいインド市場では、従来よりはるかに素早い
対応が必要です。加えて、地域ニーズに合った開発が求
められます。昨年末から、「グローバル技術会議」を新
設し、CTOとCSMOが連携しながら各地域が主体とな
り、地域拡販に向けた販売や技術戦略を具体化してい
ます。この取り組みを通じて、地域間の技術連携を強化
し、スピード感ある施策を実行しています。

「対話」から始まる変革 スピードと地域の自立が
成長のカギ
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”KOBUNSHI”をキーワードに、

新たなモビリティへの対応と

盤石な経営基盤づくりに邁進

CEO 代表取締役社長

ONE TEAM,
ONE TG.
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成長・発展に向けて、どのような会社にしていきたいか
を思い描いた、中長期経営計画「2030事業計画」を公
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が急成長し、中国域内を中心にBEVシェアを大きく伸
ばす一方で、日系カーメーカーが生産量を落としてい
る状況にあります。我々はBEV先進国において躍進す
る中資系カーメーカーへの拡販に挑みながら、既存ビ
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とつなげていきます。また、直近ではBEVの売れ行きは
一旦落ち着きを見せていますが、長期的にはグローバ
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す。これに併せて、主要顧客の日系カーメーカーも、
BEVの成長戦略を打ち出してくることを信じ、私たちは
強みである確かな品質と安全性、高度な製造技術や環
境技術など、モノづくり力を強化することで、日系カー
メーカー、さらには日本の自動車産業全体を支えるグ
ローバルサプライヤーを目指していきます。そのために
は、私がこだわっている経営マネジメントの変革は重要
です。一昨年より、高分子型組織を基盤に、戦略的な事
業展開を実現すべく、グローバル重点機能を中心に
CxOを配置しました。そして、その戦略を迅速かつダイ
ナミックに展開できるように、日本一極型からグローバ
ル多極化を提唱し、地域自立化を目指して権限の一部
委譲をするとともに、「センターオブエクセレンス
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　各地域の市場に応じた迅速な製品開発と顧客提案
ができる体制を整備することが競争力の鍵になると考
えています。BEVで先行するカーメーカーへの対応や、
成長著しいインド市場では、従来よりはるかに素早い
対応が必要です。加えて、地域ニーズに合った開発が求
められます。昨年末から、「グローバル技術会議」を新
設し、CTOとCSMOが連携しながら各地域が主体とな
り、地域拡販に向けた販売や技術戦略を具体化してい
ます。この取り組みを通じて、地域間の技術連携を強化
し、スピード感ある施策を実行しています。

「対話」から始まる変革 スピードと地域の自立が
成長のカギ
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TOP MESSAGE

　当社は新モビリティ普及への貢献に加え、石油由来
の資源を主要原料とする企業として脱炭素に貢献する
ことを社会への価値提供と捉え、「安心・安全」「快適」
「脱炭素」を軸に取り組んでいます。
　セーフティシステムを軸とした「安心・安全」では、こ
れまでさまざまな種類のエアバッグ製品を通じて、交
通死亡事故低減へ取り組んできました。今後、モータリ
ゼーションの進展により交通事故が増加する可能性の
ある新興国においてもエアバッグの普及を図るととも
に、さまざまな事故形態から人を守る、新たな安全デバ
イスの開発・安全技術の向上を通じて、交通事故によ
る死傷者の低減に貢献していきます。
　また、今後BEVや自動運転の普及に伴い、自動車の
構造や乗員姿勢は大きく変化することが予測されます。
歩行者やサイクリストなどの安全ニーズもさらに高まっ
ていきます。移動手段が多様化する中で、私たちはあら
ゆる消費者のニーズに寄り添いながら、自動車技術の
多様な変化に対応し、高度な人員保護製品の開発・提
供を通じて、「安全・安心」の価値を一層高めることがで
きると考えています。これらをふまえて、エアバッグ、ハ
ンドルおよびシートベルトを含むセーフティシステムを
トータルで提案・提供できるシステムサプライヤーを目
指し、2023年11月には芦森工業への出資比率を高め
ました。エアバッグとシートベルトの技術・ノウハウの相
互補完による一体的な開発提案をはじめ、相互の事業
資産の有効活用を進めています。また、今年6月には当
社の役員経験者が芦森工業の社長に就任しました。同
社の強みを活かしながら、当社の経営管理やモノづくり
をはじめとしたバリューチェーンのさまざまなノウハウ
を導入し、協業によるシナジーを高めていきます。
　内外装部品およびウェザーストリップ製品を中心と
した「快適」については、BEVによる自動車の構造変化
に合わせて、内外装部品とセーフティシステムとの連携
により、インパネの薄型化やイルミネーション製品を組
み合わせた新機能の提供を目指していきます。当社は、
ハンドルやエアバッグなどの製品に加え、内装部品も
手がける数少ないメーカーです。この強みと高分子技
術を活かして、乗員者の五感に訴える新しい快適空間
の創出や電費向上を追求し、独自性の高い「快適」の価
値を提供していきます。そのためにも、従来の事業や組

織の枠組みを越えた「高分子型組織」で、開発技術の深
化と加速化を図っていきます。
　「脱炭素」では、ゴム・樹脂材料の豊富な知見を活か
し、環境負荷の低い高機能材料や自社製品の開発、材
料リサイクルの推進を通じて、提供価値を高めていきま
す。CNやCEの実現にはバリューチェーン全体で協業
し、社会全体へのインパクトを最大化することが重要
です。欧州では関連法規が先行しており、リサイクルや
有害物質の使用制限を規定するELV指令への対応が
グローバルに広がっています。これを契機に、高分子技
術を活かした易解体設計や材料リサイクルなどの資源
循環をサプライチェーン全体で構築していきます。品質
や技術革新などの競争領域における活動と並行して、
資源回収などの社会システムの構築に向けた協調領域
に取り組みながら、脱炭素・循環型社会への貢献を目
指し、持続的成長を追求していきます。また、CN実現の
鍵となる水素に関しては、欧州や米国をはじめ、水素供
給網の拡大など大規模な水素の実装支援が立ち上
がっています。その中で、日本では今年10月に「水素社
会推進法」が施行されます。これを契機に、水素製造・
輸送などの研究開発やインフラ整備、水素の利活用が
一気に加速することを期待しています。特に、水素自動
車については、インフラ整備やコスト面との兼ね合いか
ら稼働区間が比較的明確な大型商用車向けが先行す

るのではないかと考えています。当社は、トヨタ自動車
の燃料電池自動車MIRAIやCJPT（Commercial  
Japan Partnership Technologies）の社会実証車
向けに高圧水素タンクを生産しており、製品受注につ
ながるよう技術革新に取り組んでいます。現在、国内外
から問い合わせを受けており、持続的な成長を支える
事業の柱へと成長する手ごたえを感じています。また、
自動車以外では、産業機械、船舶、鉄道などからの引き
合いもあり、2024年4月には国内初の水素エネルギー
を使った旅客船に搭載され、実用化されました。水素タ
ンク事業は脱炭素社会の実現に向けた重要な事業領
域と位置づけ、幅広い製品提供を通じて、社会への価
値提供を目指していきます。

（品質への姿勢）
　国内カーメーカーによる認証申請での不正行為が
発覚し、問題となっています。当社においては、過去を
遡り調査した結果、製品認証にかかわる不正問題はあ
りませんでしたが、こうした不正行為を見聞きするたび
に、何でも言い合える心理的安全性のある組織風土や
対話の重要性を感じます。昨年の自動車業界での不正
問題を受けて、各本部長が試験評価や性能評価をはじ
め、法規関連部門で働く従業員と現地現物で困り事の
ヒアリングを行うとともに、私自身も従業員の皆さんと
の対話会を開催し、本音による忌憚のない沢山の意見
を直接聞くことができました。その中で、試験設備の老
朽化や評価プロセスに関する懸念などの声があがり、
これを労使一体で対策に講じ、効果の確認を進めてい
ます。この活動は継続した取り組みが必要だと感じて
おり、今年度に入ってからも「風土や意識が変わった
か？」「新たな課題や困り事が無いか？」などを直接聞
く機会として、2巡目の対話会を実施しています。今後
も、従業員の皆さんが誇りを持って安心して働き、より
良い品質をお客様に届けられる誠実な企業であり続け
るために、職場環境の改善に向けて、対話活動を継続
的に取り組んでいくとともに、安全と品質に必要な施
策には時間とお金をかけていきたいと思います。

（サステナビリティへの取り組み）
　私たちの強みである高分子材料は、石化由来の資源

を利用しているため、資源の枯渇や温室効果ガスによ
る地球温暖化の原因の一つとされており、環境問題へ
の影響が注視されています。当社は、2030事業計画で
掲げる「脱炭素」をさらに前進させるため、スコープ1・
2におけるカーボンニュートラルの達成目標時期を、従
来の2050年から2030年に前倒ししました。
　温室効果ガスは、主に成形や塗装、めっきなどの工
程から排出されますが、製品ごとに構成部品・工程単
位でCO2排出量の見える化を行い、最も効果的なCO2

排出低減を材料、工程、設備の着眼点からアプローチ
しています。地道な省エネ活動に加えて、生産技術革新
を図ることで、目標達成に向けてグローバル一丸とな
り取り組んでいきます。また、環境に対する社内の意識
も高まっており、社員から新たなビジネス提案を募るビ
ジネスアイデアコンテストでも、環境配慮型ビジネスな
どのさまざまな事業アイデアが生まれています。高分子
技術をはじめ当社のコア技術を環境保全と有機的に
結合させて、企業成長につなげられるような展開を
図っていきたいと考えています。
　海外地域を中心にさらなる成長を目指していく当社
にとって、グローバル人材マネジメントは欠かせませ
ん。グローバルで約4万人の社員が在籍しており、その
うち約8割は海外地域のナショナル人材です。そして今
後さらにその比率は高まっていきます。一人ひとりが最
大限の力を発揮できるよう、人材ポートフォリオに基づ
いた体制づくりと併せて、ナショナルスタッフの幹部人
材育成にこれまで以上に注力していきます。地域の自
立化を図りながら、将来的にはナショナルスタッフを中
心に地域マネジメント体制を構築することで、迅速な
意思決定による圧倒的なスピード感ある事業運営を目
指します。
　また、当社は自動車部品事業の技術、製造、販売経
験をもとに育った人材が中心のため、その枠をブレー
クスルーするような新規事業経験がある人材、さらに
はDX推進経験のある人材は不足していると感じてい
ます。そのため、当社が出資するコーポレート・ベン
チャー・キャピタル（CVC）を通じた、人材育成や社員
の行動変容に期待をしています。現在、当社はコア技術
とのシナジーが高い数十社のスタートアップに出資し
ています。イノベーションを目指す新興企業に出向した
社員は、そこでの経験を活かして当社の仕事の仕方や
風土改革の起爆剤になってもらいたいと考えています。
また2024年6月より、新事業やDXに関するスキルを持
つ社外取締役を新たに3名選任しました。高い視座と

誠実な企業であり続ける
ために

さらなる企業成長に向けた
「提供価値」

ONE TEAM, ONE TG.の掛け声とともに 2030事業計画の実現を誓う 

若手社員との対話会を開催し、忌憚のない意見交換を行った
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きると考えています。これらをふまえて、エアバッグ、ハ
ンドルおよびシートベルトを含むセーフティシステムを
トータルで提案・提供できるシステムサプライヤーを目
指し、2023年11月には芦森工業への出資比率を高め
ました。エアバッグとシートベルトの技術・ノウハウの相
互補完による一体的な開発提案をはじめ、相互の事業
資産の有効活用を進めています。また、今年6月には当
社の役員経験者が芦森工業の社長に就任しました。同
社の強みを活かしながら、当社の経営管理やモノづくり
をはじめとしたバリューチェーンのさまざまなノウハウ
を導入し、協業によるシナジーを高めていきます。
　内外装部品およびウェザーストリップ製品を中心と
した「快適」については、BEVによる自動車の構造変化
に合わせて、内外装部品とセーフティシステムとの連携
により、インパネの薄型化やイルミネーション製品を組
み合わせた新機能の提供を目指していきます。当社は、
ハンドルやエアバッグなどの製品に加え、内装部品も
手がける数少ないメーカーです。この強みと高分子技
術を活かして、乗員者の五感に訴える新しい快適空間
の創出や電費向上を追求し、独自性の高い「快適」の価
値を提供していきます。そのためにも、従来の事業や組

織の枠組みを越えた「高分子型組織」で、開発技術の深
化と加速化を図っていきます。
　「脱炭素」では、ゴム・樹脂材料の豊富な知見を活か
し、環境負荷の低い高機能材料や自社製品の開発、材
料リサイクルの推進を通じて、提供価値を高めていきま
す。CNやCEの実現にはバリューチェーン全体で協業
し、社会全体へのインパクトを最大化することが重要
です。欧州では関連法規が先行しており、リサイクルや
有害物質の使用制限を規定するELV指令への対応が
グローバルに広がっています。これを契機に、高分子技
術を活かした易解体設計や材料リサイクルなどの資源
循環をサプライチェーン全体で構築していきます。品質
や技術革新などの競争領域における活動と並行して、
資源回収などの社会システムの構築に向けた協調領域
に取り組みながら、脱炭素・循環型社会への貢献を目
指し、持続的成長を追求していきます。また、CN実現の
鍵となる水素に関しては、欧州や米国をはじめ、水素供
給網の拡大など大規模な水素の実装支援が立ち上
がっています。その中で、日本では今年10月に「水素社
会推進法」が施行されます。これを契機に、水素製造・
輸送などの研究開発やインフラ整備、水素の利活用が
一気に加速することを期待しています。特に、水素自動
車については、インフラ整備やコスト面との兼ね合いか
ら稼働区間が比較的明確な大型商用車向けが先行す

るのではないかと考えています。当社は、トヨタ自動車
の燃料電池自動車MIRAIやCJPT（Commercial  
Japan Partnership Technologies）の社会実証車
向けに高圧水素タンクを生産しており、製品受注につ
ながるよう技術革新に取り組んでいます。現在、国内外
から問い合わせを受けており、持続的な成長を支える
事業の柱へと成長する手ごたえを感じています。また、
自動車以外では、産業機械、船舶、鉄道などからの引き
合いもあり、2024年4月には国内初の水素エネルギー
を使った旅客船に搭載され、実用化されました。水素タ
ンク事業は脱炭素社会の実現に向けた重要な事業領
域と位置づけ、幅広い製品提供を通じて、社会への価
値提供を目指していきます。

（品質への姿勢）
　国内カーメーカーによる認証申請での不正行為が
発覚し、問題となっています。当社においては、過去を
遡り調査した結果、製品認証にかかわる不正問題はあ
りませんでしたが、こうした不正行為を見聞きするたび
に、何でも言い合える心理的安全性のある組織風土や
対話の重要性を感じます。昨年の自動車業界での不正
問題を受けて、各本部長が試験評価や性能評価をはじ
め、法規関連部門で働く従業員と現地現物で困り事の
ヒアリングを行うとともに、私自身も従業員の皆さんと
の対話会を開催し、本音による忌憚のない沢山の意見
を直接聞くことができました。その中で、試験設備の老
朽化や評価プロセスに関する懸念などの声があがり、
これを労使一体で対策に講じ、効果の確認を進めてい
ます。この活動は継続した取り組みが必要だと感じて
おり、今年度に入ってからも「風土や意識が変わった
か？」「新たな課題や困り事が無いか？」などを直接聞
く機会として、2巡目の対話会を実施しています。今後
も、従業員の皆さんが誇りを持って安心して働き、より
良い品質をお客様に届けられる誠実な企業であり続け
るために、職場環境の改善に向けて、対話活動を継続
的に取り組んでいくとともに、安全と品質に必要な施
策には時間とお金をかけていきたいと思います。

（サステナビリティへの取り組み）
　私たちの強みである高分子材料は、石化由来の資源

を利用しているため、資源の枯渇や温室効果ガスによ
る地球温暖化の原因の一つとされており、環境問題へ
の影響が注視されています。当社は、2030事業計画で
掲げる「脱炭素」をさらに前進させるため、スコープ1・
2におけるカーボンニュートラルの達成目標時期を、従
来の2050年から2030年に前倒ししました。
　温室効果ガスは、主に成形や塗装、めっきなどの工
程から排出されますが、製品ごとに構成部品・工程単
位でCO2排出量の見える化を行い、最も効果的なCO2

排出低減を材料、工程、設備の着眼点からアプローチ
しています。地道な省エネ活動に加えて、生産技術革新
を図ることで、目標達成に向けてグローバル一丸とな
り取り組んでいきます。また、環境に対する社内の意識
も高まっており、社員から新たなビジネス提案を募るビ
ジネスアイデアコンテストでも、環境配慮型ビジネスな
どのさまざまな事業アイデアが生まれています。高分子
技術をはじめ当社のコア技術を環境保全と有機的に
結合させて、企業成長につなげられるような展開を
図っていきたいと考えています。
　海外地域を中心にさらなる成長を目指していく当社
にとって、グローバル人材マネジメントは欠かせませ
ん。グローバルで約4万人の社員が在籍しており、その
うち約8割は海外地域のナショナル人材です。そして今
後さらにその比率は高まっていきます。一人ひとりが最
大限の力を発揮できるよう、人材ポートフォリオに基づ
いた体制づくりと併せて、ナショナルスタッフの幹部人
材育成にこれまで以上に注力していきます。地域の自
立化を図りながら、将来的にはナショナルスタッフを中
心に地域マネジメント体制を構築することで、迅速な
意思決定による圧倒的なスピード感ある事業運営を目
指します。
　また、当社は自動車部品事業の技術、製造、販売経
験をもとに育った人材が中心のため、その枠をブレー
クスルーするような新規事業経験がある人材、さらに
はDX推進経験のある人材は不足していると感じてい
ます。そのため、当社が出資するコーポレート・ベン
チャー・キャピタル（CVC）を通じた、人材育成や社員
の行動変容に期待をしています。現在、当社はコア技術
とのシナジーが高い数十社のスタートアップに出資し
ています。イノベーションを目指す新興企業に出向した
社員は、そこでの経験を活かして当社の仕事の仕方や
風土改革の起爆剤になってもらいたいと考えています。
また2024年6月より、新事業やDXに関するスキルを持
つ社外取締役を新たに3名選任しました。高い視座と

誠実な企業であり続ける
ために

さらなる企業成長に向けた
「提供価値」

ONE TEAM, ONE TG.の掛け声とともに 2030事業計画の実現を誓う 

若手社員との対話会を開催し、忌憚のない意見交換を行った
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専門的見地に基づくアドバイスをいただいており、監
督・助言をふまえて一層の進化を遂げてまいります。
　ガバナンスに関しては、CxOミーティングでの議論が
意思決定の前さばき機能を発揮しており、会社としての
意思決定スピードが格段に速くなった実感があります。
　コーポレートガバナンスの要である取締役会は、今年
6月に取締役10人のうち半数を社外取締役にする構成
へと見直しました。当社では経験ができない多様なバッ
クグラウンドを有する社外取締役が取締役会の半数を
占めることで、議論の視野が広がっています。すでに示
唆に富んだご指摘・ご意見を頂戴していますが、社外取
締役の方々には、当社への理解をさらに深めていただけ
るように積極的な情報の提供・共有も図っていきます。

　自動車業界は大きな変革期を迎えています。加えて、
人の価値観の変化、環境・社会課題の深刻化、地政学
リスクなど、先行きが不透明で予測困難な状況が続い
ています。こうした中でも、持続的成長に向けて、売上
収益1.2兆円、営業利益1,000億円、営業利益率8％以
上、ROE10％以上の経営目標を掲げています。その目
標達成に向けて最も重要になるのが、BEVを含めた新
しいモビリティへの対応です。今年は新製品展示会や
海外拠点での製品PRを積極的に行い、国内外のカー
メーカーから開発製品に対する評価や商談機会を多
数いただいています。特に、海外各地域の現地メー
カーへの拡販は重点施策の一つであり、これから市場
に出る自動車向けの新規受注も順調に進んでいます。
引き続き、新規カーメーカーを含む多様なお客様に高
分子技術を活かした当社製品を提案し、「攻め」の挑戦
を継続します。
　今後、BEV開発が加速する中で、お客様からより具
体的なご要望が寄せられるものと考えています。先鋭技
術を搭載するBEVは従来の内燃機関車と比べてコスト
が高くなる傾向にあるため、ユーザーが満足できるクル
マづくりを考えると、付加価値向上とコスト削減の両立
が重要です。例えば、フロントモジュールの一体化によ
り、燃費の向上や車両性能の向上が実現できるだけで
なく、カーメーカー側の組付工程の簡便化や設計プロ
セスの削減にもつながります。また、エンジン音がない
BEVは外部ノイズが聞こえやすくなるため、静粛性機

能のニーズが高まります。こうした変化に応じた製品付
加価値の向上に向けて、IPLを活用した知財戦略を推
進し、競合先との差別化や重点製品、最適な時期を見
極めながら、開発を進めていきたいと考えています。
　一方、コスト削減に関しては、モノづくりの革新が重
要です。特に、生産工程の自動化・スマート化は、グ
ローバルでの人材確保の難しさに対応する施策にもな
ります。2024年度の設備投資は約600億円と、従来よ
りも100億円程度増額となりますが、人員配置の最適
化、IoTの活用による不良品の要因解析の迅速化、生
産リードタイムの短縮、さらにはエネルギー使用量の
低減などによる効果で十分に採算が合うと見込んでお
り、将来に向けた先行投資として積極的に実施してい
きます。
　第4次産業革命と言われる中で、高度な技術を活用
した自動化は、競争力を高める重要施策であると考え
ています。タイ拠点では、早くから労務費高騰に備え
て、からくり技術と協働ロボットを活用した比較的安価
な自動化に着目し、トライ＆エラーを繰り返しながら着
実に技術・ノウハウの積み重ねと人づくりを進めて、力
を蓄えてきました。当社はこれらを「賢い自動化」と称し
てグローバルへ展開し、モノづくりの力をさらに強いも
のにすべく活動を進めています。この活動は、現地ナ
ショナルスタッフの自立した取り組みをグローバルへ
反映させていく「センターオブエクセレンス」の象徴的
な取り組みとして、グローバルな多極化経営への礎と
しています。
　2030事業計画の鍵を握る重点地域は、堅調な成長
を遂げている米州地域だと考えています。将来的な自動
車販売台数の大幅な増加は見込みづらいですが、他社
を上回るQCD（品質、コスト、納期）による付加価値提
案により、GM、フォード、ステランティスといったデトロ
イト3向けのビジネス拡大に、着実につながっています。
　また、インド市場は人口増と経済発展に伴い、将来
的な市場拡大が期待できます。市場以上の事業成長を
目指して、タイ発の「賢い自動化」を活用した、生産性の
高い能増対応が重要になります。さらに、現地メーカー
への拡販、特にTATAをはじめとする企業への製品提
案や、Make In Indiaを下支えする現地調達の推進も
不可欠です。また、インドは交通事故死亡者数が非常
に多く、自動車への安全意識が高まっています。当社の
セーフティシステム製品のニーズはさらに高まることが
予測されるため、計画的な投資、拡張、人材育成を進め
ていきます。

　一方、中国では経済成長の鈍化が影響し、内需の縮
小やカーメーカー各社の価格競争が激化しています。
将来的に中国市場では企業の淘汰が進むと予測され
ているため、日系カーメーカーの中国戦略の動向に注
視しながら、減販リスクに備えた効率的かつ柔軟な生
産体制の構築を進めます。また、アライアンス強化によ
る技術力と対応力を高め、成長性の高い中資系カー
メーカーへの拡販を推進していきます。

　2023年度は、主要顧客の生産台数増などによる増
収により、初めて売上収益1兆円に到達し、営業利益
677億円の過去最高益を記録し、営業利益率は6.3%
となりました。
　今後は、2030事業計画 経営目標で掲げる営業利益
率8%以上に向けて、事業・地域ごとにROICを意識し
た成長分野への積極投資を図りながら、低収益分野の
改善を並行させ、事業ポートフォリオの転換を図ってま
いります。また、重点事業・地域の持続的成長に向け
て、研究開発や人的資本への投資強化や、M＆Aおよび
アライアンスなどの戦略的投資を行い、経営目標の達
成を目指していきます。
　株主還元は、従来の配当性向30%以上とした指針を
改め、2023年度からはDOE（株主資本配当率）2.5%
を下限目標として設定しました。今後も、2023年11月
に実施した自己株式の取得を含め、機動的な追加株主

還元を行っていきます。また、資本効率の向上を従来以
上に意識し、株主資本コストを上回る株主総利回り
（TSR）を長期的かつ安定的に実現させていきたいと
思います。

　創業75周年を迎え、当社の歴史から現在、そして未
来を見渡して、社長に就任した私がなすべきことは何
なのかを考えながら、走ってきた1年でした。もちろん
社長の責務として、事業を成長・発展させることは非常
に重要です。しかしそれだけで十分であるとは思いま
せん。自動車業界の不正問題を見ても、安全と品質を
軸とした経営基盤が崩れることになれば、それは企業
としての存続も危ぶまれます。将来にわたり当社が持
続的に成長・発展を遂げられるように、私の使命は、経
営陣をはじめ社員の皆さんとの対話を大切にし、とも
に明確なビジョンを共有しながら、変革を恐れず挑戦
を続けていくことです。その中で、リーダーとして確か
な道筋を示し、次の世代へ力強くバトンを渡していくこ
とが私の責務であると考えています。ステークホルダー
のみなさまには、変わらぬご支援を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

「2030事業計画」達成に
向けて

CEO 代表取締役社長
2024年10月

企業価値向上に向けて

ステークホルダーのみなさまへ
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術を搭載するBEVは従来の内燃機関車と比べてコスト
が高くなる傾向にあるため、ユーザーが満足できるクル
マづくりを考えると、付加価値向上とコスト削減の両立
が重要です。例えば、フロントモジュールの一体化によ
り、燃費の向上や車両性能の向上が実現できるだけで
なく、カーメーカー側の組付工程の簡便化や設計プロ
セスの削減にもつながります。また、エンジン音がない
BEVは外部ノイズが聞こえやすくなるため、静粛性機

能のニーズが高まります。こうした変化に応じた製品付
加価値の向上に向けて、IPLを活用した知財戦略を推
進し、競合先との差別化や重点製品、最適な時期を見
極めながら、開発を進めていきたいと考えています。
　一方、コスト削減に関しては、モノづくりの革新が重
要です。特に、生産工程の自動化・スマート化は、グ
ローバルでの人材確保の難しさに対応する施策にもな
ります。2024年度の設備投資は約600億円と、従来よ
りも100億円程度増額となりますが、人員配置の最適
化、IoTの活用による不良品の要因解析の迅速化、生
産リードタイムの短縮、さらにはエネルギー使用量の
低減などによる効果で十分に採算が合うと見込んでお
り、将来に向けた先行投資として積極的に実施してい
きます。
　第4次産業革命と言われる中で、高度な技術を活用
した自動化は、競争力を高める重要施策であると考え
ています。タイ拠点では、早くから労務費高騰に備え
て、からくり技術と協働ロボットを活用した比較的安価
な自動化に着目し、トライ＆エラーを繰り返しながら着
実に技術・ノウハウの積み重ねと人づくりを進めて、力
を蓄えてきました。当社はこれらを「賢い自動化」と称し
てグローバルへ展開し、モノづくりの力をさらに強いも
のにすべく活動を進めています。この活動は、現地ナ
ショナルスタッフの自立した取り組みをグローバルへ
反映させていく「センターオブエクセレンス」の象徴的
な取り組みとして、グローバルな多極化経営への礎と
しています。
　2030事業計画の鍵を握る重点地域は、堅調な成長
を遂げている米州地域だと考えています。将来的な自動
車販売台数の大幅な増加は見込みづらいですが、他社
を上回るQCD（品質、コスト、納期）による付加価値提
案により、GM、フォード、ステランティスといったデトロ
イト3向けのビジネス拡大に、着実につながっています。
　また、インド市場は人口増と経済発展に伴い、将来
的な市場拡大が期待できます。市場以上の事業成長を
目指して、タイ発の「賢い自動化」を活用した、生産性の
高い能増対応が重要になります。さらに、現地メーカー
への拡販、特にTATAをはじめとする企業への製品提
案や、Make In Indiaを下支えする現地調達の推進も
不可欠です。また、インドは交通事故死亡者数が非常
に多く、自動車への安全意識が高まっています。当社の
セーフティシステム製品のニーズはさらに高まることが
予測されるため、計画的な投資、拡張、人材育成を進め
ていきます。

　一方、中国では経済成長の鈍化が影響し、内需の縮
小やカーメーカー各社の価格競争が激化しています。
将来的に中国市場では企業の淘汰が進むと予測され
ているため、日系カーメーカーの中国戦略の動向に注
視しながら、減販リスクに備えた効率的かつ柔軟な生
産体制の構築を進めます。また、アライアンス強化によ
る技術力と対応力を高め、成長性の高い中資系カー
メーカーへの拡販を推進していきます。

　2023年度は、主要顧客の生産台数増などによる増
収により、初めて売上収益1兆円に到達し、営業利益
677億円の過去最高益を記録し、営業利益率は6.3%
となりました。
　今後は、2030事業計画 経営目標で掲げる営業利益
率8%以上に向けて、事業・地域ごとにROICを意識し
た成長分野への積極投資を図りながら、低収益分野の
改善を並行させ、事業ポートフォリオの転換を図ってま
いります。また、重点事業・地域の持続的成長に向け
て、研究開発や人的資本への投資強化や、M＆Aおよび
アライアンスなどの戦略的投資を行い、経営目標の達
成を目指していきます。
　株主還元は、従来の配当性向30%以上とした指針を
改め、2023年度からはDOE（株主資本配当率）2.5%
を下限目標として設定しました。今後も、2023年11月
に実施した自己株式の取得を含め、機動的な追加株主

還元を行っていきます。また、資本効率の向上を従来以
上に意識し、株主資本コストを上回る株主総利回り
（TSR）を長期的かつ安定的に実現させていきたいと
思います。

　創業75周年を迎え、当社の歴史から現在、そして未
来を見渡して、社長に就任した私がなすべきことは何
なのかを考えながら、走ってきた1年でした。もちろん
社長の責務として、事業を成長・発展させることは非常
に重要です。しかしそれだけで十分であるとは思いま
せん。自動車業界の不正問題を見ても、安全と品質を
軸とした経営基盤が崩れることになれば、それは企業
としての存続も危ぶまれます。将来にわたり当社が持
続的に成長・発展を遂げられるように、私の使命は、経
営陣をはじめ社員の皆さんとの対話を大切にし、とも
に明確なビジョンを共有しながら、変革を恐れず挑戦
を続けていくことです。その中で、リーダーとして確か
な道筋を示し、次の世代へ力強くバトンを渡していくこ
とが私の責務であると考えています。ステークホルダー
のみなさまには、変わらぬご支援を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

「2030事業計画」達成に
向けて

CEO 代表取締役社長
2024年10月

企業価値向上に向けて

ステークホルダーのみなさまへ
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数字でわかる豊田合成

私たちは、1949年の設立以来、合成ゴムや合成樹脂およびその配合技術をベースに、
開発・設計、調達、生産、販売に関わるさまざまなステークホルダーの皆さまと連携しながら、
機能および品質の高い製品・サービスを提供しています。

75年

創業

1934年に豊田自動織機内でゴム研究部門が設置、
1949年に前身となる「名古屋ゴム」が誕生。
70年以上もの間、ゴム・樹脂技術を中心に社会へ価値を提供しています。

（2024年6月26日時点）

このデータは2024年3月期または3月末時点

（2024年10月2日時点）

7111 億
円兆

売上収益（IFRS）

顧客別売上比率 海外売上比率

67.1%

A+
信用格付（R&I）エアバッグシェア

18%世界

※2024年3月時点当社調べに基づく

グローバルシェアの約9割を当社を含む4社で占めており、
当社は常にトップ4に入っています。

事業領域別売上収益

トヨタ
グループ

68%

11%

21%

外資カー
メーカーなど

日系カー
メーカー

2019

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
2020 2021 2022 2023 （年度）

8,129
7,214

8,302

9,518

10,711億円

拠点数

従業員数（グローバル）

60社

38,951名

内外装部品 セーフティシステム製品

機能部品 ウェザストリップ製品

地域別売上収益（2024年3月期）

4,434
億円

日本1,143
億円

中国

345
億円

インド

1,365
億円

アジア

360
億円

欧州・
アフリカ

1,195億円

1,768億円

3,964億円

3,783億円

3,973
億円

米州
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数字でわかる豊田合成

私たちは、1949年の設立以来、合成ゴムや合成樹脂およびその配合技術をベースに、
開発・設計、調達、生産、販売に関わるさまざまなステークホルダーの皆さまと連携しながら、
機能および品質の高い製品・サービスを提供しています。

75年

創業

1934年に豊田自動織機内でゴム研究部門が設置、
1949年に前身となる「名古屋ゴム」が誕生。
70年以上もの間、ゴム・樹脂技術を中心に社会へ価値を提供しています。

（2024年6月26日時点）

このデータは2024年3月期または3月末時点

（2024年10月2日時点）
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A+
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18%世界

※2024年3月時点当社調べに基づく

グローバルシェアの約9割を当社を含む4社で占めており、
当社は常にトップ4に入っています。
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地域別売上収益（2024年3月期）
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日本1,143
億円

中国
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ゴム・
樹脂分野の
知見

新規
事業開発の
経験

グローバル
ネットワーク

事業の進化と価値創造の歴史

創業以来培ってきたゴム・樹脂分野における独自の技術力を活かしたモノづくりを通じて、
時代のニーズに応え、世界に新しい価値を提供しています。

豊田喜一郎氏のDNAを継承しゴム・樹脂部品を開発

設立 ～ 1970年代 1980年代 ～ 2000年代

　1930年代後半、豊田自動織機製作所の自動車部内に、ゴ
ム部品の重要性を感じていた豊田喜一郎氏がゴム研究部
門を設置しました。それが豊田合成（以下当社）のルーツと
なりました。喜一郎氏は後にトヨタ自動車を創業します。喜
一郎氏の研究への情熱は、1949年に設立された名古屋ゴ
ム株式会社へと引き継がれました。
　1950年代、名古屋ゴムは自動車用ゴム部品の開発・生産
に力を注ぎ、自動車用の油圧ブレーキホース製造で国内初
のJIS認定工場となりました。また従来は硬質ゴム製であっ

たハンドルの樹脂化に挑戦。1954年には射出成形加工に
よる樹脂製ハンドルがFA型トラックで採用となり、続いてト
ヨペット・クラウンにも同工法による樹脂製ハンドルが搭載
されました。 
　1960年代以降、国内自動車産業の発展とともに、名古屋
ゴムは事業を拡大。1967年には射出成形による樹脂部品
を生産する稲沢工場を新設、その後も尾張エリアを中心に
生産拠点を拡充。1973年には現在の豊田合成株式会社に
社名変更をしました。 

研究・開発に尽力しグローバル企業へと成長 
　トヨタグループの一員として、当社が開発・生産する自動
車用のゴム・樹脂部品は1980年代以降さらに多分野へと
広がりました。
　当社は高分子メーカーとして開発型の企業を目指し、
1995年には北島技術センター、2009年には美和技術セン
ターを設立し、開発力を強化してきました。
　また、異業種分野にも目を向け、自動車部品事業で培わ

れた薄膜形成技術に基づき、1986年からは開発が困難と
されていた青色LEDの研究に挑戦し、1995年に量産化を
達成しました。 
　一方、1980年代末まで海外市場では台湾、北米の4社体
制でしたが1990年代に海外進出を加速。北米、アジアに続
き、豪州、欧州、中南米、アフリカにも展開し、今では国内外
60社へと拡大しグローバル企業へと成長しています。 

2010
軽量オープニングトリム
ウェザストリップ

2017
大型ラジエータグリル

2019
樹脂ターボダクト／
バッテリーケース

1950
ウェザストリップ

1961
ピストンカップ

1954
樹脂射出ハンドル

2008
樹脂フューエルフィラー
パイプ

2003
ミリ波レーダ対応
エンブレム1998

カーテンエアバッグ

2013
豊田合成東日本（株）設立

2013
GDBRインダストリア
コメルシオ（有）設立

1989
TGミズーリ（株）設立

1999
豊田合成
ノースアメリカ（株）設立

1995
北島技術センター設立

2000
豊田合成ヨーロッパ（株）設立

2001
豊田合成アジア（株）設立

2006
豊田合成（上海）
管理（有）設立

1949
トヨタ自動車工業の
ゴム部門を母体に
「名古屋ゴム（株）」設立

2008
豊田合成
ミンダインディア（株）設立

2009
美和技術センター設立

1977
米国事務所設立
（イリノイ州）

1957
春日工場稼働

1967
稲沢工場稼働

1973
「豊田合成（株）」に改称

1976
森町工場稼働

1980
本社を現所在地
（愛知県清須市）に移転

1982
尾西工場稼働

1953
ブレーキホース

1977
等速ジョイントブーツ

1982
遮音性ガラスラン

インストルメントパネル
1974

1989
運転席用エアバッグ

1997
ゴムリサイクル技術

1982
樹脂フューエル
フィラーキャップ

世界
初

世界
初

世界
初

世界
初

2010
GaNパワー
半導体の
研究開始

2019
e-Rubberを用いた心臓手術
シミュレータ「SupeR BEAT」を
EBM社と開発

2007
e-Rubberの
研究開始

1991
青色LED開発の
成功認定

世界初！青色LEDの開発 
優れた省エネ性能により環境にやさしい光源と
して応用分野が広がるLED。LED製品の実現を
可能にしたのが、1990年代の青色LEDの実用
化である。1986年、豊田合成は名古屋大学工学
部の赤﨑勇教授の指導と豊田中央研究所の協
力を受けて、窒化ガリウム（GaN）をベースとし
た青色LEDの開発に着手、1991年に成功認定
を受けた。不可能とされた青色LEDの開発。世
界初となる挑戦は不安と苦労の連続だった。

樹脂射出ハンドルへの挑戦
1952年、主要顧客であるトヨタ自動車工業の提言を受
け、当社は米国ワットソン・スチルマン社製48オンス射
出成形機を導入。トヨタ自動車工業からの資金援助を
得てもなお過大な投資となる射出成形の導入を危ぶむ
声もある中、社運をかけて取り組み、設備の稼働に成
功。「自動車部品の樹脂化時代」の幕開けとなった。

1986
青色LEDの研究開始

射出成型機

豊田自動織機
製作所 
ゴム研究部門

世界
初

エアバッグ開発への挑戦 
国内エアバッグでトップシェアを誇
る豊田合成。ハンドルを製造してい
る流れでエアバッグを手掛けるよう
になった、と思われがちだが、実際
にはトヨタ自動車初のエアバッグと
いう新たな商権をめぐり、「いち早く
エアバッグを開発すべきだ！」とい
う危機感から、熾烈な開発競争に果
敢にチャレンジした結果である。

20101949 1960 1970 1980 1990 2000 
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ゴム・
樹脂分野の
知見

新規
事業開発の
経験

グローバル
ネットワーク

事業の進化と価値創造の歴史

創業以来培ってきたゴム・樹脂分野における独自の技術力を活かしたモノづくりを通じて、
時代のニーズに応え、世界に新しい価値を提供しています。

豊田喜一郎氏のDNAを継承しゴム・樹脂部品を開発

設立 ～ 1970年代 1980年代 ～ 2000年代

　1930年代後半、豊田自動織機製作所の自動車部内に、ゴ
ム部品の重要性を感じていた豊田喜一郎氏がゴム研究部
門を設置しました。それが豊田合成（以下当社）のルーツと
なりました。喜一郎氏は後にトヨタ自動車を創業します。喜
一郎氏の研究への情熱は、1949年に設立された名古屋ゴ
ム株式会社へと引き継がれました。
　1950年代、名古屋ゴムは自動車用ゴム部品の開発・生産
に力を注ぎ、自動車用の油圧ブレーキホース製造で国内初
のJIS認定工場となりました。また従来は硬質ゴム製であっ

たハンドルの樹脂化に挑戦。1954年には射出成形加工に
よる樹脂製ハンドルがFA型トラックで採用となり、続いてト
ヨペット・クラウンにも同工法による樹脂製ハンドルが搭載
されました。 
　1960年代以降、国内自動車産業の発展とともに、名古屋
ゴムは事業を拡大。1967年には射出成形による樹脂部品
を生産する稲沢工場を新設、その後も尾張エリアを中心に
生産拠点を拡充。1973年には現在の豊田合成株式会社に
社名変更をしました。 

研究・開発に尽力しグローバル企業へと成長 
　トヨタグループの一員として、当社が開発・生産する自動
車用のゴム・樹脂部品は1980年代以降さらに多分野へと
広がりました。
　当社は高分子メーカーとして開発型の企業を目指し、
1995年には北島技術センター、2009年には美和技術セン
ターを設立し、開発力を強化してきました。
　また、異業種分野にも目を向け、自動車部品事業で培わ

れた薄膜形成技術に基づき、1986年からは開発が困難と
されていた青色LEDの研究に挑戦し、1995年に量産化を
達成しました。 
　一方、1980年代末まで海外市場では台湾、北米の4社体
制でしたが1990年代に海外進出を加速。北米、アジアに続
き、豪州、欧州、中南米、アフリカにも展開し、今では国内外
60社へと拡大しグローバル企業へと成長しています。 

2010
軽量オープニングトリム
ウェザストリップ

2017
大型ラジエータグリル

2019
樹脂ターボダクト／
バッテリーケース

1950
ウェザストリップ

1961
ピストンカップ

1954
樹脂射出ハンドル

2008
樹脂フューエルフィラー
パイプ

2003
ミリ波レーダ対応
エンブレム1998

カーテンエアバッグ

2013
豊田合成東日本（株）設立

2013
GDBRインダストリア
コメルシオ（有）設立

1989
TGミズーリ（株）設立

1999
豊田合成
ノースアメリカ（株）設立

1995
北島技術センター設立

2000
豊田合成ヨーロッパ（株）設立

2001
豊田合成アジア（株）設立

2006
豊田合成（上海）
管理（有）設立

1949
トヨタ自動車工業の
ゴム部門を母体に
「名古屋ゴム（株）」設立

2008
豊田合成
ミンダインディア（株）設立

2009
美和技術センター設立

1977
米国事務所設立
（イリノイ州）

1957
春日工場稼働

1967
稲沢工場稼働

1973
「豊田合成（株）」に改称

1976
森町工場稼働

1980
本社を現所在地
（愛知県清須市）に移転

1982
尾西工場稼働

1953
ブレーキホース

1977
等速ジョイントブーツ

1982
遮音性ガラスラン

インストルメントパネル
1974

1989
運転席用エアバッグ

1997
ゴムリサイクル技術

1982
樹脂フューエル
フィラーキャップ

世界
初

世界
初

世界
初

世界
初

2010
GaNパワー
半導体の
研究開始

2019
e-Rubberを用いた心臓手術
シミュレータ「SupeR BEAT」を
EBM社と開発

2007
e-Rubberの
研究開始

1991
青色LED開発の
成功認定

世界初！青色LEDの開発 
優れた省エネ性能により環境にやさしい光源と
して応用分野が広がるLED。LED製品の実現を
可能にしたのが、1990年代の青色LEDの実用
化である。1986年、豊田合成は名古屋大学工学
部の赤﨑勇教授の指導と豊田中央研究所の協
力を受けて、窒化ガリウム（GaN）をベースとし
た青色LEDの開発に着手、1991年に成功認定
を受けた。不可能とされた青色LEDの開発。世
界初となる挑戦は不安と苦労の連続だった。

樹脂射出ハンドルへの挑戦
1952年、主要顧客であるトヨタ自動車工業の提言を受
け、当社は米国ワットソン・スチルマン社製48オンス射
出成形機を導入。トヨタ自動車工業からの資金援助を
得てもなお過大な投資となる射出成形の導入を危ぶむ
声もある中、社運をかけて取り組み、設備の稼働に成
功。「自動車部品の樹脂化時代」の幕開けとなった。

1986
青色LEDの研究開始

射出成型機

豊田自動織機
製作所 
ゴム研究部門

世界
初

エアバッグ開発への挑戦 
国内エアバッグでトップシェアを誇
る豊田合成。ハンドルを製造してい
る流れでエアバッグを手掛けるよう
になった、と思われがちだが、実際
にはトヨタ自動車初のエアバッグと
いう新たな商権をめぐり、「いち早く
エアバッグを開発すべきだ！」とい
う危機感から、熾烈な開発競争に果
敢にチャレンジした結果である。

樹脂ターボダクト／
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事業の進化と価値創造の歴史／私たちの競争優位性

2022
CNF強化
プラスチック

2023
小型ワイヤレス
充電ホルダ

2020
超大型スピンドル
グリル

高圧水素タンク

2023
発光機能つきミリ波
エンブレム

2023
トップコートレス 
ホットスタンプグリル

高圧水素タンク高圧水素タンク

2020
UV-C（深紫外線）
LEDを用いた
UV-C空間除菌装置を
販売開始
新型コロナウイルス不活化に
対するUV-C（深紫外線）LEDの
高い有効性を確認

UV-C空間除菌装置を

2021
スマート
インソール

2021
UV-C高速表面
除菌装置

2022
次世代パワー半導体向け
「GaN基板の大口径化」
に成功

2023
スマホ用ワイヤレス
給電レシーバー

2021
斜突対応の運転席
エアバッグ／歩行者
保護エアバッグ

2014
豊田合成
イラプアトメキシコ（株）設立

2018
（株）豊田合成インドネシア
設立

2019
湖北豊田合成
正奥橡塑密封科技（有）設立

2020
いなべ工場稼働

2023
豊田合成テクニカルセンター
インディア

私たちの競争優位性

2020

安心・安全、快適、脱炭素を軸に未来へ貢献
2010年代 ～ 未来

　2010年代になると、地球温暖化対策、持続可能な社会の
実現など、企業が抱える新たな課題も生まれました。自動車
市場ではBEVなど石油燃料に頼らないクルマが将来の主
役になると予想され、大きな変革を迫られています。 
当社では高分子技術を活用し、FCEV用の高圧水素タンク

を開発。2020年に量産が始まったトヨタ自動車の2代目
MIRAIにはトヨタ自動車と共同で開発した同タンクが採用
されています。またBEV化への対応として、車両構造の変化
に対応したエアバッグ・シートベルトの最適提案により、交通

死亡事故の低減に貢献するほか、高分子の技術でクルマの
デザインやつくりを刷新し、新しいモビリティを実現していき
ます。さらに、高分子材料の知見を活かして高機能材料の開
発やリサイクルを推進し、自社内だけでなく、開発した材料・
技術の社外販売など事業化を通じて、脱炭素・循環型社会実
現への貢献を目指します。
　当社は今後も高分子技術を活用し、「安心・安全」「快適」「脱
炭素」の3領域を軸に社会に価値を提供し続けていきます。 

当社の源流であるトヨタ自動車創業者の豊田喜一郎氏が設立したゴム研究部門から脈 と々続く
基礎研究の基盤を活かして、 お客様や時代のニーズに先回りした材料・工法を創造し、競争優位性を高めています。 

製品に優位性をもたらす「材料」「工法技術」「金型技術」

16カ国/地域・グループ60社による
ネットワークを活かした
バリューチェーン 
世界戦略車（グローバルカー）の参入をきっ
かけに、約20年で40社以上のグループ会
社を設立。グローバルネットワークを活か
し、お客様のニーズや政情に鑑みた最適な
生産体制で確かな技術と品質をタイムリー
にお届けします。 

開発・設計
海外現地と本社の

技術・開発・生産技術との
細やかな連携により
スピーディな車両開発を

サポート

調達
グローバルで2,000社以上の
サプライヤー（Tier1）との

連携より、地政学リスクの中でも
安定的な部材調達を実現

販売
世界各国のお客様の
ニーズに応えられるよう
地域ごとに営業体制を整備

e-Rubber

LED製品
(パッケージ)

GaNパワー
半導体製品

ͦͷଞ

混練技術 変性・
改質・重合

めっき・塗装・
皮膜設計

配合設計

●ハンドル　●各種エアバッグ

セーϑティγεテϜ੡඼

●樹脂フューエルフィラーパイプ
●樹脂ターボダクト
●ブレーキホース

ೳ෦඼ػ

●ラジエータグリル
●インストルメントパネル・
   構成製品

಺֎૷෦඼

●オープニングトリム／
  ウェザストリップ
●ドアガラスラン

΢Σβετリοϓ੡඼

ゴム・樹脂材料
表面加工

カーテンエアバッグ 青色LED 樹脂フューエルフィラーパイプミリ波レーダ対応エンブレム 軽量オープニングトリム

当社の社是である「限りない創造 社会への奉仕」のもと、約70年の歴史の中で
安全・環境など時代のニーズをいち早く捉え製品開発に成功してきた幾つもの経験が、
TG Spritに掲げている「チャレンジ」精神の基盤となっています。先人から受け継がれてきたマインドを大切に、
社会課題への挑戦を通して企業のさらなる進化を続けていきます。

革新的な製品

新規事業開発の経験

ゴム・樹脂分野の知見

グローバルネットワーク

生産
4つの地域（日本、米州、

アジア、欧州・アフリカ）による
生産バックアップ・

応受援体制の基盤構築

2021
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事業の進化と価値創造の歴史／私たちの競争優位性

2022
CNF強化
プラスチック

2023
小型ワイヤレス
充電ホルダ

2020
超大型スピンドル
グリル

高圧水素タンク

2023
発光機能つきミリ波
エンブレム

2023
トップコートレス 
ホットスタンプグリル

2020
UV-C（深紫外線）
LEDを用いた
UV-C空間除菌装置を
販売開始
新型コロナウイルス不活化に
対するUV-C（深紫外線）LEDの
高い有効性を確認

2021
スマート
インソール

2021
UV-C高速表面
除菌装置

2022
次世代パワー半導体向け
「GaN基板の大口径化」
に成功

2023
スマホ用ワイヤレス
給電レシーバー

2021
斜突対応の運転席
エアバッグ／歩行者
保護エアバッグ

2014
豊田合成
イラプアトメキシコ（株）設立

2018
（株）豊田合成インドネシア
設立

2019
湖北豊田合成
正奥橡塑密封科技（有）設立

2020
いなべ工場稼働

2023
豊田合成テクニカルセンター
インディア

私たちの競争優位性

2020

安心・安全、快適、脱炭素を軸に未来へ貢献
2010年代 ～ 未来

　2010年代になると、地球温暖化対策、持続可能な社会の
実現など、企業が抱える新たな課題も生まれました。自動車
市場ではBEVなど石油燃料に頼らないクルマが将来の主
役になると予想され、大きな変革を迫られています。 
当社では高分子技術を活用し、FCEV用の高圧水素タンク

を開発。2020年に量産が始まったトヨタ自動車の2代目
MIRAIにはトヨタ自動車と共同で開発した同タンクが採用
されています。またBEV化への対応として、車両構造の変化
に対応したエアバッグ・シートベルトの最適提案により、交通

死亡事故の低減に貢献するほか、高分子の技術でクルマの
デザインやつくりを刷新し、新しいモビリティを実現していき
ます。さらに、高分子材料の知見を活かして高機能材料の開
発やリサイクルを推進し、自社内だけでなく、開発した材料・
技術の社外販売など事業化を通じて、脱炭素・循環型社会実
現への貢献を目指します。
　当社は今後も高分子技術を活用し、「安心・安全」「快適」「脱
炭素」の3領域を軸に社会に価値を提供し続けていきます。 

当社の源流であるトヨタ自動車創業者の豊田喜一郎氏が設立したゴム研究部門から脈 と々続く
基礎研究の基盤を活かして、 お客様や時代のニーズに先回りした材料・工法を創造し、競争優位性を高めています。 

製品に優位性をもたらす「材料」「工法技術」「金型技術」

16カ国/地域・グループ60社による
ネットワークを活かした
バリューチェーン 
世界戦略車（グローバルカー）の参入をきっ
かけに、約20年で40社以上のグループ会
社を設立。グローバルネットワークを活か
し、お客様のニーズや政情に鑑みた最適な
生産体制で確かな技術と品質をタイムリー
にお届けします。 

開発・設計
海外現地と本社の

技術・開発・生産技術との
細やかな連携により
スピーディな車両開発を

サポート

調達
グローバルで2,000社以上の
サプライヤー（Tier1）との

連携より、地政学リスクの中でも
安定的な部材調達を実現

販売
世界各国のお客様の
ニーズに応えられるよう
地域ごとに営業体制を整備

e-Rubber

LED製品
(パッケージ)

GaNパワー
半導体製品

ͦͷଞ

混練技術 変性・
改質・重合

めっき・塗装・
皮膜設計

配合設計

●ハンドル　●各種エアバッグ

セーϑティγεテϜ੡඼

●樹脂フューエルフィラーパイプ
●樹脂ターボダクト
●ブレーキホース

ೳ෦඼ػ

●ラジエータグリル
●インストルメントパネル・
   構成製品

಺֎૷෦඼

●オープニングトリム／
  ウェザストリップ
●ドアガラスラン

΢Σβετリοϓ੡඼

ゴム・樹脂材料
表面加工

カーテンエアバッグ 青色LED 樹脂フューエルフィラーパイプミリ波レーダ対応エンブレム 軽量オープニングトリム

●ハンドル　

当社の社是である「限りない創造 社会への奉仕」のもと、約70年の歴史の中で
安全・環境など時代のニーズをいち早く捉え製品開発に成功してきた幾つもの経験が、
TG Spritに掲げている「チャレンジ」精神の基盤となっています。先人から受け継がれてきたマインドを大切に、
社会課題への挑戦を通して企業のさらなる進化を続けていきます。

革新的な製品

新規事業開発の経験

ゴム・樹脂分野の知見

グローバルネットワーク

生産
4つの地域（日本、米州、

アジア、欧州・アフリカ）による
生産バックアップ・

応受援体制の基盤構築
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自動車部品

セーϑティγεテϜ੡඼
▶ P.28

その他

ಛػ੡඼、-&%ʗF�3VCCFS、
Τίϒϥンυ3F�4
▶ P.33

಺֎૷෦඼
▶ P.30

ೳ෦඼ػ
▶ P.31

΢Σβετリοϓ੡඼
▶ P.32

事業・製品
社会からの要請

当社からみた社会課題

ࣗಈंͷ
ٕज़ֵ৽	#&7ɾ$"4&
ͱ
҆৺ɾ̓ શͳϞϏリティ

ࣾձͷཱ྆
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Ճ଎ʹΑΔ
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Ϗδωεͷస׵
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Խࠁਂ

ਓߏޱ଄ͷ
มԽʢগߴࢠɾ ྸԽʣ

Ձ஋؍ͷมԽʗ
ಇ͖ํͷଟ༷Խ

#$1リεク

஍੓ֶリεクͷ
Γ·ߴ

人的資本
Ձ஋૑଄Λ͑ࢧΔଟ࠼ͳਓࡐ

▶ P.24

製造資本
ଟ༷ͳιリϡーγϣンΛ࣮͢ݱΔ
άローόルωοτϫーク

▶ P.24

知的資本
ϏδωεϞデルΛมֵ͠ڝ૪༏ҐΛ
ཱ֬͢ΔφϨοδɾٕज़ج൫

▶ P.24

社会・関係資本
εテークϗルμーͱͷΤンήーδϝンτ

▶ P.25

自然資本
ϙδティϒインύクτ΁ͷస͚ͨ޲ʹ׵
άローόルϚωδϝンτ

▶ P.25

財務資本
൫ج຿ࡒͳݻڧ

▶ P.25

経営基盤と競争力の源泉

あるべき姿

高分子の可能性を追求し、
より良い移動と暮らしを未来につなぐ会社

目指す姿

「安心・安全」 「快適」 「脱炭素」

提供価値

社会的価値と経済的価値を
両立させる分野に注力

基本方針

自然環境
มಈ΁ͷਝ଎ͳରԠީؾ�˔
カーϘンニϡーτϥルɺ
॥ࣾܕ؀ձ΁ͷݙߩ

株主・投資家
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従業員
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お客様
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�����҆৺ɾ҆શͳ੡඼ఏڙ
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サプライヤー
˔�αεテφϒルͰ
����ެਖ਼ɾެฏͳऔҾ
˔�૬ޓ৴པʹͮ͘ج૬ൃޓల

地域社会･官公庁
˔�҆৺ɾ҆શɾշదͳ
����ϞϏリティࣾձͷ࣮ݱ
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ステークホルダーや社会への価値提供

Business Model OutputInput Outcome

ゴム・
樹脂分野の
知見

グローバル
ネットワーク

競争優位性

サステナビリティ経営

▶ P.17

新規事業
開発の経験

▶ P.26

バリューチェーン

社是／経営理念 ▶ P.2

コーポレート・ガバナンス、リスクマネジメント、
コンプライアンス ▶ P.88

TG Spirit、誠実・活力・一体感
▶ P.3

開
発・

設計 調達

生

産

販

売

価値創造プロセス

当社グループは、社是「限りない創造 社会への奉仕」のもと、強みである、
ゴム・樹脂分野の知見、グローバルネットワーク、新規事業開発の経験などを活かし、
自動車部品を主軸とする製品の提供を通じて、社会ニーズに応えていきます。

価値創造の循環による       持続的な企業価値向上

▶ P.20マテリアリティ

中期経営計画 「2030事業計画」 ▶ P.36
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自動車部品

セーϑティγεテϜ੡඼
▶ P.28

その他
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Τίϒϥンυ3F�4
▶ P.33

಺֎૷෦඼
▶ P.30

ೳ෦඼ػ
▶ P.31

΢Σβετリοϓ੡඼
▶ P.32

事業・製品
社会からの要請

当社からみた社会課題
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▶ P.24

製造資本
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▶ P.24

社会・関係資本
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▶ P.25

自然資本
ϙδティϒインύクτ΁ͷస͚ͨ޲ʹ׵
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▶ P.25

財務資本
൫ج຿ࡒͳݻڧ

▶ P.25

経営基盤と競争力の源泉

あるべき姿

高分子の可能性を追求し、
より良い移動と暮らしを未来につなぐ会社

目指す姿

「安心・安全」 「快適」 「脱炭素」

提供価値

社会的価値と経済的価値を
両立させる分野に注力

基本方針

自然環境
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ステークホルダーや社会への価値提供

Business Model OutputInput Outcome

ゴム・
樹脂分野の
知見

グローバル
ネットワーク

競争優位性

サステナビリティ経営

▶ P.17

新規事業
開発の経験

▶ P.26

バリューチェーン

社是／経営理念 ▶ P.2

コーポレート・ガバナンス、リスクマネジメント、
コンプライアンス ▶ P.88

TG Spirit、誠実・活力・一体感
▶ P.3

開
発・

設計 調達

生

産

販

売

価値創造プロセス

当社グループは、社是「限りない創造 社会への奉仕」のもと、強みである、
ゴム・樹脂分野の知見、グローバルネットワーク、新規事業開発の経験などを活かし、
自動車部品を主軸とする製品の提供を通じて、社会ニーズに応えていきます。

価値創造の循環による       持続的な企業価値向上

▶ P.20マテリアリティ

中期経営計画 「2030事業計画」 ▶ P.36
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BEV普及による新技術・新製品の戦略的な市場投入（OEM・サプライチェーンの進化）

BEV先行市場の拡大、BEV先行OEMの躍進（市場・勢力図の変化）

FCEV市場の伸展

環境負荷の低いHEV・PHEVの需要拡大

交通事故未然防止技術の進化

燃料系部品の需要減少

利用者のクルマに対する価値観・使い方の変化（交通インフラの発達、より快適な車室空間）

新興国のインフラ強化・法規制による自動車市場拡大

生産～納入の効率化 (リアルタイムモニタ・予防保全・無人化など)

グリーンテクノロジー※、グリーントランスフォーメーション による新分野の市場拡大

カーボンプライシングの導入による競争力の変化

ゴム・樹脂材料の使いこなし、材料開発  (リサイクル材料、軽量化、材料置換、新規材料)

異常気象による大規模災害

省エネ・再エネの促進（エネルギーコスト低減、GHG排出量削減）

DE&Iの促進による思考・スキル・経験の多様化

人材ポートフォリオに基づく効率的な人的資本の活用

労務費高騰、採用難

地政学リスクや感染症・災害による生産影響、サプライチェーン分断、人的被害

部品・原材料不足・価格高騰、物流コストの上昇 

重要品質問題・リコールの発生

$"4&ʢ#&7�'$&7ʣ

৔֦େࢢ

.BB4ࢢ৔֦େ

৔มԽࢢ
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αϓϥΠνΣʔϯ

Ψόφϯε

サイバー攻撃・詐欺メール

機密情報漏洩

独占禁止法違反(談合・カルテル)

※ グリーンテクノロジー：
　 環境問題を解決、あるいは緩和するための技術・製品（例：軽量化や脱炭素に資する技術・製品など）

短期（3年以内）、
中期（2029年まで）、
長期（2030年以降）

↑：ポジティブインパクト、
↓：ネガティブインパクト

マテリアリティ（重要課題）

■ BCPリスク

■ 地政学リスクの高まり

豊田合成の重要度

ϚςϦΞϦςΟの
ಛఆ

■ 自動車の技術革新
(電動化・知能化)と
安心・安全な
モビリティ社会の両立

■ デジタル・IT化の
加速による
企業競争力の変化

■ 環境問題の深刻化

■ 気候変動と
資源不足による
ビジネスの転換
(法規制厳格化)

■ 人口構造の変化
（少子・高齢化）

■ 価値観の変化／
働き方の多様化

事
業
活
動

経
営
基
盤

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
要
度
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私たちは「限りない創造 社会への奉仕」を社是とし、当社の成長を通じて
持続可能な社会の実現に貢献し、「社会的価値」と「経済的価値」の両立を目指しています。
2030事業計画で掲げている「目指す姿」と「提供価値」の実現に向けて、変化する事業環境を考慮し、
社会予測やSDGsなどのさまざまな社会課題の中から、当社として特に貢献できる重要な分野を
「マテリアリティ」として選定し、取り組んでいます。

ϚςϦΞϦςΟީิのநग़STEP1

ϚςϦΞϦςΟಛఆのϓϩηε

社会課題、市場・社会動向、GRIスタンダード、
SDGs、他社マテリアリティなどを参考に、関
係部門より選任されたサステナビリティ推進
メンバーにて検討すべき課題を抽出（59項目）

ӦਞʹΑΔଥ౰ੑධ価STEP3ܦ

特定プロセスを含む抽出した重要課題に対し
て、社外取締役をはじめ役員、投資家への意見
聴取を行い、マテリアリティの妥当性を評価

ϚςϦΞϦςΟのಛఆSTEP4

経営会議体での審議を経て重点取り組みテー
マを選定

ϨϏϡʔSTEP5

会社方針と紐づけた取り組みのレビュー、サス
テナビリティ会議における確認・定期的なマテ
リアリティの見直しを実施

ϚςϦΞϦςΟީิのධ価ɾ෼ੳSTEP2

豊田合成の重要度(経営理念、経営資本、競争
優位性・強みとの相互作用など)、ステークホル
ダーの重要度(社会課題への貢献、ESG活動の
推進など)に基づき分析・評価
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BEV普及による新技術・新製品の戦略的な市場投入（OEM・サプライチェーンの進化）

BEV先行市場の拡大、BEV先行OEMの躍進（市場・勢力図の変化）

FCEV市場の伸展

環境負荷の低いHEV・PHEVの需要拡大

交通事故未然防止技術の進化

燃料系部品の需要減少

利用者のクルマに対する価値観・使い方の変化（交通インフラの発達、より快適な車室空間）

新興国のインフラ強化・法規制による自動車市場拡大

生産～納入の効率化 (リアルタイムモニタ・予防保全・無人化など)

グリーンテクノロジー※、グリーントランスフォーメーション による新分野の市場拡大

カーボンプライシングの導入による競争力の変化

ゴム・樹脂材料の使いこなし、材料開発  (リサイクル材料、軽量化、材料置換、新規材料)

異常気象による大規模災害

省エネ・再エネの促進（エネルギーコスト低減、GHG排出量削減）

DE&Iの促進による思考・スキル・経験の多様化

人材ポートフォリオに基づく効率的な人的資本の活用

労務費高騰、採用難

地政学リスクや感染症・災害による生産影響、サプライチェーン分断、人的被害

部品・原材料不足・価格高騰、物流コストの上昇 

重要品質問題・リコールの発生
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サイバー攻撃・詐欺メール

機密情報漏洩

独占禁止法違反(談合・カルテル)

※ グリーンテクノロジー：
　 環境問題を解決、あるいは緩和するための技術・製品（例：軽量化や脱炭素に資する技術・製品など）

短期（3年以内）、
中期（2029年まで）、
長期（2030年以降）

↑：ポジティブインパクト、
↓：ネガティブインパクト

マテリアリティ（重要課題）

■ BCPリスク

■ 地政学リスクの高まり

豊田合成の重要度

ϚςϦΞϦςΟの
ಛఆ

■ 自動車の技術革新
(電動化・知能化)と
安心・安全な
モビリティ社会の両立

■ デジタル・IT化の
加速による
企業競争力の変化

■ 環境問題の深刻化

■ 気候変動と
資源不足による
ビジネスの転換
(法規制厳格化)

■ 人口構造の変化
（少子・高齢化）

■ 価値観の変化／
働き方の多様化
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私たちは「限りない創造 社会への奉仕」を社是とし、当社の成長を通じて
持続可能な社会の実現に貢献し、「社会的価値」と「経済的価値」の両立を目指しています。
2030事業計画で掲げている「目指す姿」と「提供価値」の実現に向けて、変化する事業環境を考慮し、
社会予測やSDGsなどのさまざまな社会課題の中から、当社として特に貢献できる重要な分野を
「マテリアリティ」として選定し、取り組んでいます。

ϚςϦΞϦςΟީิのநग़STEP1

ϚςϦΞϦςΟಛఆのϓϩηε

社会課題、市場・社会動向、GRIスタンダード、
SDGs、他社マテリアリティなどを参考に、関
係部門より選任されたサステナビリティ推進
メンバーにて検討すべき課題を抽出（59項目）

ӦਞʹΑΔଥ౰ੑධ価STEP3ܦ

特定プロセスを含む抽出した重要課題に対し
て、社外取締役をはじめ役員、投資家への意見
聴取を行い、マテリアリティの妥当性を評価

ϚςϦΞϦςΟのಛఆSTEP4

経営会議体での審議を経て重点取り組みテー
マを選定

ϨϏϡʔSTEP5

会社方針と紐づけた取り組みのレビュー、サス
テナビリティ会議における確認・定期的なマテ
リアリティの見直しを実施

ϚςϦΞϦςΟީิのධ価ɾ෼ੳSTEP2

豊田合成の重要度(経営理念、経営資本、競争
優位性・強みとの相互作用など)、ステークホル
ダーの重要度(社会課題への貢献、ESG活動の
推進など)に基づき分析・評価
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● BEV先行市場・OEMへの拡販

● BEV化に向けた新製品の開発
● BEV関連売上収益比率：40%

目標設定の計算式
BEV生産台数／自動車生産台数
※S＆Pグローバル情報に基づく

● エアバッグの生産個数 ：＋1.5倍（2022年比）

● キャッシュ・アロケーションに基づく
（安心・安全、快適、脱炭素の貢献領域の拡大を目指した研究開発費や
人的投資、戦略投資を中心に資金配分）

● すべての人に安心・安全、快適を
届けるためのエアバッグ製品の開発・拡販

● 地域社会に根差した取り組み
（地域自立的経営、 センターオブエクセレンス）

●ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン

● 安全・健康経営

● サステナビリティ経営を支える品質と
   サプライチェーンの強化

● 地政学・経済的リスクへの対応

● ゴム・樹脂分野の知見を活かした
環境配慮型ビジネスの構築

● カーボンニュートラルの実現に
向けたグローバル一体活動

● 循環型社会への貢献 (Car to Car リサイクル)

● BCPのレジリエンス強化

● 内部統制の強化

● 新規事業開発の経験を活かした新規ビジネス拡大

● コーポレートベンチャーキャピタルの活用

● デジタル化推進による業務革新

●クルマの様変わりへの対応

● 交通死亡事故の低減による
安心・安全、快適なモビリティ社会の実現

● コア技術を活用した新規事業の創出

● CO2排出量削減・温室効果ガス排出量
削減による脱炭素社会の構築

● 廃棄物低減・水リスク低減による
循環型社会の構築

● 地域社会との共生

● 多様な人材の活用推進・人権尊重

● 誠実な会社としての
コーポレートガバナンス

● コンプライアンスの徹底

マテリアリティ（重要課題）

事
業
活
動

経
営
基
盤
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●スコープ１、２：カーボンニュートラル
●スコープ３：△27.5%（2019年比）

●再エネ導入率：100%

●廃棄物量（総量）【単体】：△50%（2012年比）

●廃棄物量（原単位）【海外】：△55%（2015年比）

●サイバーセキュリティ重大インシデント：0件

●重大法令違反件数：0件

● 人権に関する研修実施率：100%   ● 従業員エンゲージメント肯定率【単体】：75%
● 海外拠点のナショナルスタッフ幹部比率（副社長以上）：60%以上
● 女性管理職数（比率）【単体】：100人（8.8%）
● 中途採用者の管理職比率【単体】：30%以上   ● 重大災害発生件数：0件
● 仕入先のサステナビリティ活動実施率：100%

安心・安全・快適な
モビリティ社会の実現

イノベーション創出による
社会課題解決

脱炭素・循環型
社会の実現

多様な人材の活躍による
持続的成長

公平で透明性のある
企業統治体制
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● BEV先行市場・OEMへの拡販

● BEV化に向けた新製品の開発
● BEV関連売上収益比率：40%

目標設定の計算式
BEV生産台数／自動車生産台数
※S＆Pグローバル情報に基づく

● エアバッグの生産個数 ：＋1.5倍（2022年比）

● キャッシュ・アロケーションに基づく
（安心・安全、快適、脱炭素の貢献領域の拡大を目指した研究開発費や
人的投資、戦略投資を中心に資金配分）

● すべての人に安心・安全、快適を
届けるためのエアバッグ製品の開発・拡販

● 地域社会に根差した取り組み
（地域自立的経営、 センターオブエクセレンス）

●ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン

● 安全・健康経営

● サステナビリティ経営を支える品質と
   サプライチェーンの強化

● 地政学・経済的リスクへの対応

● ゴム・樹脂分野の知見を活かした
環境配慮型ビジネスの構築

● カーボンニュートラルの実現に
向けたグローバル一体活動

● 循環型社会への貢献 (Car to Car リサイクル)

● BCPのレジリエンス強化

● 内部統制の強化

● 新規事業開発の経験を活かした新規ビジネス拡大

● コーポレートベンチャーキャピタルの活用

● デジタル化推進による業務革新

●クルマの様変わりへの対応

● 交通死亡事故の低減による
安心・安全、快適なモビリティ社会の実現

● コア技術を活用した新規事業の創出

● CO2排出量削減・温室効果ガス排出量
削減による脱炭素社会の構築

● 廃棄物低減・水リスク低減による
循環型社会の構築

● 地域社会との共生

● 多様な人材の活用推進・人権尊重

● 誠実な会社としての
コーポレートガバナンス

● コンプライアンスの徹底

マテリアリティ（重要課題）

事
業
活
動
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●スコープ１、２：カーボンニュートラル
●スコープ３：△27.5%（2019年比）

●再エネ導入率：100%

●廃棄物量（総量）【単体】：△50%（2012年比）

●廃棄物量（原単位）【海外】：△55%（2015年比）

●サイバーセキュリティ重大インシデント：0件

●重大法令違反件数：0件

● 人権に関する研修実施率：100%   ● 従業員エンゲージメント肯定率【単体】：75%
● 海外拠点のナショナルスタッフ幹部比率（副社長以上）：60%以上
● 女性管理職数（比率）【単体】：100人（8.8%）
● 中途採用者の管理職比率【単体】：30%以上   ● 重大災害発生件数：0件
● 仕入先のサステナビリティ活動実施率：100%

安心・安全・快適な
モビリティ社会の実現

イノベーション創出による
社会課題解決

脱炭素・循環型
社会の実現

多様な人材の活躍による
持続的成長

公平で透明性のある
企業統治体制
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豊田合成の経営資本  ~75年の歴史を積み重ねて培ってきた経営資本 ~

経営資本は持続的な企業価値向上に向けた大切な源泉になります。豊田合成は経営理念に基づき価値創造の循環
を繰り返しながら経営資本を培い、先読みした事業機会やリスクへ適切なタイミングで資本を投入していきます。

企業の進化と成長を支える
ダイナミズムに満ちた
「高分子型組織」へ変革

当社は世界16カ国・地域、グループ

60社で事業展開をしています。国籍・

性別・年齢・ライフスタイルなどの異

なる多様な価値観や才能を持つ従業

員の個性やパワーを引き出し、有機的

に結合することで、新たな創造性やパ

ワーを生み出すダイナミックな「高分

子型組織」の実現を通じて、持続的な

進化と成長を目指していきます。

ゴム・樹脂分野の知見と
グローバルネットワークを活かして

世界中のお客様へ
「安心・安全」「快適」「脱炭素」

を提供

世界中のお客様のニーズにタイム

リーにお応えできるよう、各地域に密

着した営業・技術体制とグローバルで

最適な生産・納入体制を整えていま

す。加えて、75年培ってきた自社の強

みである「ゴム・樹脂の知見」を活か

し、工法や生産設備を革新的に進化

させ、モノづくり力を高めています。 

また、ICP（インターナル・カーボンプ

ライシング）を導入し、地球環境と経

済活動のバランスをふまえ、投資判断

しています。

高分子の可能性を追求し
唯一無二な

研究開発力を磨きあげ
競争優位性をさらに強化

クルマの様変わりに伴う変わりゆく未

来を見据え、社会やお客様のニーズを

先読みし、提案できる技術力を持ち合

わせていくことが重要です。研究開発

力は企業成長の源泉であり、直近3カ

年で約1,000億円の研究開発費を投

入し、高分子の可能性を追求した、新

規・既存事業の研究開発を推進して

います。IPランドスケープを活用し、新

規事業開発の意志決定の確度とス

ピードアップを図り、競争優位性をさ

らに高めています。

ステークホルダーとの
丁寧な対話による
強固な関係を構築

自動車業界は電動化や自動運転の進

展など大きな変革期を迎えています。

経営ビジョンを実現していくには、さ

まざまなステークホルダーとの円滑

な連携が重要です。当社はステークホ

ルダーと丁寧に対話を重ね、社会へ

の価値提供を通して、強固な相互信

頼関係を構築・維持し、厳しい事業環

境の中でも柔軟に適応しながら、着実

に進化し続けます。

培ってきた環境技術と知見を
活かした「気候変動」と

「資源循環」への取り組み

当社は、1993年に「第1次環境取り組

みプラン」で本格的に環境活動を開

始し、30年以上精力的に取り組んで

きました。自然資本はマテリアリティ

（重要課題）やアウトカムの根源であ

り、これまで培ってきた「環境保全の

知識・技術」と競争優位性の一つであ

る「ゴム・樹脂分野の知見」をより進化

させることで、自然資本の効率的な資

源投入と環境負荷を低減し、地球環

境・資源の保全と経済的価値の創出

の両立を目指していきます。

持続的成長と
企業価値向上を支える
健全な財務マネジメント

財務の「成長性」「安全性」「効率性」の

3つのバランスにより、持続的成長と

企業価値向上を目指します。当社の資

本コストを上回るROE10％の達成に

向け、資産効率向上の観点から当社

独自のTG-ROIC※などの新しい管理

指標を導入しました。より多面的な財

務マネジメントを実践していきます。

従業員数

38,951 名

女性管理職(単体)

39人

75.9%
海外従業員比率

中途採用者管理職比率(単体)

32.1%
従業員エンゲージメント(単体)

56.0%

35%

ナショナルスタッフ幹部比率

設備投資費

拠点数

60社（2024.6.26時点）

（2024/3期）494億円

CO2排出量削減(単体)

（2015.3期比）▲36.2%

開発・技術員(単体)

研究開発費

保有特許数

392億円

2,213人

2,529件日本

2,184件海外

大学共同研究

サプライヤー数(単体)

アナリスト・機関投資家向け
個別ミーティング

名古屋大学・大阪大学・
東北大学

600社約

129回

TG-ROIC※

15.5%（2023年度）

（2024年10月2日時点）

※TG-ROIC 営業利益
固定資産＋棚卸資産

＝

ROE

信用格付（R&I）

A+

10.6%（2024.3）

※ギガジュール（1,000,000,000J）

総物資投入量

再生可能エネルギー投入量

水資源投入量

ISO14001生産事業所取得率

100%

45,189t

98.5万m3

5.4万GJ

(環境マネジメントシステム)

総エネルギー投入量

237.4万GJ
※

人的資本 製造資本 知的資本 社会・関係資本 自然資本 財務資本

（2024/3期）

このデータは2024年3月期または3月末時点
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豊田合成の経営資本  ~75年の歴史を積み重ねて培ってきた経営資本 ~

経営資本は持続的な企業価値向上に向けた大切な源泉になります。豊田合成は経営理念に基づき価値創造の循環
を繰り返しながら経営資本を培い、先読みした事業機会やリスクへ適切なタイミングで資本を投入していきます。

企業の進化と成長を支える
ダイナミズムに満ちた
「高分子型組織」へ変革

当社は世界16カ国・地域、グループ

60社で事業展開をしています。国籍・

性別・年齢・ライフスタイルなどの異

なる多様な価値観や才能を持つ従業

員の個性やパワーを引き出し、有機的

に結合することで、新たな創造性やパ

ワーを生み出すダイナミックな「高分

子型組織」の実現を通じて、持続的な

進化と成長を目指していきます。

ゴム・樹脂分野の知見と
グローバルネットワークを活かして

世界中のお客様へ
「安心・安全」「快適」「脱炭素」

を提供

世界中のお客様のニーズにタイム

リーにお応えできるよう、各地域に密

着した営業・技術体制とグローバルで

最適な生産・納入体制を整えていま

す。加えて、75年培ってきた自社の強

みである「ゴム・樹脂の知見」を活か

し、工法や生産設備を革新的に進化

させ、モノづくり力を高めています。 

また、ICP（インターナル・カーボンプ

ライシング）を導入し、地球環境と経

済活動のバランスをふまえ、投資判断

しています。

高分子の可能性を追求し
唯一無二な

研究開発力を磨きあげ
競争優位性をさらに強化

クルマの様変わりに伴う変わりゆく未

来を見据え、社会やお客様のニーズを

先読みし、提案できる技術力を持ち合

わせていくことが重要です。研究開発

力は企業成長の源泉であり、直近3カ

年で約1,000億円の研究開発費を投

入し、高分子の可能性を追求した、新

規・既存事業の研究開発を推進して

います。IPランドスケープを活用し、新

規事業開発の意志決定の確度とス

ピードアップを図り、競争優位性をさ

らに高めています。

ステークホルダーとの
丁寧な対話による
強固な関係を構築

自動車業界は電動化や自動運転の進

展など大きな変革期を迎えています。

経営ビジョンを実現していくには、さ

まざまなステークホルダーとの円滑

な連携が重要です。当社はステークホ

ルダーと丁寧に対話を重ね、社会へ

の価値提供を通して、強固な相互信

頼関係を構築・維持し、厳しい事業環

境の中でも柔軟に適応しながら、着実

に進化し続けます。

培ってきた環境技術と知見を
活かした「気候変動」と

「資源循環」への取り組み

当社は、1993年に「第1次環境取り組

みプラン」で本格的に環境活動を開

始し、30年以上精力的に取り組んで

きました。自然資本はマテリアリティ

（重要課題）やアウトカムの根源であ

り、これまで培ってきた「環境保全の

知識・技術」と競争優位性の一つであ

る「ゴム・樹脂分野の知見」をより進化

させることで、自然資本の効率的な資

源投入と環境負荷を低減し、地球環

境・資源の保全と経済的価値の創出

の両立を目指していきます。

持続的成長と
企業価値向上を支える
健全な財務マネジメント

財務の「成長性」「安全性」「効率性」の

3つのバランスにより、持続的成長と

企業価値向上を目指します。当社の資

本コストを上回るROE10％の達成に

向け、資産効率向上の観点から当社

独自のTG-ROIC※などの新しい管理

指標を導入しました。より多面的な財

務マネジメントを実践していきます。

従業員数

38,951 名

女性管理職(単体)

39人

75.9%
海外従業員比率

中途採用者管理職比率(単体)

32.1%
従業員エンゲージメント(単体)

56.0%

35%

ナショナルスタッフ幹部比率

設備投資費

拠点数

60社（2024.6.26時点）

（2024/3期）494億円

CO2排出量削減(単体)

（2015.3期比）▲36.2%

開発・技術員(単体)

研究開発費

保有特許数

392億円

2,213人

2,529件日本

2,184件海外

大学共同研究

サプライヤー数(単体)

アナリスト・機関投資家向け
個別ミーティング

名古屋大学・大阪大学・
東北大学

600社約

129回

TG-ROIC※

15.5%（2023年度）

（2024年10月2日時点）

※TG-ROIC 営業利益
固定資産＋棚卸資産

＝

ROE

信用格付（R&I）

A+

10.6%（2024.3）

※ギガジュール（1,000,000,000J）

総物資投入量

再生可能エネルギー投入量

水資源投入量

ISO14001生産事業所取得率

100%

45,189t

98.5万m3

5.4万GJ

(環境マネジメントシステム)

総エネルギー投入量

237.4万GJ
※

人的資本 製造資本 知的資本 社会・関係資本 自然資本 財務資本

（2024/3期）

このデータは2024年3月期または3月末時点
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事業概況サステナビリティマネジメント

私たちは、1949年の設立以来、合成ゴムや合成樹脂およびその配合技術をベースに、開発・設計、調達、生産、販売に
関わるさまざまなステークホルダーの皆さまと連携しながら、機能および品質の高い製品・サービスを提供しています。

各種エアバッグ

ハンドル
（エアバッグ内蔵）

ポップアップフード
アクチュエータ

インストルメントパネル・構成部品 ラジエータグリル

コンソールボックス 発光エンブレム

樹脂フューエル
フィラーパイプ

樹脂ターボ
ダクト

ブレーキ
ホース

高圧水素
タンクオイルポンプ

4

ドアガラス
ラン

オープニング
トリムウェザ
ストリップ

空気清浄機（特機製品）UV-C LEDパッケージ

e-Rubber製品

セーフティシステム製品
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ライフソリューション
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中長期 目指す姿

中長期事業計画

サステナビリティ重要課題への取り組み

経営

サステナビリティ
活動成果の反映

執行 ステークホルダー

各
機
能
・
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門 評価・モニタリング

改善・修正

実行・推進

年度計画
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サステナビリティ活動の基本的な考え方

推進体制

サステナビリティ会議
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事業概況サステナビリティマネジメント

私たちは、1949年の設立以来、合成ゴムや合成樹脂およびその配合技術をベースに、開発・設計、調達、生産、販売に
関わるさまざまなステークホルダーの皆さまと連携しながら、機能および品質の高い製品・サービスを提供しています。

各種エアバッグ

ハンドル
（エアバッグ内蔵）

ポップアップフード
アクチュエータ

インストルメントパネル・構成部品 ラジエータグリル

コンソールボックス 発光エンブレム

樹脂フューエル
フィラーパイプ

樹脂ターボ
ダクト

ブレーキ
ホース

高圧水素
タンクオイルポンプ

樹脂ターボ

4

ドアガラス
ラン

オープニング
トリムウェザ
ストリップ

空気清浄機（特機製品）UV-C LEDパッケージ

e-Rubber製品

セーフティシステム製品
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機能部品
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ウェザストリップ製品
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https://www.toyoda-gosei.co.jp/seihin/safety/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/seihin/naigaisou/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/seihin/kinou/
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　将来のアセスメントの厳格化や自動運転の拡大を見据

え、多様な事故形態、乗員体格に対応するためにシート

ベルトとエアバッグを高機能化し、最適に組み合わせた

乗員保護システムの開発を推進しております。また車室

内意匠の自由度を向上させ、自動運転時などの乗車姿勢

の多様化に対応するラップエアバッグなど、新コンセプト

の乗員保護製品の開発も推進しております。
ϥοϓΤアόοά

シートベルトに
組み込まれた
バッグが膨張し
乗員を保護

新製品開発

　従来の取り組みに加え、他社との競争に打ち勝ち、セーフティシステム総合サプライヤーへと成長するために、パート

ナーである専門メーカーとさまざまな協業活動を行いパートナーシップを強化しています。

エアバッグとシートベルトのセット開発
　2023年11月にはシートベルトメーカーである芦森工業への出資比率を高め、資本業務提携の強化を開始していま

す。具体的には両社の技術・ノウハウを相互補完しエアバッグとシートベルトをセットでお客様へ提案し、システム開発の

可能性を認知していただき、先行開発への参画を通じ受注拡

大へつなげることができました。さらには、豊田合成の得意と

するTPSの考えを芦森工業へ導入し、生産性の向上、工程の

統廃合による省スペース化など効率的なモノづくりを推進し

ております。 ’25年夏頃には一部エアバッグの生産委託を開

始する計画です。このような取り組みにより開発・設計、販売、

調達、および生産におけるシナジー効果の最大化を図ってい

きます。

インフレータの競争力強化
　エアバッグの基幹部品であるインフレータにおいては専門メーカーのダイセルと日本化薬と当社の成長戦略・受注戦

略を共有し、インド・アセアンといったグローバルでねらう地域、伸びる地域で現調化の推進、一体となったモノづくり活

動による製品の競争力強化に取り組んでおります。

　ダイセルとは“TGDプロジェクト（TG=豊田合成、D＝ダイセル）”を発足させ、新たなインフレータ製造ラインをダイセ

ル播磨工場で立ち上げました。両社の強みであるモノづくり

力を活かし設備投資額の約50%削減、省人、製造スピード短

縮による生産性向上を達成し、原価低減および高品質の両立

を実現しました。

　また、当社の安田洋（取締役副社長 兼 COO 兼 CMO）の

ダイセルのアドバイザー就任を機に協業を強化し、新規事業

を含めた幅広い領域で協業を図り、両社の発展につなげてい

きます。

　今後もグローバルで安全部品の普及を通じて安心・安全な

モビリティ社会の実現に貢献していきます。

協力メーカーとの関係強化

౰ࣾܦӦ૚ʹΑΔ5(%ϥイン࡯ࢹ

Τアόοάͱγーτϕルτͷセοτ։ൃ

衝突前 衝突時

2030事業計画に向けた取り組みと進捗状況

セーフティシステム製品

■ 多様な事故形態に対応した製品開発

■ グローバルで拡大する市場に対応する
開発・生産体制整備

■ モビリティの様変わりに対応した製品開発

課題
■ 世界トップクラスのCAE技術※を用いた製品開発
■ 拡大する地域を網羅した開発・生産拠点
■ エアバッグに周辺部品を加えたシステム提案力
※機械設計のプロセスにおける、コンピュータを利用した解析技術

強み

2023年度の重点取り組み

　既存製品の確実な受注に加え、高機能ハンドルやファーサイドエアバッグなど、近年開発してきた製品が高く評価さ

れ、欧米系顧客への新規拡販につながりました。

グローバル生産体制強化

　成長地域であるインドではR&D拠点を移転・拡張し現地開発力を強化しました。また自動車生産の拡大に対応するた

め北部はニムラナ工場を拡大、南部は2026年にハロハリで工場を新設する予定です。

　ブラジルでもセーフティシステム製品の販売拡大に対応するため生産能力を強化するべく工場を拡張し、エアバッグ

やハンドル用生産設備の導入を進めており、2025年7月の稼働を予定しております。

インυ�ニϜϥφ工場	b��೥Քಇ
豊田合成テクニカルセンターインディア
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　将来のアセスメントの厳格化や自動運転の拡大を見据

え、多様な事故形態、乗員体格に対応するためにシート

ベルトとエアバッグを高機能化し、最適に組み合わせた

乗員保護システムの開発を推進しております。また車室

内意匠の自由度を向上させ、自動運転時などの乗車姿勢

の多様化に対応するラップエアバッグなど、新コンセプト

の乗員保護製品の開発も推進しております。
ラップエアバッグ

シートベルトに
組み込まれた
バッグが膨張し
乗員を保護

新製品開発

　従来の取り組みに加え、他社との競争に打ち勝ち、セーフティシステム総合サプライヤーへと成長するために、パート

ナーである専門メーカーとさまざまな協業活動を行いパートナーシップを強化しています。

エアバッグとシートベルトのセット開発
　2023年11月にはシートベルトメーカーである芦森工業への出資比率を高め、資本業務提携の強化を開始していま

す。具体的には両社の技術・ノウハウを相互補完しエアバッグとシートベルトをセットでお客様へ提案し、システム開発の

可能性を認知していただき、先行開発への参画を通じ受注拡

大へつなげることができました。さらには、豊田合成の得意と

するTPSの考えを芦森工業へ導入し、生産性の向上、工程の

統廃合による省スペース化など効率的なモノづくりを推進し

ております。 ’25年夏頃には一部エアバッグの生産委託を開

始する計画です。このような取り組みにより開発・設計、販売、

調達、および生産におけるシナジー効果の最大化を図ってい

きます。

インフレータの競争力強化
　エアバッグの基幹部品であるインフレータにおいては専門メーカーのダイセルと日本化薬と当社の成長戦略・受注戦

略を共有し、インド・アセアンといったグローバルでねらう地域、伸びる地域で現調化の推進、一体となったモノづくり活

動による製品の競争力強化に取り組んでおります。

　ダイセルとは“TGDプロジェクト（TG=豊田合成、D＝ダイセル）”を発足させ、新たなインフレータ製造ラインをダイセ

ル播磨工場で立ち上げました。両社の強みであるモノづくり

力を活かし設備投資額の約50%削減、省人、製造スピード短

縮による生産性向上を達成し、原価低減および高品質の両立

を実現しました。

　また、当社の安田洋（取締役副社長 兼 COO 兼 CMO）の

ダイセルのアドバイザー就任を機に協業を強化し、新規事業

を含めた幅広い領域で協業を図り、両社の発展につなげてい

きます。

　今後もグローバルで安全部品の普及を通じて安心・安全な

モビリティ社会の実現に貢献していきます。

協力メーカーとの関係強化

当社経営層によるTGDライン視察

エアバッグとシートベルトのセット開発

衝突前 衝突時

2030事業計画に向けた取り組みと進捗状況

セーフティシステム製品

■ 多様な事故形態に対応した製品開発

■ グローバルで拡大する市場に対応する
開発・生産体制整備

■ モビリティの様変わりに対応した製品開発

課題
■ 世界トップクラスのCAE技術※を用いた製品開発
■ 拡大する地域を網羅した開発・生産拠点
■ エアバッグに周辺部品を加えたシステム提案力
※機械設計のプロセスにおける、コンピュータを利用した解析技術

強み

2023年度の重点取り組み

　既存製品の確実な受注に加え、高機能ハンドルやファーサイドエアバッグなど、近年開発してきた製品が高く評価さ

れ、欧米系顧客への新規拡販につながりました。

グローバル生産体制強化

　成長地域であるインドではR&D拠点を移転・拡張し現地開発力を強化しました。また自動車生産の拡大に対応するた

め北部はニムラナ工場を拡大、南部は2026年にハロハリで工場を新設する予定です。

　ブラジルでもセーフティシステム製品の販売拡大に対応するため生産能力を強化するべく工場を拡張し、エアバッグ

やハンドル用生産設備の導入を進めており、2025年7月の稼働を予定しております。

インド ニムラナ工場(‘24年稼働)豊田合成テクニカルセンターインディア
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■ BEV低CO2排出製品の開発
（天然由来材料、マテリアルリサイクル適用、軽量化など） 

■ BEV向け製品開発、燃料系製品開発
（CN燃料・E-fuel対応 なども含む）とともに、
生産リソーセスの確保

課題
■ ゴム、樹脂分野の知見を活かした環境に配慮した
製品開発

■ 重要保安部品を高品質で生産する技術・モノづくり

■ グローバルな供給体制

強み

　OEMのマルチパスウェイ戦略を支えるために、全方位戦略を推進しています。

　ガソリン車・HEV・PHEV向けでは、今後、自動車のタンクなどから蒸発する燃料を規制する燃料蒸発ガス（エバポ）規

制が強化される地域に対応した燃料系製品を拡販。

　BEV向けでは、普及に合わせたビジネス拡大のために、バッテリーなどの熱制御に関わる製品や要素技術開発へリ

ソーセスを投入。

　FCEV向けでは、貯蔵効率の向上技術を活用した高圧水素タンクがクラウンセダンに搭載。

　この他にも、高圧水素タンクは船舶やポータブル水素カートリッジにも採用されており、各種モビリティや暮らしの幅

広い分野における水素利用のニーズに応じたタンクの提供を通じて、今後も水素社会の実現に貢献していきます。

機能部品

2023年度の重点取り組み

乗用車向け

商用車向け（大型）

各種モビリティなど高圧水素タンク

搭載ニーズに応じた
サイズバリエーション展開

＜参考：水素社会の実現に向けた､水素タンク適用拡大のイメージ＞

〈ポータブル水素カートリッジ（提供：トヨタ自動車）〉

国内向け 欧州向け （写真：MOTENA・Sea社HPから引用）

水素タンクが搭載された旅客船「HANARIA」

LED陰影イルミネーション 発光機能付きミリ波レーダー
対応エンブレム

■ 意匠・機能とエンドユーザーのニーズの先取りと
顧客動向を見据えた商品 開発､生産技術開発

■ ダントツモノづくり（自動化、生産技術開発）による
コスト低減、生産性向上 

■ カーボンニュートラルに対応したリサイクル材開発・
材料生産設備拡充

課題
■ 加飾バリエーション､電磁波透過製品と、機構製品を
高品質で実現する開発・製品設計・生産技術力 

■ 主要工法(成形､塗装など)に対する最新の生産技術を
有する工場

■ ホットスタンプ、型内塗装など新しい加飾技術の
製品具現化

強み

　BEVらしい車室内空間の実現と内装デザインの多様化に寄与するLED陰影イルミネーションを開発しました。 また、

先進的な機能とデザインを融合させた製品として、ミリ波レーダー透過機能と発光機能を併せ持つエンブレムを世界初

で開発し、 受注につなげました。

　また、重点地域である米州において、主力製品であるラジエータグリルやバックドアガーニッシュといった大型塗装品

において、 HEVやBEVなど多様な車両の進展を見据え、高機能かつお客様のデザインニーズに応える幅広いバリエー

ションの製品を供給できるよう、 米国の子会社であるTGミズーリ株式会社とTGケンタッキー有限責任会社の生産能力

を強化しています。

　米州においては開発・生産体制をさらに拡大していく予定です。 日本では瀬戸工場を拡張し、生産能力の強化に加え、

新棟のオール電化によるCO2削減にも取り組み、 環境に配慮したモノづくりを進めていきます。

内外装部品

2023年度の重点取り組み
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ
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■ 新規分野の早期事業化に向けた
技術確立加速

課題
■ LED分野、材料の知見

■ 産学官連携

強み

UV-C LED事業

　UV-Cはウイルスや細菌の遺伝子情報を破壊し増殖を抑える効果があるため各種除菌に用いられています。除菌用の

水銀ランプと比べ、UV-C LEDは水銀フリーで環境負荷が低く、小型かつ長寿命といった利点があることから、コロナ禍

で空気や物の表面などの除菌機器向けに利用が広まりました。一方で出力が小さく、浄水場など高い除菌能力が必要と

される場面では現在でも水銀ランプが使われています。

　長年培ってきた青色LEDの結晶化・設計技術を応用し、世界最高水準の光出力である1チップで200ミリワット級の光

（350ミリアンペアの電流での駆動時）を実現したUV-C LEDを開発しました。LEDの素子構造などを改良し、取り出せ

る光の量が約4倍、除菌能力が約3倍に高ま

りました。

　将来的な水銀ランプの代替も含めてUV-C 

LEDの活用領域が拡大することが期待でき、

より衛生的で安心・安全な暮らしの実現に貢

献します。

ヘルスケア事業

　日本は超高齢化社会を迎えようとしており、人々の健康寿命延伸に向けた「未病、予防、予後」のデジタルヘルスケア技

術開発が求められています。特に高齢者の要介護予兆となる虚弱状態の早期発見には大きな意義があります。

　ゴム製の圧力センサ（e-Rubber）を内蔵した靴の中敷きを用い、高齢者の歩行時の重心同様データを計測することが

でき、これらのデータをAI処理することで未病状態を検知する開発を進めています。本開発では内閣府のムーンショット

型研究開発事業に参画し、共同推進者である

大学医学部との医工連携により、データ収集や

解析の精度を上げる取り組みを実施していま

す。また、大規模商業施設や自治体とタイアッ

プして一般の方々との実証試験を行っており、

社会実装に向けた活動を加速しています。

2023年度の重点取り組み

左：e-Rubberインソール
右：商業施設での実証試験の様子
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詳しくはこちら ▶　https://www.toyoda-gosei.co.jp/seihin/safety/

■ CO2排出量が多くリサイクルが難しいゴム材料を
使いながらも、持続可能なシール製品事業の確立

■ 電動化により高まる静粛性ニーズへの対応と
製品低コスト化の両立

課題
■ ゴム脱硫再生技術

■ ゴム・樹脂分野の知見を活かした静粛性向上に
寄与する製品開発力および評価技術力

強み

2023年度の重点取り組み

＜当社のゴムのリサイクル技術＞

オープニングトリムWS

ゴムに弾性などを持たせる分子結合を解くために、最適な圧力と
熱を加えることで、「短時間」で「高品質」なゴムの再生を実現

冷却
再生ゴム

原材料の一部に活用

強みを活かした取り組み

　豊田合成が、自動車部品メーカーとして環境に配慮した持続可能な事業展開を目指している中で、WS事業としてもゴ

ム脱硫再生技術を活かし、ゴム再生事業に積極的に取り組んでいます。

　すでにウェザーストリップやホースなどの自社製品に再生ゴムを使用しており、今年は再生材の添加量アップに向けた

技術開発・製品開発も完了しています。こうした取り組みが評価され2023年度はオープニングトリムWSが超モノづくり

部品大賞のモビリティ関連部品賞を受賞しました。

　今後は、より高品質な再生ゴムの開発・製造を行い、再生ゴムの用途拡大を図っていきます。

　また、WS事業は歴史のあるゴム・樹脂分野の知見を活かし、静粛性技術の開発にも力を入れています。ドアや窓まわり

をシールする製品を改良することで、外部騒音を遮断し車内の静粛性を向上させることに寄与しています。

　さらに2023年度は、静粛性を維持しながら部品の軽量化を実現する技術開発も進めています。これにより、燃費向上

と走行性能の改善を両立していきます。

　豊田合成はこうした静粛性技術、軽量化技術により、快適な移動環境の創出に貢献していきます。

ライフソリューションウェザストリップ製品

廃ゴム スクリューで
ゴムに圧力と熱を与える

粉化 脱硫 脱臭

水の注入
脱気
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エシカルブランド
「Re-S（リーズ）」

*OTUBHSBN 9 -*/&

● エシカルブランド「Re-S（リーズ）」についてはこちらから

Φンϥイン
γϣοϓ

　豊田合成株式会社は、持続可能な社会の実現
に向けたSDGs経営の取り組みの一環として、材
料調達から廃棄までの一連の生産活動における
環境負荷低減を進めており、リサイクルの難し
かったエアバッグの生地などをエシカルブランド
「Re-S（リーズ）」の商品として加工・販売すること
で、廃棄物のさらなる低減を図っています。
　2018年に始まった社内の「もったいない活動」
をきっかけに、産業廃棄物として捨てられるはず
だった素材をアップサイクルした商品を展開する
ブランドとして、2020年9月に「Re-S（リーズ）」は
誕生しました。ブランド名である「Re-S（リーズ）」
には、「Re-use」や「Re-born」の「Re-」を複数掛
け合わせ、Sustainability（サステナビリティ）を
高めるという思いが込められています。

　 「Re-S（リーズ）」は、捨てられる自動車部品素
材を活用したアップサイクル商品の生産、販売を
通じて、環境負荷の低減と資源の有効活用を進め
ており、具体的には強度に優れた、エアバッグの生
地を用いた、長く活用できるトートバッグなどの
商品を展開しています。
　また、「Re-S（リーズ）」は多様なコラボレーショ
ンも積極的に進めています。アパレルブランドや障
がい者施設、大学、エンターテインメント業界（お
笑い芸人）とのコラボ商品や、プロ野球チームとの
商品企画・販売・イベントなどを通じて、地域産業
の活性化にも貢献しています。

　加えて、素材調達～商品企画～販売にいたるま
での大半を社員で企画・運営しており、新たなノウ
ハウ・経験値の獲得も同時に進めております。
　スタートから4年経ち、環境負荷低減を目指す
プロジェクトは、人や地域社会にも配慮する活動
への進化を目指しており、名古屋の円頓寺本町商
店街に店舗を構え、お客様とのコミュニケーショ
ンを大切にしながら、ブランドの認知向上を図っ
ております。
　今後も「Re-S（リーズ）」は、社会的価値と経済
的価値の両立を目指し、企業価値のさらなる向上
を進めていきます。
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エシカルブランド
「Re-S（リーズ）」

*OTUBHSBN 9 -*/&

● エシカルブランド「Re-S（リーズ）」についてはこちらから

Φンϥイン
γϣοϓ

　豊田合成株式会社は、持続可能な社会の実現
に向けたSDGs経営の取り組みの一環として、材
料調達から廃棄までの一連の生産活動における
環境負荷低減を進めており、リサイクルの難し
かったエアバッグの生地などをエシカルブランド
「Re-S（リーズ）」の商品として加工・販売すること
で、廃棄物のさらなる低減を図っています。
　2018年に始まった社内の「もったいない活動」
をきっかけに、産業廃棄物として捨てられるはず
だった素材をアップサイクルした商品を展開する
ブランドとして、2020年9月に「Re-S（リーズ）」は
誕生しました。ブランド名である「Re-S（リーズ）」
には、「Re-use」や「Re-born」の「Re-」を複数掛
け合わせ、Sustainability（サステナビリティ）を
高めるという思いが込められています。

　 「Re-S（リーズ）」は、捨てられる自動車部品素
材を活用したアップサイクル商品の生産、販売を
通じて、環境負荷の低減と資源の有効活用を進め
ており、具体的には強度に優れた、エアバッグの生
地を用いた、長く活用できるトートバッグなどの
商品を展開しています。
　また、「Re-S（リーズ）」は多様なコラボレーショ
ンも積極的に進めています。アパレルブランドや障
がい者施設、大学、エンターテインメント業界（お
笑い芸人）とのコラボ商品や、プロ野球チームとの
商品企画・販売・イベントなどを通じて、地域産業
の活性化にも貢献しています。

　加えて、素材調達～商品企画～販売にいたるま
での大半を社員で企画・運営しており、新たなノウ
ハウ・経験値の獲得も同時に進めております。
　スタートから4年経ち、環境負荷低減を目指す
プロジェクトは、人や地域社会にも配慮する活動
への進化を目指しており、名古屋の円頓寺本町商
店街に店舗を構え、お客様とのコミュニケーショ
ンを大切にしながら、ブランドの認知向上を図っ
ております。
　今後も「Re-S（リーズ）」は、社会的価値と経済
的価値の両立を目指し、企業価値のさらなる向上
を進めていきます。
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成長戦略統括
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開発戦略

モノづくり戦略
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2030年度経営目標
1兆2,000億円

売上収益

1,000億円
営業利益

8％
営業利益率

10％
ROE

● 社会的価値と経済的価値を
　両立させる分野に注力
（事業ポートフォリオの組み換え）

基本方針

● 重点事業・地域・顧客での成長に向けた構造改革
　（セーフティシステム・内外装・材料事業、北米・インド・中国の現地カーメーカーへの拡販）
● グローバル成長を加速する戦略的アライアンス、開発・知財の戦略的強化
● 人と組織が有機的に結合した高分子型組織による経営革新

重点施策

高分子の可能性を追求し、より良い移動と暮らしを未来につなぐ会社高分子の可能性を追求し、より良い移動と暮らしを未来につなぐ会社

高分子材料の
新規事業化による

脱炭素

内外装部品を
土台とした

快適

セーフティ
システムを軸とした

安心・安全

提供価値

目指す姿

　

 「2030事業計画」は、「⾼分⼦の可能性を追求し、より良
い移動と暮らしを未来につなぐ会社」を⽬指す姿として
掲げており、ゴムや樹脂といった⾼分⼦技術を⽤いた事

業領域を拡⼤し、当社の強みをさらに⾼めていくことを⽬
指します。⾼分⼦技術に根差した部品の製造は当社の祖
業であると同時に、前⾝である豊⽥⾃動織機のゴム研究
部⾨から引き継いだ事業でもあることから、当社の強み・
利益の源泉として捉え、さらにその豊富な知⾒と⾼度な

COO 代表取締役副社長 安田 洋

2030事業計画を遂⾏し
豊⽥合成の持続的成⻑の
道筋をつけていきます。

COO MESSAGE

豊田合成の成長戦略

新・中期経営計画　2030事業計画
2023年8⽉、当社はモビリティ社会の変化に対応した社会的価値の提供を通じて、将来にわたる持続的な事業成⻑を実

現するための中⻑期経営計画として、「2030事業計画」を策定しました。 ⽬指す姿に「⾼分⼦の可能性を追求し、より良い移

動と暮らしを未来につなぐ会社」を掲げ、セーフティシステムを軸とした 「安⼼・安全」､内外装部品を⼟台とした「快適」､⾼

分⼦材料の新規事業化による「脱炭素」を社会にお届けしていきます。

「2030事業計画」の全体像

成長戦略統括

2030事業計画

https://ssl4.eir-parts.net/doc/7282/ir_material_for_fiscal_ym8/158703/00.pdf
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ

技術⼒を維持・発展させながら新たな領域へと事業を広
げていくことに強いこだわりをもっています。具体的な成
⻑分野として取り組むのは、①安⼼・安全、②快適、③脱
炭素で、これら社会的価値と経済的価値を両⽴させる分
野に注⼒することで、持続可能な事業の発展を⽬指しま
す。当社の存在価値を向上させながら経済価値を⾼め、売
上収益1兆2,000億円、営業利益1,000億円、営業利益率
8％、ROE10％の達成を⽬指します。これらの⽬標達成の
ため、重点事業（セーフティシステム、内外装）・地域および
顧客対応に関する構造改⾰を⾏い、グローバル成⻑を加
速する戦略的アライアンス、開発・知財の戦略的強化にも
取り組みます。同時に促進するのが、⼈と組織の活性化で
す。⼈と⼈、部⾨と部⾨が緊密に連携し、⾼い創造性や⽣
産性を発揮する「⾼分⼦型組織」へと進化することで、⾃
在に形を変えながら環境の変化に対応し、新しい価値を
創出することが可能となります。

　当社では、2030年にはCASEと脱炭素の進展によりモビ
リティが変化し、人とクルマの関わり方も大きく変化すると
予測しています。まず1つめの変化が、「資源循環の加速」。
ELV（使用済み自動車）の最終処分を含めた大きな循環を、
社会システムとしてつくりあげていくイメージをもっていま
す。次に「クリーンエネルギーの普及」。エネルギーミックス
が急速に変わっていく中で、モビリティにおいても燃費を含
めたエネルギー効率向上が求められるはずです。また、環
境以外の側面では「移動空間からくつろぎ空間へ」という変
化が起きると考えています。モビリティを単なる移動手段と
捉えるのではなく、その中でリラックスする、あるいはエン
ターテインメントを楽しむなどの価値提供が必要なものと
捉える傾向が加速するでしょう。最後が「新モビリティと人
の共存」です。いろいろなモビリティの形が生まれる中で、
クルマとクルマのコミュニケーションや、歩行者とクルマの
コミュニケーションのための機能が求められると考えてい
ます。今後、自動車業界をはじめとするさまざまな企業が未
来のモビリティ社会普及に取り組み、クルマづくりが変わっ
ていく中で、当社もまた製品のあり方を見直しながら、新し
いクルマづくりを支えていきます。

2030年に想定されるモビリティ社会：CASE・脱炭素の進展

H2

H2

H2

4

32

1

資源循環の加速 クリーンエネルギーの普及

未来の
モビリティ社会

安心・安全安心・安全

快適

脱炭素

新モビリティと人の共存移動空間からくつろぎ空間へ

社会的価値と経済的価値の向上
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付
加
価
値

■ 内外装部品にセーフティシステム・
　イルミ製品を組み合わせ、
　BEVらしい新機能を提供

■ これまでさまざまな種類の
　エアバッグを提供することで
   交通死亡事故の低減に貢献

■ BEVや自動運転車の普及に
　合わせ、今後は高度な
　乗員保護製品を開発・提供

■ さらに高分子の技術でクルマの
　デザインやつくりを刷新し、
　新しいモビリティを実現

■ 高分子材料の知見（配合、練り）を
　活かして、高機能材料の開発と
　リサイクルに注力

■ 自社での使用だけでなく
社外販売を行い、幅広く脱炭素と
循環型社会の実現に貢献
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当社が提供する価値

芦森工業との協業深化
シートベルトとエアバッグのシステム提案
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BEVに
安心・安全を提供

2030年度
エアバッグ生産個数
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1.5倍

移動する全ての人に
安心・安全を提供

多様な乗員に
安心・安全を提供

2030年度
BEV関連
売上収益比率

40％
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構造・
つくりの革新
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高分子の技術を活かし
モビリティの進化に貢献
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BEVらしさの演出

他のメーカーとの
連携を強化
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他車・歩行者との
コミュニケーション

自動運転中の
居住空間づくり

カーメーカー
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リサイクル企業
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素材メーカー
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協業/
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協業/
アライアンス
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豊田合成
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高分子材料の
知見・ノウハウ

経
済
的
価
値（
収
益
性
）
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成長分野

セーフティ
システム製品

新事業・新製品
（水素タンク、材料リサイクル）

BEVや多様な乗員に
安心・安全を提供

BEV専用
製品 脱炭素

燃料系部品

ウェザストリップ
製品

移動中の
居住空間を
快適に

リιーセεγϑτ

内外装部品

成長戦略౷ׅ
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豊田合成の成長戦略
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2030年2025年

付
加
価
値

■ 内外装部品にセーフティシステム・
　イルミ製品を組み合わせ、
　BEVらしい新機能を提供

■ これまでさまざまな種類の
　エアバッグを提供することで
   交通死亡事故の低減に貢献

■ BEVや自動運転車の普及に
　合わせ、今後は高度な
　乗員保護製品を開発・提供

■ さらに高分子の技術でクルマの
　デザインやつくりを刷新し、
　新しいモビリティを実現

■ 高分子材料の知見（配合、練り）を
　活かして、高機能材料の開発と
　リサイクルに注力

■ 自社での使用だけでなく
　社外販売を行い、幅広く脱炭素と
　循環型社会の実現に貢献

安心・安全への貢献 セーフティシステムを軸とした 脱炭素への貢献高分子材料の新規事業化による快適への貢献内外装部品を土台とした

当社が提供する価値

芦森工業との協業深化
シートベルトとエアバッグのシステム提案

BEV化による
車両変化に対応した

エアバッグ・シートベルトの
最適提案

2030年2025年

自動運転車を見据え、
人と車をつなぐ

イルミハンドルと多様な
姿勢に対応した
ラップエアバッグ

移動手段の変化、
新モビリティに
対応したエアバッグ

歩行者・自転車の
衝突を保護する

サイクリストエアバッグ

高齢者や妊婦にやさしい
生体検知技術と
可変容量エアバッグ

付
加
価
値

BEVに
安心・安全を提供

2030年度
エアバッグ生産個数
2022年度比：

1.5倍

移動する全ての人に
安心・安全を提供

多様な乗員に
安心・安全を提供

2030年度
BEV関連
売上収益比率

40％

樹脂化・軽量化・一体化

フロントエンドモジュール

インパネモジュール

構造・
つくりの革新

広 イ々ンパネ、部品統合

高分子の技術を活かし
モビリティの進化に貢献

センサー透過
フロントマスク
感覚連動イルミ

BEVらしさの演出

他のメーカーとの
連携を強化

格納ハンドル、
多機能コンソール

外向けサイネージ、
ライティング

他車・歩行者との
コミュニケーション

自動運転中の
居住空間づくり

カーメーカー

組み立て

リサイクル企業

回収・再生

素材メーカー

モノマー・重合

有機合成まで
拡大して新しい
材料を開発

高機能材料
耐火材、絶縁材など

社外から廃材を集めて
リサイクル材料に再生

リサイクル材料
樹脂、ゴム、エアバッグなど

協業/
アライアンス

協業/
アライアンス

社外販売

豊田合成

配合、練り／
金型、加工

高分子材料の
知見・ノウハウ

経
済
的
価
値（
収
益
性
）

社会的価値（安心・安全、快適、脱炭素での貢献度）

成長分野

セーフティ
システム製品

新事業・新製品
（水素タンク、材料リサイクル）

BEVや多様な乗員に
安心・安全を提供

BEV専用
製品 脱炭素

燃料系部品

ウェザストリップ
製品

移動中の
居住空間を
快適に

リソーセスシフト

内外装部品
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にも貢献していきます。事業ポートフォリオの組み換えにあ
たっては、TG-ROICの管理を導入し地域や事業それぞれ
に応じた効率的な投資を進めていきます。

　計画の公表から1年が経過した現在、当社を取り巻く環
境については、
・各国の保護主義的な通商政策や中東やロシア・ウクライ

ナの紛争の継続など地政学リスクは依然として高い
・中国での日系カーメーカーの苦戦、中資系カーメーカー

のグローバルでの躍進
・BEV化の流れが減速。カーメーカーのBEV一辺倒の方向

性が変化し多様なパワートレインの選択肢を残す流れへ
などの変化を認識しております。

　2030事業計画で掲げている事業ポートフォリオの組み

換えについては、地域間での強弱はあるものの、軸となる
考え方の変更はございません。
　「安心・安全」への貢献としては、インドでのセーフティシ
ステムの販売拡大に向けてテクニカルセンターを設立する
など開発体制の強化を進めました。生産面についても生産
能力の強化だけでなく部材調達の現地化を図り「Make in 
India」を進めてまいりました。また「快適」への貢献として、
北米での内外装部品の生産能力の強化を進めております。
加えて、事業ポートフォリオの組み換えを加速させるため
の戦略的なアライアンスとして、芦森工業株式会社への出
資比率を引き上げ両社の提携をより強固なものとしまし
た。芦森工業株式会社の主力製品であるシートベルトと当
社のエアバッグとの組み合わせにより、セーフティシステム
事業を成長させていきます。また、不採算事業の見直しとし
てかねてより進めていた英国事業のクロージングを完遂い
たしました。引き続き2030事業計画を着実に推進し、豊田
合成の企業価値向上に努めます。

「2030事業計画」の進捗状況
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拡販戦略

CSMO 執行役員 長谷川 真人

激動する自動車産業の変化を捉え、
グローバルで攻める地域、顧客、製品の方向性を
示し、豊田合成が持続的成長できるよう、
売上拡大/収益向上に取り組んでいきます。

CSMO MESSAGE

当社はこれまで、主要なお客様の成長に合わせて事業

を拡大してまいりましたが、さらなる成長を見据え、これ

からは自ら先を見通し、柔軟に判断していく必要がある

と考えております。市場や競合の動向、エンドユーザー

のニーズに応じて、販売戦略を柔軟に見直せる体制を整

えてまいります。

全社のリソースを最適に配分するため、重点的に取り

組むべき地域や製品、顧客の明確化、地域ごとのパワー

トレイン別市場規模の予測、ビジネスリスクに関する提

案と議論を進めています。さらに、外部環境の変化をふ

まえ、5年先を見据えた売上予測を立て、中長期的な戦

略の立案・実行・進捗管理を、適宜修正を加えながら推

進していきます。

CSMOの役割

・�自動車業界は、脱炭素に向け、電動化へのシフトチェ

ンジが急激に進んでいます。一時期の爆発的な流行期

に比べ、一旦落ち着きを見せていますが、BEVの普及

は堅調に進むと考えています。

・�一方、足元では、HEVやPHEVへの需要が高まってい

ます。当社にとっては、既存の製品群に加えて、HEVや

PHEV向けの専用部品も搭載されるため、しっかりと

増販につなげていきます。

世界最大の自動車市場となった中国では、BEVのシェ

アが大きく伸び、日系カーメーカーが苦戦する状況にあ

ります。挽回策を打ち出してくると予想していますが、中

国での生き残りをかけ、現地顧客への拡販にもチャレン

ジしており、少しずつですがその成果も出てきています。

環境認識 ①

BEVのチャンス、BEVのスローダウン
→HEV・PHEVもチャンス

環境認識 ②

中国市場の見方→現地OEMへの拡販

中期経営計画  2030事業計画

販売戦略策定・議論
重点課題・方策

事業環境変化
＊外部環境/内部環境

戦略・計画の実行戦略の改善・修正

戦略の進捗
(実行結果)チェック

P

D

A

C

5ヵ年売上予測をローリング
市場変化に伴う戦略の軌道修正

2024-2028

2025-2029

2026-2030

2027-2030（4年）

'27
'26

'25
'24

D

P

C

A
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・�車両生産の伸びは微増とみていますが、BEV化の進展

により、イルミ製品などの新機能を組み合わせた内外

装製品や、熱マネジメントに必要な冷却ホースなど、ビ

ジネスチャンスが拡大していくと見ています。市場ニー

ズに即した付加価値ある新商品提案で、売上拡大を目

指します。

・�外資系顧客に対しては、トップ間交流できる関係づく

りとメリハリをつけた受注戦略により、中長期でのビ

ジネス関係を構築し、拡販にチャレンジしていきます。

・�日系顧客のシェアが半数を占めるインド市場では、

モータリゼーション進展により、引き続き堅調な市場

拡大を見込んでいます。またインド系OEMもシェア拡

大に意欲を示しています。� �

安全への機運の高まりや、法規/衝突安全アセスメント

の厳格化もあり、エアバッグの需要拡大を見込んでい

ます。日系顧客のみならず、新規顧客への拡販を通じ

て、市場成長以上の事業成長を実現していきます。� �

その実現に向け、現地営業体制の強化や、インド域内

で簡潔できる技術、評価設備の充実を通じて、顧客要

望にスピーディーに対応していきます。

・�新興国に見られる安全機運の高まりに加え、先進国で

も法規/衝突安全アセスメントの厳格化の流れもあり、

事業成長の柱となります。

・�またBEVの進展や将来の自動運転により、車室内空間

の変化に合わせ、乗員の安全を守るエアバッグは従来

以上の性能、つまり付加価向上が求められます。

・�足元では、芦森工業殿との協業により、シートベルトと

エアバッグのシステム開発を推進し、ともに成長できる

よう進めていきます。

BEV化の進展により、先進的なデザイン、走行距離を

延ばすためのさらなる軽量化といった、当社の得意とす

る樹脂製品への期待が高まっています。 さらには顧客の

製造工程が大きく変わることから、モジュール単位での

納入機会の増加も事業拡大の大きなチャンスと捉えて

います。

1．米州

BEV化進展をチャンスに売上拡大を
目指す

2 ．インド

市場成長以上の事業成長を目指す

3．セーフティシステム事業

世界シェア2位、売上5,000億円以上を
目指す

4．内外 装 事業

BEVの進展はチャンス

2024 2025 2026 2028 2030（年度）

受注未確定分の
受注確保がマスト

中長期売上イメージ

インド市場 生産台数 予測

0

300

600

900
(万台)

2023 2025 2028 2030 （年度）

インド市場以上の
売上拡大を目指す

   2030事業計画達成に向けた進捗状況
2028年までの売上見通しについて、重点地域（米州・

インド）および主要顧客への拡販により、目途付けがで

きています。2030売上目標達成に向けては、足元の受注

活動がより重要であり、BEV含む全方位で売上拡大を

目指していきます。
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皆で未来が見える会社を創ります。
Today’s action will decide your future.
Let’s make a company where we can see the future!

֦ൢ戦略
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豊田合成ウノミンダインディア(株)
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［本社］ニムラナ工場1

バワル工場2
バワル第2工場3

グジャラート工場4
豊田合成テクニカルセンター
インディア

5

[本社] テクノパーク工場6

ハロハリ工場7

ニューデリー

バンガロール
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豊田合成テクニカルセンターインディア ハロハリ工場
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　当社ではクルマを軸に培った技術を基に幅広い分野
に広げ、未来の社会全体の発展に貢献するために製品
開発を進めて行きます。
　2030事業計画の提供価値としてセーフティシステム
を軸とした「安心・安全」、内外装部品を土台とした「快

適」高分子材料の新規事業化による「脱炭素」について
取り組んでいます。2030事業計画に向けた開発の骨太
方針は、社会課題の解決に向けて、4つの方針を掲げて
推進しています。

豊田合成の成長戦略

開発戦略

CTO 取締役 執行役員 苗代 光博

2030年以降の社会課題を見据え、
グローバルユーザーに向け、
技術開発を加速し、未来の豊かな
生活の実現に貢献していきます。 

CTO MESSAGE

1.	 骨格部品の樹脂化に伴う樹脂化製品の拡大と自動運転を見据えた快適製品の開発
2.	 脱炭素社会への対応に向けたカーボンニュートラル/サーキュラーエコノミーをリードする技術

開発と新規事業創出
3.	「エネルギー」「ヘルスケア」「スマートホーム」 を重点分野としたソリューション開発 
4.	 地域・顧客に向けたグローバルＲ＆Ｄ体制の強化

　当社では2030年以降のモビリティに向け、進化する
CASEを見据え、既存部品の付加価値向上やモジュー
ル/システム化、さらにその先のクルマ全体での新たな価
値を提供するため、社会の変化を先読みし、「多様化す
る価値に対応した移動空間」「移動と暮らしのつながり」

「多様な乗員に安心・安全を提供」を実現する技術開発
を推し進めます。
　自動車業界の足許では、BEVの普及速度は減速して
いるものの、2030年のその先を見据えると、BEVの割
合が増えていくと考えています。当社にとってBEVを含
む車両の電動化は、製品の付加価値を高めるチャンスと
捉えております。
　これからの車両電動化の進展に伴い、航続距離延長
に向けた樹脂化による軽量化、広くて快適な車室空間の
提供、車両構造の変化に対応した乗員保護が必要とな
ります。

　軽量化において、製品の樹脂化は、形状自由度、強度・
剛性向上、機能統合の容易さから、重要な役割を果たし
ます。当社は独自技術で新しい意匠とアーキテクチャを
生み出す骨格構造の樹脂化に取り組み、クルマの未来に
貢献します。
　一方、自動運転技術の普及により、車室内空間と過ご
し方が多様化します。当社は、パーソナル空間実現の技
術開発を進め、CASEと価値観の変化を見据えた商品企
画を行います。
　また、BEV化や自動運転の普及に合わせて、安全性能
の向上に向けたエアバッグとシートベルトの最適化を進
めていきます。多様な乗員に安心・安全を提供するため、
人と車をつなぐイルミハンドルと、さまざまな姿勢に対
応した可変容量エアバッグとラップエアバッグで交通死
亡事故低減に貢献していきます。

モビリティ開発

2030事業計画に向けた開発の取り組み
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　クルマの電動化を進める上で、走行距離を延ばすため
の軽量化とクルマづくりを簡素にするモジュール化は開
発重点テーマとなります。金属部品の樹脂化は軽量化の
一つの手段にすぎませんが、形状自由度による構成部品
一体化や、強化繊維やリブ・肉厚変化により強度・剛性
を高められる特性、周辺部品を巻き込んだ機能統合のし
やすさから、車両搭載時のモジュール化に最も適した骨
格部材と言えます。またそれらは意匠自由度向上にもつ
なぐことができ、クルマのアーキテクチャを変える可能性
も秘めています。
　当社は設計・材料・つくりの独自技術融合で、オンリー

ワンの製品開発を目指しています。車内外の各部位にお
いて、クルマの基本性能を満足させた上で、新しい意匠、
アーキテクチャを生み出す骨格構造の樹脂化に取り組
み、BEVのみならずICEを含めたすべてのクルマの未来
に貢献していきます。

　自動運転技術は日本、中国、欧米など世界各地で現在急
速に研究・開発が進み、自動運転タクシーやバスでの実証
実験とそれに伴う法規の整備も検討されながら、実用化に
向けた取り組みが進んでいます。
　当社では自動運転技術の普及により車室内空間が変化
し、車室内での過ごし方が多様化していくことを捉え、それ
に対応するためにパーソナル空間の実現に向けた要素技
術の開発を進めていきます。
　このようなCASEの急激な変化を現実的かつ技術的な目
線で的確に捉えて将来予測するとともに、人々の価値観の
変化を先読みしたグローバルな視点での商品企画が必要
と考えています。
　当社はハンドルなどのセーフティシステム製品と内外装
部品の両方を手掛ける数少ないメーカーです。その強み
を活かし、例えば、ハンドル、インパネ、センターコンソール
のモジュール化技術を組み合わせることで、圧倒的なユー

ティリティ空間を演出し、そこに光や香り、音などの五感に
訴えかつ其々を連携させた要素を入れ込むことで、新たな
空間の価値を生み出すことができると考えています。
　また、BEVはエンジン音がなく、外部ノイズが聞こえやす
くなります。車室内の静粛性を高めるためのウェザストリッ
プ製品の新たな開発を進めたいと考えています。
　当社は将来の生活を支えるモビリティに求められる価
値を想定し、空間や移動体といった大きな概念から具体化
し、商品をイメージしながら、常にユーザーの期待を上回る
提案でモビリティの未来に向かって貢献していきます。

骨格部品の樹脂化に伴う樹脂化製品の拡大

自動運転を見据えた快適空間の提供

セーフティシステム開発

　法規・アセスメントの厳格化により衝突安全技術は年々
進化しており、事故による死者数も低減してきていますが、
全世界ではいまだ救えていない命が約120万人と多いのが
現状です。そのため当社では究極の目標である交通事故死
傷者ゼロを目指し取り組みを推進しています。
　1つは社会課題である乗員弱者（高齢者や子供）など
多様な乗員に対応するため、既存のエアバッグを可変技
術などで進化させるだけでなく、シートベルトメーカー
との開発体制強化により、シートベルトを高機能化させ
ながら、最適に組み合わせた乗員保護システムの開発を
推進しております。

　また、歩行者や自転車などの交通弱者の命を救うため
の安全装置の技術開発にも取り組んでおります。
　従来の歩行者保護エアバッグに加え、車外空間の検
知技術の進化に対応した製品開発にも取り組んでいく
ことで、世の中に安心・安全を提供し続けていきます。

多様な乗員に安心・安全を提供

骨格樹脂化とモジュール化によるシームレス意匠の実現

豊田合成が考える'30年以降のコックピットイメージ

歩行者保護エアバッグ
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豊田合成の成長戦略

։ൃ戦略
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再生ゴム廃ゴム スクリューで
ゴムに圧力と熱を与える

粉化 脱硫 脱臭

水の注入
脱気
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ΰϜ୤ེٕज़の͞ΒͳΔਐలɿ࠶ੜΰϜఴՃൺ཰Λ্޲

ɹं྆ϥΠϑαΠΫϧશମͰͷ॥؀ੑ͓Αͼ$0�ഉग़
ྔͷ௿ݮに͚޲てɺ࠶ੜϓϥスνοΫࡐྉͷ։ൃに஫ྗ
͠てい·͢ɻ࠶ੜϓϥスνοΫに༻いるリαΠΫϧݪྉに
͸ɺࢢ৔͔Βճऩ͢るաఔͰҟ෺΍ҟ͕ࡐଟؚ͘·Εて
͓Γɺͦ ͷ··Ͱ͸ࣗಈं෦඼に͸࢖༻Ͱ͖·ͤΜɻ
ɹ౰ࣾ͸࠶ੜࡐϝーΧーͱͷۀڠにΑΓɺҟ෺ͷద੾ͳ
আٕڈज़΍ߴɺ ෼ࡐࢠྉͷվ࣭ٕज़を׆༻͠ɺࣗ ಈं෦
඼΁ద༻Մೳͳ࠶ੜ11ʢϙリϓϩϐϨϯʣࡐྉͷ։ൃを
ਐΊてい·͢ɻ����೥౓Ͱ͸ɺࠃ಺ͷഇं͔Βճऩͨ͠
&-7༝དྷݪྉを༻いͨ࠶ੜ11をࣗಈं෦඼΁ద༻͠ɺ
৔΁౤ೖ͠·ͨ͠ɻࢢ

ɹ·ͨ࠶ੜϓϥスνοΫͷ͞Βͳる֦େに͚޲てɺࠃͷ
ॿ成ۀࣄͰ͋るʮαーΩϡϥーΤίϊϛーࣾձ࣮૷ࣄ
ͱͷ஥ؒͮ͘ΓをՃऀ܎ͷؔۀ࢈ը͠ɺ੩຺ࢀʯに΋ۀ
଎ͤ͞ɺࣗ ಈं෦඼΁͞·͟·ͳリαΠΫϧࡐྉをద༻
͢るࣾձ࣮૷をՃ଎ͤ͞てい͖·͢ɻ

&-7༝དྷݪྉΛ༻͍ͨ࠶ੜϓϥενοΫ։ൃ

໦࣭όΠΦϚε഑合ϓϥενοΫのऔΓ૊Έ

&-7リαイクルݪྉΛ׆༻ͨ͠੡඼ྫࣄɿ	͔ࠨΒ
�άϥϒϘοクεɺロアάリル

ͱͳΓɺ୤୸ૉࣾؔػॴ͕୅දڀݚ։ൃ๏ਓͰ͋る৿ྛ૯合ڀݚཱࠃ��˞
ձͷ࣮ݱをਪਐ͢るʮػߴೳリάχϯࡐྉ։ൃίϯιーγΞϜʯͰڞಉ
։ൃをߦ てͬいる

˞��ϋϯυϧ༻΢Ϩタϯ͸豊田合成Ͱ։ൃதɺϋϯυϧΠϯαート͸ࣜגձ
ࣾఱಐ໦޻ͱڞಉͰ։ൃத
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ʮγϯΫαΠトͷϛογϣϯ͸ɺઌ୺Πϝーδϯ
άɺػցֶशɺϚΠΫϩྲྀମͳͲͷҟ෼໺ٕज़
を૊Έ合Θͤて։ൃͨ͠ੈ࣍୅ܕͷΠϝーδ
ೝࣝߴܕ଎ηϧιーςΟϯάٕज़を׆༻͠てɺ
ֵ৽తͳྍ࣏΍਍அに͢ݙߩる͜ͱͰ͢ɻ豊田
合成༷͕ഓΘΕて͖ͨथࡐࢷྉͷ成ܕ΍ۚܕ
Ճ޻ͷٕज़を׆༻͠ɺथࢷ੡ͷϚΠΫϩྲྀ࿏デ
όΠスͷ࣮༻Խを໨͠ࢦてい·͢ɻʯ

ɹܭۀࣄ����ըͰ͛ܝるʮΑΓྑいҠಈͱ฻Β͠をະ
དྷにつͳ͙ձࣾʯͱい͏໨࢟͢ࢦͷ࣮ݱに͚޲ɺʮΤωϧ
ΪーʯʮϔϧスέΞʯʮスϚートϗーϜʯをターήοトにࣾ
ձ՝୊ղܾܕͷιリϡーγϣϯ։ൃをਐΊてい·͢ɻ
ɹΤωϧΪー෼໺Ͱ͸ɺ৽ٕज़ͷීٴͰফඅిྗྔ͕
૿えるະདྷにඋえɺి ྗϩスをݮΒ͢(B/ύϫーデόΠ
ス͕஫໨͞Εてい·͢ɻ౰ࣾ͸େࡕେֶͱ͠ྗڠて(B/
݁থٕज़を։ൃ͠ɺ�ΠϯνҎ্ͷ(B/基൘΍ੑߴೳ
(B/デόΠスͷૣ࣮ظ༻Խを໨͠ࢦてい·͢ɻ
ɹϔϧスέΞ෼໺Ͱ͸ɺΑΓӴੜతͰ҆৺ɾ̓ શͳ฻Β

͠ͷ࣮ݱに͚޲て67�$ʢਂࢵ֎ઢʣ-&%に͓いてɺੈ ք
ەͳͲͷআؾɺਫ΍ۭ͠ݱਫ४ͱͳるޫͷग़ྗを࣮ߴ࠷
༻్Ͱͷར༻֦େをਪਐ͠·͢ɻ
ɹスϚートϗーϜ෼໺Ͱ͸ʮΑΓྑい฻Β͠ʯͷ࣮ݱを໨
ύートφーͱ͠てɺトϤタϗーϜ͕ਐΊる৽ͨͳ֗͢ࢦ
ͷ価値創ग़ͷऔΓ૊Έにࢀը͠ɺੈ࣍୅ͷϫΠϠϨスڅ
ిͰ͋るϚΠΫϩ೾ٕిڅज़ͷ࣮ূを͏ߦͳͲɺ0TTJBࣾ
ʢถࠃʣͱڞಉͰ੡඼։ൃをߦいɺۙ いকདྷͷࢢ৔౤ೖ
をܭը͠てい·͢ɻ

ɹࣗಈंۀࣄͰഓٕͬͨज़を༻いてΑΓଟ͘ͷਓʑに
৽ͨͳࣾձత価値をఏ͢ڙるͨΊにɺ౰ࣾ͸ࣾձ՝୊
ղܾをى఺ͱͨ͠৽ۀࣄن創ग़にྗを஫いͰい·͢ɻಛ
にʮΤωϧΪーʯʮϔϧスέΞʯʮスϚートϗーϜʯをॏ఺
෼໺ͱଊえɺιリϡーγϣϯఏڙにνϟϨϯδ͠てい·
͢ɻ৽ۀࣄن創ग़ͷத֩ઓུͱ͠てɺࣾ ձมֵを໨͢ࢦ
༗๬ͳスタートΞοϓͱͷڞ創を͛ܝて͓Γɺ����೥に
ίーϙϨートϕϯνϟーΩϟϐタϧを্ཱͪ͛ɺ͜ Ε·
Ͱに��ࣾͷग़ࢿͱڞಉ։ൃを࣮͠ࢪてい·͢ɻ
ɹྫえ͹ɺ౰͕ࣾ஫ྗ͢る෼໺ͷҰつͰ͋るʮϔϧスέ
Ξʯྖ Ҭに͓いて͸ɺ"*にΑるࡉ๔ͷը૾ղੳを༻いͨ

͠ࢿ๔෼཭ɾ෼ੳٕज़にऔΓ૊ΉγϯΫαΠトࣾにग़ࡉ
·ͨ͠ɻ͜ ͷٕज़にΑΓɺന݂පͷૣߴ͕ݟൃظ଎͔つ
଴ظ͕༺׆ਫ਼౓ͰՄೳͱͳΓɺকདྷతに͸創ༀ΁ͷߴ
͞Εてい·͢ɻ౰ࣾ͸ࡉ๔෼཭にඞཁͳथࢷ੡ͷϚΠΫ
ϩྲྀ࿏デόΠスͷ։ൃをڞ創׆ಈͷҰ؀ͱ͠てスタート
͠てい·͢ɻ
ɹ·ͨɺग़ͨ͠ࢿスタートΞοϓ΁ͷग़੍޲౓΋ܧଓ͠
てӡ༻͠て͓Γɺएखϝϯόーに৽ͨͳ׆༂ͷػձをఏ
ࡒ創ग़をリーυ͢るਓۀࣄن成௕΍৽ۀࣄɺকདྷͷ͠ڙ
ҭ成に΋औΓ૊ΜͰい·͢ɻ

৽ۀࣄنʢιϦϡʔγϣϯ։ൃʣ

ϕϯνϟʔۀاͱのڞ૑ʹΑΔ৽ͨͳࣾձతՁ஋の૑ग़

γンクαイτࣾ�
Ԡ༻Ϛイクロྲྀମάルーϓ௕

Տଜ�གྷࢠ

γンクαイτࣾ�$&0�

উ田�࿨Ұ࿠

։ൃ戦略

γンクαイτࣾͷ"*ۦಈܕͷࡉ๔ޫܬ෼ੳ૷ஔɹ7JTJPO4PSUä
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ɹैདྷ基盤ٕज़Ͱ͋る࣓քڞৼࣜൃޫϨδスタϊϒͳ
ͲͰഓͬͨϫΠϠϨスٕిڅज़ͱɺ৽ۀࣄنςーϚ創ग़
ͷ࢓૊ΈɺՃえてίーϙϨートϕϯνϟーΩϟϐタϧػ
ೳにΑるੈ࣍୅ٕज़基盤֫ಘͷ࢓૊Έを׆༻͠ɺઓུ
తにֻ͚合Θͤͨͷ͕ຊϚΠΫϩ೾ٕిڅज़Ͱ͢ɻ
ɹઌߦ։ൃに͸ɺ໊ ڀݚಉڞֶ࢈԰େֶͷ豊田合成ݹ
෦໳͕ՃΘΓɺ$"&を׆༻ͨ͠ϥϐουϓϩトタΠϐϯ
ά΍ɺਓମ๷ূݕޢγϛϡϨーγϣϯにΑΓɺແઢಛੑ
ͷੑߴೳԽͷΈͳΒͣɺࠃ಺੍౓ԽをؚΉۀࣄԽҠߦ
΁ͷ։ൃՃ଎を࣮͠ݱ·ͨ͠ɻ
ɹ౰ࣾͷύートφーۀا͸ϚΠΫϩ೾ిڅͷઌۦత
։ൃͱɺͦ ΕにؔΘるੈք࠷େͷ஌ࡒ価値をอ༗͢る

0TTJBࣾͰ͢ɻ����೥にスタートͨ͠൴Βͱͷڞಉ։ൃ
Ͱ͸ɺ���()[ૹडిγスςϜを։ൃ͠·ͨ͠ɻ����೥
౓͸0TTJBࣾͷϕストύートφーΦϒβΠϠーɺͦ ͠て
����()[Φリδφϧडిػにて$&4����Πϊϕーγϣ
ϯΞϫーυをड৆͠ɺੈ քࢢ৔にઌൢ͚ͨۦച։࢝を໨
ங͠ߏମ੍をܞてɺ։ൃɺ੡造にؔ͢るแׅతͳ࿈͠ࢦ
·ͨ͠ɻ
ɹຊٕज़͸ϨϐϡςーγϣϯリスΫ௿ݮͱૣࢢظ৔౤ೖ
を໨͠ࢦてトϤタϗーϜ޷ࡾέٰϓϩδΣΫトͰͷϏδ
ωス࣮ূを����೥に։࢝͠ɺ����೥に͸େࡕɾؔ ੢ສ
ത΁ͷग़లを༧ఆ͠て͓Γ·͢ɻ

ϚΠΫϩ೾ిڅ

ɹ&7΍"*ͷීٴͰిྗ࢖༻ྔ͕ܶతに૿えるະདྷに
୅ύϫー൒ੈ࣍Ͱ͖るʮޚ཰にిྗを੍ޮߴɺΑΓ͚޲
ಋମʯ΁ͷظ଴͕ߴ·ͬてい·͢ɻ౰ࣾ͸ɺ੨৭-&%に
ͬ࢖ΘΕる஠ԽΨリ΢Ϝを࢖ ʮͨ(B/ύϫー൒ಋମʯに
ண໨͠ɺ݁ থ成௕͔ΒデόΠス։ൃ·Ͱɺ࣮ ༻Խに͚޲
ٕͨज़։ൃに͘޿औΓ૊ΜͰい·͢ɻ
ɹେࡕେֶͱ࿈͠ܞてຏ্͖͛て͖ ʮͨ/BϑϥοΫス
๏ʯ͸ߴ඼࣭ͳ(B/݁থをେ໘ੵͰ成௕Ͱ͖るͷͰɺ͜
Εをʮछʯͱ͠てɺΑΓੜੑ࢈ͷߴい成௕๏ͰްΈを૿΍
͠ɺスϥΠス�ෳ੡͢る͜ͱͰ̒ΠϯνҎ্ͷ(B/基൘
ͷૣࢢظ৔౤ೖを໨͠ࢦてい· ʢ͢ӈਤʣɻ
ɹ౰͕ࣾࢀը͠ているڥ؀লϓϩδΣΫトͰ͸ɺۀք
リーμーۀا�େֶͱ࿈͠ܞɺ̐ Πϯνʙ�Πϯνछ΁ͷ
ύϫー൒ಋܕ΍ɺ౰͕ࣾ։ൃͨ͠ॎݧ成௕ɾ基൘Խ࣮࠶
ମૉࢠを໊ݹ԰େֶにఏ͠ڙɺ&7ద༻を૝ఆͨ͠Ϟー
ターۦಈ࣮͕࢝ݧ·ͬてい·͢ɻ
ɹͪͨࢲ͸(B/ύϫー൒ಋମをૣظに࣮༻Խ͠ɺ$0�
ഉग़ྔをੈքن໛Ͱ཈੍͢る͜ͱͰΧーϘϯχϡートϥ
ϧに͠ݙߩ͘޿てい͖·͢ɻ

(B/ύϫʔσόΠε

(B/छ݁থ�
	/BϑϥοΫε๏


छ݁থ্ʹ(B/Λ
੒௕ͤ͞Δ࠶͘ް

	ΞϞϊαʔϚϧ๏ͳͲ

εϥΠεɺݚຏͯ͠

छΛෳ੡͢Δ	ج൘Խ


Ұ෦͸छͱͯ͠ ༺ར࠶

࿡֯ܗঢ়ͷ/Bϑϥοクε(B/݁থΛ͘Γ͵͍ͯ࡞੡ͨ͠௚ܘ�インνछ݁থ

/Bϑϥοクεछ݁থΛར༻ͨ͠େܘޱ(B/ج൘࡞੡ͷ工ఔイϝーδ

$&4�����アϫーυड৆ ϲٰϓロδΣクτ֗։͖޷ࡾ
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ɹόοΫΩϟスト*1-͸ɺܭۀࣄ����ըͷ成௕ઓུ࣮
ظɺ৽͠いऔΓ૊Έͷૣ͠༺׆৘ใ࢈ࡒͷͨΊɺ஌తݱ
る͜ͱ͕໨తͰ͢ɻ͢ݙߩଓతͳ成௕に࣋Խͱݱ۩ۀࣄ
ɹϚΠΫϩ೾ిڅ΍(B/ܥύϫー൒ಋମͳͲ৽ۀࣄن
ͷ創ग़ɾਪਐ΍ɺथࢷɾΰϜͷリαΠΫϧ׆ࡐ༻ٕज़։ൃ
ͳͲٕܕྀߟڥ؀ज़ͷૣ࣮ظ༻ԽͷͨΊɺࣗ ɾࣾଞࣾͷ
ٕज़ͷ၆ᛌɾղੳɺΞΠデΞ創ग़ɺ֎෦ͱͷؔڧ܎Խ支
ԉͳͲをͬߦてい·͢ɻ
ɹ׆ಈͷҰつͱ͠てɺϚΠΫϩ೾ిڅͰฐࣾͷύート
φーۀاͰ͋る0TTJBࣾにؔ͠てɺͦ ͷอ༗ಛڐͷ価値
ͷ͞ߴをௐࠪͱղੳにΑΓࣔ͠ɺ։ൃઓུͷཱҊに໾ཱ
て·ͨ͠ɻ

ɹϑΥΞΩϟスト*1-͸ɺܭۀࣄ����ըにैͬてɺࢢ৔
ͷকདྷɺχーζɾ価値؍ͷมԽにରԠͨ͠ಛڐ໢΁స׵
͢るऔΓ૊ΈͰ͢ɻ͜ ΕにΑΓۀࣄઓུͷ࣮ݱͱɺ஌త
େԽをਤΓ·͢ɻ࠷ͷ価値ͷ࢈ࡒ
ɹ·ͨɺϞδϡーϧԽٕज़ڧԽͷͨΊɺࣗ ࣾͱଞࣾͷग़
ಈ׆ԽをਐΊるڧஙͱߏ໢ͷڐをൺֱ෼ੳ͠ಛ޲܏ئ
を࣮͠ࢪてい·͢ɻ

৽͍͠ςʔϚɾ༻్ΛੜΈग़ ʮ͢όοΫΩϟετ*1-ʯ

ΔʮϑΥΞΩϟετ*1-ʯ࡞໢Λڐ৔༏Ґͳಛࢢ

ɹ஌తࢿຊ͸࣋ଓత成௕ͷݯઘͰ͢ɻͦ ͷڧԽͷͨΊ
に։ൃຊ෦にʮ*1ϥϯυスέーϓϓϩδΣΫトʯをઃஔ͠ɺ

ʮόοΫΩϟスト*1-ʯͱʮϑΥΞΩϟスト*1-ʯͷ׆ಈを
てい·͢ɻͬߦ

஌త࢈ࡒ戦略

探索・企画 開 発 量産設計・生準 量 産

৽ۀࣄɾ৽༻్
Δ͑ࢧԽΛݱ۩

場༏Ґͳࢢ
ಛڐ໢Λ࡞Δ

特許取得

他社特許を調査し、侵害を回避

開発から生まれた発明を、特許として保護

他社特許対応

警告～訴訟に対し、交渉対応
係争・訴訟

バックキャストIPL

バックキャストIPL フォアキャストIPL

フォアキャストIPL

マイクロ波給電

新規事業カーボンニュートラル/
サーキュラーエコノミー

既存領域

モジュール化リサイクル材 GaN系パワーデバイス

廃ゴム
種基板 結晶成長 基板化

一部再利用

▶ P.46 ▶ P.49 ▶ P.49 ▶ P.45

։ൃ戦略

他
社
注
目
度
(E
xt
. C
I)

ポートフォリオ数 (Portfolio Size)

Ossia

4.0

3.0

2.0

1.0

0.0
0 50 100 150 200 250

バブル：知財総合力(PAITM)

知財情報による各社俯瞰

出願強化領域の特定のイメージ

A社

B社

C社

D社

E社

ニーズ1 ニーズ2 ニーズ3
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ɹάϩーόϧͰͷ໨·͙る͠い৘੎มԽをड͚ɺ٬ސཁ
Խ͕ඞཁͰ͢ɻڧ஍։ൃͷݱにਝ଎にԠえるͨΊにɺٻ
ɹ౰ࣾ͸����೥にάϩーόϧαϛοトを։͠࠵ɺ����
՝୊についてٞ࿦͠·ͨ͠ɻ͚ͨ͞޲ըୡ成にܭۀࣄ Β
にɺॏ఺஍ҬͰ͋る๺ถɾதࠃɾΠϯυ஍Ҭについて͸ɺ
άϩーόϧٕज़ձٞを։࠵ɺݱ஍0&.΁ͷൢച֦େに
Խについてٞ࿦͠ɺ۩ମతڧ஍ମ੍ͷݱઓུͱ͚ͨ޲
ͳ࣮ܭߦըͱ͠·ͨ͠ɻ
ɹޙࠓ΋ॏཁͳࢢ৔Ͱ͋Γଓ͚る๺ถͰ͸γリーζड
஫։ൃͷޮ཰ԽをਤΓɺઌߦ։ൃ΁ͷリιーηスをγϑ

ト͢るମ੍ڧԽをਐΊてい͖·͢ɻ
ɹ#&7ਐల͕ਐΉதࢢࠃ৔にର͠て͸ɺ0&.ͷχーζ
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　地球温暖化による気候変動、少子高齢化、多様化する
お客様ニーズなど、将来予見されるさまざまな環境変化
に対し、確実性が求められるモノづくり分野でも、変化
に対応しなければ生き残れません。私たちが創るべき未
来の工場は、その変化にスピーディに対応できる工場で
あるべきです。一方で、現在に目を向けると、各国のBEV
化戦略の変化や認証問題など、我々自身が大きく変化す
ることをすでに求められています。
　その中で2030事業計画では、生産性を倍増させるス
マート工場の実現を掲げています。2030年代は、CASE
と脱炭素の進展によりモビリティが変化すると考えら
れ、その変化に応じた新たな価値をモノづくりで提供
していく必要があります。我々が培ってきたTPS思想に
沿った改善に、ＤＸ・汎用化・自動化を実現する最新技術
を組み合わせることで、新たな価値創造と生産性を飛躍
的に向上させる工場のスマート化を加速させます。さら
に、グローバルでリアルタイムに情報共有できるネット
ワークを構築することで、経営判断をより迅速にし、先
手を打つことで、変化にスピーディに対応できる工場の

実現を目指します。
　現在、工場のスマート化は、いなべ工場（’20）→TG東
日本新工場（’22）→中国華南新工場（’23）と新工場では
カーボンニュートラルと生産性向上の両立性を進化さ
せてきました。その進化の歩みを止めることなく、2030
事業計画の実現に向け活動を企画推進して参ります。

　 私 た ち が 目 指 すべ き 未 来 の 工 場 は 、モ ノづ くり
の 生 産 性 を 向 上 させ る だ け にとどまって は い け ま
せ ん 。ステ ー クホ ル ダ ー の み なさまに 対し 、あらゆ
る 社 会 課 題 を 解 決 に 導 く 新 た な 価 値 を 提 供 で き
る 工 場 で も あ る べ き で す。そこ で 、経 営 理 念 に も
通 ず る T G 先 進 工 場 コン セプトを 策 定 してい ます。
T P S を ベ ース にし た 生 産 性 の 高 い “ ス マ ー ト ” な
工 場 を 基 本 コン セプトに 、” 活 き 活 き “ ” クリーン “ 
”誠実“の3つを加え「TG先進工場コンセプト」と定めて
います。

社会

活き活き

仕入れ
先様

誠実

スマート

家族

従業員

地球 顧客

株主

お
先に

どうぞ！

クリーン

TG先進工場コンセプト

CMO 代表取締役副社長 安田 洋

モノづくり戦略

我々が目指す未来の工場は、
変化にスピーディに対応できる工場

CMO MESSAGE
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　時代の変化に伴い人の働き方は変化します。それに合わせて、人と機械の関係を変化させます。人と機械が高度に協調
することで、柔軟に働き方が変えられるようなり、各人の価値観に合わせた働き方が可能に。誰もが活き活き働けるモノ
づくり現場の実現を目指します。

誰もが“活き活き”働ける工場

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ

気遣い作業 
心労を伴う作業から

人を解放

ダイバーシティの実現 人のノウハウと
機械が協調

自分らしく
働ける

エンゲージ
メント

活き活き

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

　樹脂ゴム成形は私たちのコア技術、熱エネルギーの使用は避けられません。愚直な省エネ活動はもちろん、工程統合・ダ
ウンサイジング・材料再生など生産技術革新によるCO2・廃棄物削減で、さまざまな地球環境変化に対し、豊かな地球を未
来に残すことに貢献します。

“クリーン”な工場

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ

使うエネルギーが極小 工場内で
完全リサイクル

全エネルギーを
グリーンに CN/CEの

実現
CO2 排出量
廃棄物量

クリーン
自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

Step1 Step2 Step3

　災害/不良のほとんどは人の気遣い作業に起因します。人の作業をもデジタル上で表現し気遣い作業を視える化し撲
滅へ。安心して快適に働ける工場を創り上げます。さらに、生産負荷や在庫量をはじめとする経営指標もデジタル化。常に
最適な経営判断につなげます。人中心のモノづくりでもステークホルダーのみなさまに確実な安心をお届けします。

“誠実”な工場

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ

完全トレサビ
いつでもデータ化

少し先の未来が
全て想定内

機械自ら微調整
ヒューマン
エラーの
撲滅

災害、
クレーム
法令遵守

誠実

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

Step1 Step2 Step3

“スマート”な工場

　今までに経験したことない変化に素早く対応するために、工程はシンプル・スリムにして機動性を高めておく必要がありま
す。TPSに沿った徹底的なムダ排除による正味率の追求が、我々モノづくりの神髄。加えて、技術革新による工程統合、汎用
化、自動化を組み合わせ、突然の厳しい変化にも柔軟に賢くスピーディに対応できる鍛え上げられたモノづくり（究極の1個
流し生産）現場を造り上げます。

ありたい姿 最終理想郷 ΚΡΙ

TPS をベースとした
シンプル・スリムな工程

変化に即応するフレキシブル工程

究極の
1個流し

生産
リードタイム
人員
スペース

スマート

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

自動搬送
装置（AGV）

自動外観
検査

自動工程

中間在庫 生産負荷変動

H
2

H
2

Step1 Step2 Step3
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GPES閲覧画面（グローバル共通）
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クラウンセダン　フロントグリルで採用

AI骨格検知技術を活用した人作業の動線解析による作業エリア安定化・改善　事例
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Ϟϊͮ͘Γ戦略

豊田合成͸ɺ����೥にタΠに5(ϙϯύϥࣜגձ

ࣾ	����೥豊田合成タΠϥϯυࣜגձࣾ	ݱɾ࿈݁ࢠ
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豊田合成の成長戦略

人材戦略

CHRO 取締役 執行役員 岡 正規

多様な従業員の自己実現を通じ、
人の無限の可能性を引きだし、
企業価値向上につなげていく。

CHRO MESSAGE

 2030事業計画の実現に向けた人材戦略
　豊田合成は、2030年事業計画において、経済的/社会
的価値を再定義し、それを実現するために事業構造の
改革を進めるとともに、環境の変化に柔軟に対応し、新
たな価値を創出できる「高分子型組織」をめざして、人と
組織の活性化に取り組んでいます。
　当社が社会に提供する価値の源泉は「人」にあります。
ゴムや樹脂といった高分子技術によって培われた専門
力と、それを製品として形にする組織力を結集し、「高分
子型組織」として2030事業計画で掲げた事業成長と構
造改革を推進するため、私たちは次の2つのテーマに基
づく人材戦略を進めています。

1. 人材ポートフォリオに基づく配置・育成・確保
　事業構造の改革を実現するため、要員構造の転換を
進めています。必要な人材タイプとその専門性を「人材
ポートフォリオ」として体系化したうえで、計画的な育
成、適切な配置、確実な確保を進めるとともに、メンバー 
一人ひとりの成長を支援し、キャリア形成を促進してい
きます。
2. 多様な人材のウェルビーイングの実現
　事業成長を持続的なものにするためにも、メンバーの
ウェルビーイングの向上は欠かせません。心理的安全性
を確保しエンゲージメントを高めることで、メンバーが
支え合い、最大限の力を発揮できる組織・職場環境を整
えていきます。

　これら2つのテーマを軸とした人材戦略を通じて、当
社が持つ高分子技術の専門力と組織力を最大限に活か
し、「高分子型組織」として経済的価値と社会的価値の
両立を目指す持続的な事業成長を実現していきます。

人材ポートフォリオに基づく
配置・育成・確保

多様な人材の
ウェルビーイングの実現

事業構造改革
事業ポートフォリオの転換

人と組織の活性化
（高分子型組織）

人材ポートフォリオの整備

〈人事の取り組み〉
事業成長を支える

成長を持続的に

変革をリードし、実現できる
多様な人材育成

人権、DE＆I

高いエンゲージメント・
心理的安全性の確保

2030事業計画 人材戦略

2030事業計画と人材戦略
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 人材ポートフォリオに基づく配置・育成・確保（事業戦略と人材戦略の連動）
　事業成長・事業基盤強化を支える取り組みとして、こ
れまでも中期での要員計画を立案する中で、各部のニー
ズに基づき強化分野の必要人員数を整理し、既存業務
の効率化を進めることにより、要員構造の転換（強化分
野へのリソーセスシフト）にチャレンジしてきました。
　今後、2030に向けた人材戦略として、要員構造を変え
ていくというこれまでの方向性はふまえつつ、2030事業
計画の実現に向けて全社的な重点強化分野と必要人材
の要件をあらためて整理し、事業ポートフォリオに基づ
いた人材ポートフォリオとしてまとめることで、量（人員
数）の管理だけでなく質の管理を強化していきます。
　当社では、2030事業計画の実現に向けて強化したい
人材タイプを明確にするため、人材ポートフォリオにお
ける「人材の3本柱」を右図のように定義しました。

   人材の3本柱

　これらをさらに「15の人材」タイプに層別、各々の専門
性を“あるべき人材ポートフォリオ”として整理して、現
有人材と2030事業計画の実現に向けた必要人材との
ギャップを洗い出し、計画的な人材の確保・配置・育成
計画の立案につなげていきます。
　併せて、従業員個人のキャリア形成や成長を実現して
いくためにも、人材ポートフォリオを活用しながら、目指
したいキャリアイメージの具体化や必要な専門性の習得
を促していきます。

2023 2026

要員構造を転換
(強化へリソーセスシフト)

❶重点事業推進人材

❷事業基盤強化人材

❸次世代経営人材

強化

既存業務

強化

既存業務

既存業務は効率化

総人員数(人)

提
供
価
値

重
点
事
業

人
材
の
3
本
柱

新モビリティの普及への貢献

安心・安全 快　適

脱炭素社会への貢献

脱炭素

セーフティシステム

交通事故死傷者削減に貢献す
るため、予防安全・自動運転対
応の乗員保護製品などを開発

内外装 材料／新事業・新製品

中期要員計画 人材ポートフォリオ

さらに
15の人材タイプと
専門性に分類

BEVらしさ・快適な車内空間
をかなえる新機能・デザイン・
つくりの刷新

リサイクル・高機能材料事業化
とCN製品開発（BEV/FCEV）
および新価値製品の創出

事業戦略と必要な人材

重点事業推進
人材

2030事業計画の重点事業に直結するテーマを担う人材

事業基盤強化
人材

事業を横断して、事業基盤のレベルアップを担う人材

次世代経営
人材

上記2つをリードする次世代経営リーダー・海外拠点トップ
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ਪਐਓࡐʯ͸ɺܭۀࣄ����ըͷॏ఺ۀࣄͰ͋るʮηーϑ
ςΟγスςϜʯʮ಺֎૷ʯʮࡐྉʗ৽ۀࣄɾ৽੡඼ʯͷ։ൃ
にܞΘるਓࡐͱ͠ɺܭۀࣄը࣮ݱに͚޲て഑ஔɾ֬ อに
ΑΓྗをೖΕてい͖·͢ɻ
ɹਓࡐϙートϑΥリΦͰඞཁਓࡐɾઐ໳ੑを໌֬に͢る
͜ͱͰɺࣾ ಺ਓࡐͷリιーηスγϑトͷਪਐͱͱ΋にɺઐ

໳スΩϧをͨͬ࣋৽ͨͳਓࡐͷ࠾༻΋ڧԽ͠てい͖·͢ɻ
ɹ�つΊͷபͰ͋るʮۀࣄ基盤ڧԽਓࡐʯ͸ɺࣾ ಺શମͷ
て͚޲にݱըͷ࣮ܭۀࣄ����Ͱɺܗをԣஅ͢るۀࣄ֤
基盤ͱͳるػೳを支えるਓࡐͰ͢ɻ
ɹॏ఺஍ҬʢάϩーόϧʣͰͷച্ͷ֦େ΍ੜڧ࢈Խɺ
%9をਐΊる্ͰඞཁͳਓࡐͳͲɺॏ఺ۀࣄਪਐਓࡐͱ
ಉ༷にɺਓࡐͷ֬อɾ഑ஔɾҭ成をਐΊてい͖·͢ɻ

ɹ�つΊͷப͸ɺকདྷͷܦӦを୲ ʮ͏ੈ࣍୅ܦӦਓࡐʯͰ
͢ɻকདྷͷܦӦを୲͏ਓࡐͷܭըతҭ成ͷͨΊɺܦӦઓ
্ུͷॏཁϙストͱ৬੹਱ߦに͢ࢿるװ෦ཁ݅を໌֬
Խ͠ɺαΫηογϣϯϓϥϯにΑるީิऀͷબఆɾܭըత
ͳڭҭɾ഑ஔʢタϑΞαΠϯϝϯトʣͷ࢓૊Έをಋೖ͠て
い·͢ɻ

ɹւ֎ڌ఺ͷφγϣφϧスタοϑװ෦ొ༻͓Αͼҭ成΋
ਐΊて͓Γɺ֤ ஍Ҭに͓いてੵۃతͳొ༻をՃ଎͢るͨ
Ίにɺ����೥౓にɺφγϣφϧスタοϑװ෦ʢ෭ࣾ௕Ҏ
্ʣొ ༻ͷ基ຊํ਑ɾターήοトをఆΊɺ࣮ て֤͚޲にݱ
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ɹ·ͨɺ����೥·Ͱにφγϣφϧスタοϑװ෦ൺ཰
��ˋୡ成を໨͠ࢦɺ֤ ஍ҬͰϋΠϙςϯγϟϧਓࡐͷධ
価ɾҭ成ܭըͷ࡞成をਐΊてい·͢ɻओͳࡦࢪͱ͠て͸ɺ
φγϣφϧスタοϑװ෦ީิ΁ͷʮܦӦスΩϧ基ૅݚमʯ
ʮ՝୊ઃఆܕ໰୊ղܾݚमʯͷ࣮ࢪͳͲにΑΓφγϣφ
ϧスタοϑͷҭ成をਐΊている΄͔ɺ஍ҬͰͷαΫηο
γϣϯίϛοςΟをถभɺ౦ೆΞδΞɺதࠃͰ։͠࠵ɺװ
෦ิީऀܧޙͷҭ成ɾ࠾༻ͷ׆ಈঢ়گ΍՝୊をڞ༗͠
てい·͢ɻ

ਓࡐ戦略

ॏ఺ۀࣄਪਐɾجۀࣄ൫ڧԽΛ͑ࢧΔਓࡐ

の֬อͱҭ成ࡐӦਓܦ୅ੈ࣍

人材の柱 2030事業計画の実現に向けた取り組み 必要な人材タイプ

重点事業
推進人材

予防安全・自動運転対応のエアバッグ・ハンドル開発 ࡐ୅Τアόοάɾハンυル։ൃਓੈ࣍

BEVらしい居住空間づくりのための内装開発 ࡐ୅ۭؒデβインਓੈ࣍

脱炭素・循環型社会実現のため、ゴム・樹脂の再生材のリサイクルを事業化 リαイクルɾػߴೳࡐྉۀࣄԽਓࡐ

再生可能エネルギー拡大など新規事業の創出 ৽Ձ஋։ൃਓࡐ

事業基盤
強化人材

重点地域（グローバル）への拡販を支えるエンジニア／営業 άローόルΤンδニアʗӦۀਓࡐ

高機能電子部品開発を支える複合制御技術レベルの向上 ΤϨクτロニクεਓࡐ

データとデジタルを活用した業務プロセス・事業変革の推進 %9ਓࡐ

ඞཁͳਓࡐʢྫʣ

ࡐӦਓܦ୅ੈ࣍

αΫηογϣϯϓϥϯ
ʢީิऀબఆʣ

Ӧτοϓηϛφʔܦ

ηϛφʔૅجӦܦ

Ӧक़ܦ
഑ஔܭը

ʢλϑΞαΠϯϝϯτʣ

ଟ༷ͳܦӦװ෦ਓࡐのҭ੒

ʪڭҭϓϩάϥϜʫ



TOYODA GOSEI REPORT 2024 61

豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ
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て͖·ͨ͠ɻಛにɺ৬৔Ͱͷ্࢘ͱͷؔ܎͸ैۀһҰਓ
ͻͱΓ͕ྗ׆を͡ײる͏えͰ΋ॏཁͰ͋ΓɺϚωδϝϯト
վֵを௨͡てɺࢥい΍Γͱ৴པに基ͮ ʮ҆͘৺Ͱ͖Δډ
৔ॴͮ Γ͘ʯͷ੔උにऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ
ɹ͞Βにɺै る͜ͱ͕ɺ͢ײһ͕౰ࣾͰಇ͘ҙٛを࣮ۀ
につͳ͕るͱ্޲΁ͷ໨తҙࣝ΍Τϯήーδϝϯトࣄ࢓
をల։͠ていࡦࢪʯをଅਐ͢るײڞえɺʮϏδϣϯ΁ͷߟ
·͢ɻै ձをಘΒػһ͕ࣗΒΩϟリΞをங͖ɺ成௕͢るۀ
Εるͮڥ؀ Γ͘に΋஫ྗ͠ɺҰਓͻͱΓ ʮ͕׆༂Ͱ͖Δ෣
୆ʯͰً͚るΑ͏支ԉ͠てい·͢ɻ

ɹ����೥ΑΓɺै をͶΒいɺ্޲һΤϯήーδϝϯトۀ
һをର৅にɺΤϯήーδϝۀ΋ؚΊͨશैऀ޲಺֎ग़ࠃ
ϯトαーϕΠを։࢝͠·ͨ͠ɻ����೥ΑΓਐΊて͖ͨ෩
౔վֵͷऔΓ૊ΈޮՌを֬ೝ͠つつɺ౰ࣾ΁ͷؼଐҙ
ࣝ΍ࣄ࢓΁ͷݙߩҙཉをࣔ͢ΤϯήーδϝϯトスίΞを
೺Ѳ͢る͜ͱにΑΓɺ͞ Βにಇ͖͕いͷ͋る৬৔ͮ͘Γ
に͚޲てͷࡦࢪをਪਐ͠て͖·ͨ͠ɻαーϕΠͷճ౴཰
͸ɺ։࢝Ҏདྷ���をԼճる͜ͱ͸ͳ͘ɺ· ʮͨαーϕΠに
Αͬてલ͖޲ͳมԽ͕͜ىる͜ͱ΁ͷظ଴ʯを໰͏ઃ໰
ͷスίΞ͸���をԼճる͜ͱͳ͘ɺࡏݱにࢸΓ·͢ɻ
ɹ����೥ΑΓɺଟ༷Խ͢る価値؍΍ࣾձڥ؀ͷมԽを
;·えɺै ͢ݱһҰਓͻͱΓͷ΢ΣϧϏーΠϯάを࣮ۀ

るͨΊにෆՄܽͳʮ৺ཧత҆શੑʯͱʮΤϯήーδϝϯ
トʯを支えるʮΤΫスϖリΤϯスʢࣄ࢓΍ΩϟリΞ͕ैۀ
һͷظ଴にԊͬͨମݧͱͳͬている͔をଌる΋ͷʣʯを
֬ೝ͢るͨΊにαーϕΠをߋ৽ɻ͜ ͷมߋに൐いɺΤϯ
ήーδϝϯトをଌఆ͢るઃ໰を�໰͔Β�໰΁มߋ˞͠·
ͨ͠ɻ໨ඪ値について͸ҡ࣋͠ɺ����೥に͸���を໨ࢦ
͠·͢ɻαーϕΠ݁Ռに基͖ͮɺҰਓͻͱΓͷϞνϕー
γϣϯͷݯઘを೺Ѳ͠ɺΑΓߴいΤϯήーδϝϯトɺͦ ͷ
ઌに͸ͦΕͧΕͷ΢ΣϧϏーΠϯά্޲につͳ͕る͜ͱ
をͶΒいɺʮैۀһ໨ઢʯͰظ଴にԊͬͨϚωδϝϯトࢪ
てい·͢ɻ͠ࢪを࣮ࡦ

ΤϯήʔδϝϯτΛ͑ࢧΔΤΫεϖϦΤϯε

తɾࣾࡁܦ ձతՁ஋૑଄΁

΢ΣϧϏʔΠϯάの࣮ݱ

҆৺Ͱ͖Δډ৔ॴ

৺ཧత҆શੑ

଴ʹԊͬͨΤΫεϖϦΤϯεظ

ࡏݱ
これから
頑張ろう!!

希望の仕事が
できる!

先輩が忙しくて
相談しにくい…

上司が親身に
キャリアについて
聞いてくれた!

新たなスキル
習得！

成長を
実感!

ೖࣾ
मݚҭɾڭ

഑ଐ ҟಈ
ঢ֨

৬৔෩౔վֵ
Ϛωδϝϯτมֵ

༂Ͱ͖Δ෣୆ɾ׆
ޫΛ͋ͯΔ

Τϯήʔδϝϯτ্޲

Ϗδϣϯ΁のײڞ
ΩϟϦΞ࣮ݱ

2021

49%
53%

56%
59%

KPI目標
70%

KPI目標
75%

2022 2023 2024 2025 … 2030（年度）

ΤϯήʔδϝϯτείΞਪҠ ˞ΤϯήーδϝϯトスίΞɿҎԼ�ઃ໰ͷߠఆతճ౴཰ʢ�ஈ֊த�
�ʣͷฏۉ値
ɾࢲ͸ɺۀ຿্ظ଴͞ΕているҎ্ͷݙߩを͠Α͏ͱ͏ࢥ
ɾࢲ͸ɺࣄ࢓を௨͠てݸਓͱ͠てୡ成ײを͡ײている
ɾࢲ͸ɺ౰ࣾͰಇ͘͜ͱをɺ஌ਓにੵۃతにקΊͨいͱ͏ࢥ
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৬৔෩౔վֵɾϚωδϝϯτมֵ

τοϓओಋのίϛϡχέʔγϣϯվֵ͔Βελʔτɹɹ双方向コミュニケーション、役員宣言5ヶ条の実施 など

؅ཧ৬͕ࣗ෼の૝͍Λϝϯόʔʹ఻͑Δɹɹ「職場のビジョンと私の想い」の展開

෦໳࿑ڠ࢖Ͱ৬৔のࠔΓ͝ͱղܾɹɹ'21年～エンゲージメントサーベイ開始

֤ੈ୅ɾ৬छのಇ͖͕͍ٞ࿦ɹɹ働きがいプラス委員会（シニア、若手など）

ࣦഊΛڪΕͣɺ্ ԡ͠ɹɹチャレンジプラス活動ޙ΋௅戦Λ࢘

����ʙ ���� ���� ���� ���� ���� ���� ʜ����

΢ΣϧϏʔΠϯάの࣮ݱ

଴ʹԊͬͨΤΫεϖϦΤϯεظ

҆৺Ͱ͖Δډ৔ॴͮ Γ͘

৺ཧత҆શੑの্޲

༂Ͱ͖Δ෣୆ɾޫ׆ Λ
͋ͯΔ

Τϯήʔδϝϯτ্޲

෩౔վֵ

ಇ্͖͕͍޲

Τϯήʔδϝϯτ্޲

ɹ����೥に࿑ಇ૊合͕࣮ͨ͠ࢪΞϯέートにΑΓɺʮ಺
ൃతͳಇ͖͕い͕௿いʯͱͷ݁Ռ͕ࣔ͞ΕてҎ߱ɺ৬৔
෩౔վֵをਪਐ͠て͖·ͨ͠ɻ৬৔಺ͷίϛϡχέー
γϣϯଅਐɺトοϓϝοηーδͷൃ৴ɺಇ͖͕いをߴΊる
ҕһձͷൃ଍ɺࣾ ԋձͳͲɺ৬৔෩౔ͱߨにΑるࢣߨ֎
Ϛωδϝϯトͷ྆໘͔ΒऔΓ૊Έをܧଓ͠てい·͢ɻ
ɹΤΫスϖリΤϯスαーϕΠͷ݁Ռ͔Β͸ɺ͜ Ε·Ͱͷ

औΓ૊ΈにΑΓɺ৬৔಺ͷྗڠମ੍΍ίϛϡχέーγϣ
ϯͳͲɺ৬৔෩౔ͷྑԽにҰఆͷޮՌ͕ݟΒΕる͜ͱ͕
෼͔Γ·ͨ͠ɻҰํͰɺ৺ཧత҆શੑ΍্͕࢘ϝϯόー
ͷ΍るؾをҾ͖ग़͢͜ͱにؔ͠՝୊͕͋るͨΊɺ����
೥͸Ϛωδϝϯトมֵͷ͞Βͳるਪਐͱର࿩׆ಈにྗを
ೖΕてい͖·͢ɻ

���Ϛωδϝϯτมֵ
ɹશ໾һɾ؅ཧ৬をର৅にɺਫ਼ਆՊҩにΑるʮਓؒྗ
0.0*:"3*ίϛϡχέーγϣϯݚमʢશ�ճʣを̏೥ؒ
͔͚て࣮͠ࢪ·͢ɻʢ`���ୈ�ճɺ̀���ୈ�ճɺୈ�ճɺ̀���
ୈ�ճɺୈ�ճʣ͜ ΕにՃえてɺ৬৔ͷリーμー૚をର৅
ͱͨ͠ɺ֎෦ࢣߨにΑるʮ৺ͷ௨͏৬৔ͮ͘Γݚमʯをࡢ
೥にҾ͖ଓֻ͖͚࢓てい͖·͢ɻ

ਓؒྗ0.0*:"3*ίϛϡχέーγϣϯݚम
डऀߨ਺ɿ�
��� ʢ໊��೥౓�ୈ�ճʣ
৺ͷ௨͏৬৔ͮ Γ͘ݚम
डऀߨ਺ɿ܎௕���໊�άϧーϓリーμー���໊

���ର࿩׆ಈ
ɹ্ݚهमͷ成Ռをൃ͢شる࣮ફͷ৔ͱ͠てɺ֤ ৬৔Ͱ
トοϓ૚΍෦໳௕ͱϝϯόー͕ର࿩͢るϥ΢ϯυςーϒ
ϧϛーςΟϯάを࣮͠ࢪ·͢ɻ

৺ͷ௨͏৬場ͮ͘Γݚमडߨ෩ܠ

ϥ΢ンυテーϒルϛーティンά
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ビジョンへの共感

キャリア自律支援

企業価値向上の取り組み

　2030事業計画が策定され、そこに込められた想いを
伝えるために、トップ自らが各職場をまわり、メンバーや
労働組合執行部と直接対話する機会を設けました。これ
に加え、2024年には、各本部のトップが、当社の将来や
事業に対する想いを語る「想いを伝える会」をすべての
本部で開催します。

　一人ひとりが2030事業計画を自分ごととして捉え、自
身がどう関わるかを考えることが、仕事への目的意識を
高め、関与を強めます。経営層や管理職がメンバーと向
き合い、一人ひとりに「あなたには、こう貢献して欲しい」
と納得できるように導くために、今後も対話の機会を作
り、ビジョンの浸透だけでなく、共感をはかっていきます。

　中堅・若手社員の成長意欲促進をねらい、2021年に
働きがいを高めるワーキンググループを立ち上げまし
た。その中で、キャリア形成施策を「ワク・キャリ活動」と
名付け、「キャリアの見える化」「意識醸成」「キャリア形
成促進」を取り組みの3本柱として、全社施策へつなげて
います。

　これらの取り組みにより、中堅・若手（20代、30代）の
エンゲージメントが年々向上し、手応えを感じています。
一方で、50代、60代には課題があると認識しています。
役割やキャリアデザインなど、上司との対話を通して、モ
チベーション向上を図ります。

　当社では、福利厚生の充実をねらい、従業員の財産形
成の一助とすることに加え、一人ひとりが当社の株主と
の一層の価値共有を進めるとともに、経営への参画意識

の向上を図ることを目的に、従業員持株会向け譲渡制限
付株式インセンティブ制度を導入しました。
持株会加入率：45%→84%へ（2024年10月時点）

【ワク・キャリ活動の取り組み事例】

活躍
イメージ

志向
タイプ

● これまでにない新しい製品や価値を生み出して活躍したい
● チームワークを発揮し、より大きな成果を創出したい

● 市場ニーズを把握し、新価値開発を推進するエキスパート
● 将来を見据えた製品の企画・開発を推進するリーダー

基礎
技術・開発人材として
配属部門で基本的
スキルを習得する

開発

後工程を知る
後工程で顧客のニーズを
体感し、信頼獲得のため
の苦労や難しさを経験

設計・生技

知見拡大/深堀
他事業領域の開発を
経験し、幅を広げる

他事業領域の開発

新要素技術の開発
これまで培った経験・知識 
を活かし、新要素技術の
開発に取り組む

開発

率先主導/推進
新製品の企画立案や
関係者との調整、具現化
を推進する

開発

新価値開発の推進
担当組織のマネージャーとして
新たな価値創出集団をリードし、
新価値の開発を実現する

新価値開発

■　創造・技術開発力 
■　課題形成力 
■　コミュニケーション能力、
    プレゼンカ

■　環境分析力、顧客志向 
■　調整力、交渉力     など

【マルチ・ワイド型】エキスパート人材

特に期待されるスキル(例)

キャリアパスモデル（キャリアの見える化）

異業種交流会（キャリア形成促進）



64

豊田合成の成長戦略

ਓࡐ戦略

ʙଟ༷ͳਓډʹࡐ৔ॴͱɺ
ɹͦのਓΒ͍͠׆༂の෣୆Λ૑ग़͠ɺޫ Λ౰ͯΔʙ

����೥�݄にɺμΠόーγςΟ୲౰໾һにब೚͠·ͨ͠ɻ

ଟ༷ͳਓࡐͷ͞·͟·ͳݧܦ΍価値؍をଚॏ͠ɺ

֤ਓ͕ಇ͖͕いを΋ͬて׆༂Ͱ͖る৬৔ڥ؀を࣮͢ݱる͜ͱͰɺ

૊৫શମͷྗをߴΊɺۀاͷ成௕につͳ͛てい͖·͢ɻ
μイόーγティ୲౰໾һ

ࢠߒ�౻҆

重点取り組み 概要や主な活動

ᶃঁੑ׆༂

事
技
職

・ アドバンスプログラム：管理職昇格に向けた育成課題を明確化し、その解消に向け必要な役割付与や機会提供を行い、能力向
上を図る
・ エンカレッジプログラム：中堅女性従業員に対して、年間を通じた研修と職場実践、社内外交流により、自身の持ち味を活かし
たリーダー像を描くことで、キャリアアップを後押しする研修

技
能
職
・ 誰もが働きやすい環境づくり：製造現場で働く女性リーダーを中心に職場環境整備を図る（管理監督者のリテラシー向上、
ロールモデルづくりのための他社交流会など）

ᶄো͕いऀ
・職場環境整備
・特例子会社とともに取り組み、法定雇用率を達成
・活躍職場や職種の拡大

ᶅཱ྆支ԉ ・制度設計、仕組みづくり：育児・介護休業、短時間勤務の拡充(法定基準を上回る制度)
・啓発活動：育児と仕事の両立支援セミナー(管理監督者向け)、介護セミナー(55歳以上)

ᶆ-(#52 ・制度設計、仕組みづくり：パートナーシップ証明者への福利厚生制度適用
・啓発活動：ガイドブック作成

 ダイόーシティ・ΤΫイティ̱ インΫϧーδϣン	DE�Iʣ

ํ͑ߟຊతͳج

ɹଟ༷ͳ価値؍΍৽ͨͳࢹ఺ɾߟえํをܦӦにऔΓೖ
ΕるͨΊɺ͜ Ε·Ͱ΋͋ΒΏるଐੑͷਓʑͷ࠾༻ɾҭ成ɾ
ొ༻をੵۃతにਐΊて͖·ͨ͠ɻ����೥͔Β͸ɺଟ༷ͳ
ਓ͕ࡐड͚ೖΕΒΕɺ׆༂Ͱ͖るډ৔ॴͱ෣୆を࡞Γɺ
ʮΠϯΫϧーδϣϯʯにつͳ͕る෩౔ৢ成ɺ੍ ౓ɺڭҭମ
ஙに஫ྗ͠てい·͢ɻߏͷܥ
ɹ����೥に͸౰ࣾͷμΠόーγςΟ׆ಈをਁಁͤ͞る
ͨΊɺγϯϘϧϚーΫͱスϩーΨϯをࣾ಺ͰืΓɺʮ%&ˍ*
ΈΜͳͰਐ΋͏ଟ࠼ͳະདྷ΁ʯにܾఆ͠·ͨ͠ɻ

ಈのॏ఺औΓ૊Έ׆*�&%

ɹ%&�*ͷऔΓ૊Έに͓いて͸ɺଟ༷ੑをཧղ͠ɺֶ ͼɺ
ͱ΋に支え合いɺߦಈにつͳ͛る͜ͱを࣠ͱ͠てɺΞΫ
γϣϯϓϥϯをࡦఆ͠てい·͢ɻ
ɹ֎෦ࢣߨにΑるߨԋձɺ༗ࢤをืΓ׆ಈをاը͢るί
ϛϡχςΟ׆ಈͷ࣮ࢪɺൃܒΠϕϯトͱ͠てʮ͓΋い΍Γ
݄ؒʯをઃ͚るͳͲɺશैۀһͷҙ্ࣝ޲をͶΒいͱ͠
てɺҎԼͷΑ͏ͳॏ఺औΓ૊Έを࣮͠ࢪてい·͢ɻ

%&�*औΓ૊Έの࣠

ともに学ぶ

ともに動く ともに支える
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���ᶃঁੑ׆༂
ɹ੡造ۀͷ޲܏ͱ͠てঁੑैۀһൺ཰͕௿͘ɺஉੑैۀ
һ͕ඪ४ͱͳͬている৬৔ڥ؀ɺϩーϧϞデϧͷෆ଍に
ΑΓɺ౰ࣾに͓いてঁੑ؅ཧ৬ͷొ༻ɾҭ成͕஗Εてい
·ͨ͠ɻͦ ͷͨΊɺঁ ੑ؅ཧ৬ొ༻ͷ໨ඪ਺を����೥
·Ͱに��໊ɺ����೥·Ͱに���໊ͱ͠ɺঁ ࢪ༂ͷ׆ੑ
をՃ଎ͤ͞てい·͢ɻࡦ
ɹ۩ମతͳࡦࢪͱ͠て͸ɺスタοϑۀैܥһに͸ɺࣗ ਎を
·ͣ஌ΓɺڧΈを͔ͨ͠׆リーμーγοϓ૾をඳͨ͘Ίͷ
ʮΤϯΧϨοδϓϩάϥϜʯを։ઃ͠·ͨ͠ɻҰํɺ੡造ݱ
৔ͷैۀһ͚޲に͸ɺঁ ੑリーμーをத৺に୭΋͕ಇ͖
΍͢い৬৔ͮڥ؀ Γ͘に͚ͨ޲औΓ૊Έを࢝Ί·ͨ͠ɻ

ɹ௚ۙͷࡦࢪͱ͠て͸ɺΑ
Γঁੑ͕ಇ͖΍͢い৬৔に
͢るͨΊにɺঁ ੑトΠϨに
ੜཧ༻඼୨をઃஔͨ͠Γɺ
৔͝ͱにঁੑ૬ஊһを഑޻
ஔ͠ɺܰؾに૬ஊͰ͖る؀
্޲ΓͳͲをਐΊてい·͢ɻ·ͨɺϞνϕーγϣϯͮ͘ڥ
いɺ੡造ߦతにۃͱͷަྲྀをੵۀͱ͠てɺଞࣾ੡造ࡦࢪ
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2023年度の連結業績について、売上収益は、半導体
供給の安定や、日本や米州を中心とした旺盛な需要に支
えられ好調に推移し大幅な増収となりました。

営業利益についても、増販効果を享受できたことに加
え、前期まで発生していた生産量の急激な変動に伴う生
産不能率の解消、さらに為替の円安影響もあり大幅な
増益となりました。売上収益、利益ともに過去最高とな
る一年となりました。

当社は、2023年8月に2030事業計画を策定し、経営
目標として、売上収益1兆2,000億円、営業利益1,000億
円、営業利益率8%、またROEは株主資本コスト７～８％
を上回る10％以上を掲げました。

財務方針についても刷新し、従来の成長性・安全性の
観点に、効率性の観点を加えた3つのバランスにより企
業価値向上を目指します。

またROE10%に向けてバランスシートマネジメントを
強化していきます。

研究開発も含めた投資は、高成長・高収益が期待でき
る事業・地域に重点的にリソーセス配分していきます。

地域軸では米州・インド、事業軸では内外装部品・セー
フティシステム製品です。

例えば米州では、BEVなど多種多様なクルマの進展を
見据えており、車両のフロント・リア部を構成する各種大
型塗装品向けなど、幅広いバリエーションの製品を供給
できる体制を整備しました。米州での内外装製品の販売
拡大に対応していきます。

またインドでは、クルマに対する安全意識の向上を背
景として、乗員を保護するエアバッグの搭載が拡大して
います。生産能力の増強と合わせ、カーメーカーの開発
ニーズに迅速に対応できるR＆Dセンターも設立し、現
地での技術開発機能強化も図っています。

地域・顧客特性を加味したグローバルR&D体制の構
築は基より、電動化をはじめとするCASE社会を見据え
た対応や、CN/CEの実現に貢献する新材料ならびにソ
リューション開発による新規事業創出など、今後の成長
分野にも先行投資しています。

成長機会を逃さぬよう、あらゆる投資機会に機動的に
対応できる自己資金ならびに資金調達力を確保するとと
もに、調達手段の多様化も図っています。

24年3月には、ESG活動を推進する資金調達の仕組み
であるサステナブルファイナンスを活用したインパクト・ボ
ンドを発行しました。これは「サステナブル＆ポジティブイ
ンパクト・ファイナンス フレームワーク※１」を活用した本
邦初の取り組みとなります。

また本社主導による資金の効率化を狙いとしたグロー

豊田合成の成長戦略

財務戦略

CFO 執行役員 蜂須賀 正義

事業ポートフォリオ見直しと
資本効率の改善を遂行し、
企業価値向上に取り組みます。

CFO MESSAGE

2030事業計画

財務方針

成長性

安全性

2023年度の業績

2030事業計画を支える新たな
財務方針

成長性・安全性・効率性の
バランス

企業価値向上

高成長・高収益分野へ
重点投資（R&D・設備投資)

成長性(利益成長)

あらゆる投資機会に機動的
に対応できる自己資金および
資金調達力を確保

安全性

効率性
(資産効率・資本効率)

資本コストを意識した
効率的な事業運営

通常式を簡素化して実
務運用

※TG-ROIC

＝ 固定資産+棚卸資産
営業利益

成長性
営業利益
1,000億円

安全性
連結月商
1カ月

ROE 10%

効率性

TG-ROIC※ 20%
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バルでのグループファイナンス導入を皮切りに、地域内
プーリングの導入も図り、一層の効率化と平準化を進め
ていきます。

2030年事業計画の経営目標であるROE10％を達成す
るため、資産・資本効率の向上を図るバランスシートマネ
ジメントを強化しています。

資産効率向上の観点から、当社独自の指標であるTG-
ROICを導入しました。このTG-ROICは、営業利益を固定
資産と棚卸資産の合計で除したもので、製造会社に必要
不可欠なアセット対比でのリターンを追求するものです。

固定資産について、当社は個々の投資判断に回収期間
法を採用していますが、TG-ROIC目標とリンクした回収
期間目標の運用を開始しました。投資案件に課される回
収期間は従来比で短縮、厳格化しています。

棚卸資産について、コロナ禍や半導体供給不足に対応す
るために一時的に在庫水準を増やしておりましたが、改めて
個々の子会社単位で適正レベルへの見直しを進めています。

英国子会社の閉鎖および米州子会社の減損を実施し
ましたが、アセットリターンの観点から不採算事業の意思
決定を後押しした事例となります。

株主還元の強化
当社の株式を保有していただく株主のみなさまに報いるた

めに「安定的かつ継続的な増配」を基本方針としております。
この方針を実現するため、配当方針を従来の「配当性向

30％以上」から 「DOE2.5％を下限目標」に見直しました。ま
た、適切な資本構成を構築するため、機動的な自己株式の
取得にも取り組みます。政策保有株式の大幅縮減、それを原
資とした自己株式の取得を実施しましたが、このような株主
還元の取り組みによって、従来以上に資本効率の向上を意
識するとともに、株価を意識しながらTSR（株主総利回り）を
長期安定的に向上させていきます。

 加えて、非財務情報を含む積極的な情報開示や、株主構
成の多様化、特に海外投資家や個人投資家を増加させるた
めに対話機会の拡充、Webサイトなどにおける情報開示を
充実させ、株主資本コストの低減にも努めます。

2030経営目標を達成の前提で、2023年度から2030
年 度までに生み出される営 業キャッシュフローは約
6,500億円と見積もっています。

併せてTG-ROICを指標にした効率化や、政策保有株式
の縮減などによりバランスシートの圧縮も進めていきます。

設備投資は重点事業・地域を中心に3,500億円を投入
します。株主還元については、前述した通り、安定的・継続
的な増配の原資として1,000億円以上を確保します。残る
2,500億円については、収益性の高い案件に対する追加
投資や、事業環境や成長機会に応じてM&A、アライアン
スなどの非連続成長分野にも投資していきます。またその
ような投資がない場合には、資本効率向上の観点から追
加的な株主還元に回すなど戦略的に配分していきます。
2023年度の営業CFは足元の好業績により、当初計画を
過達。バランスシートの圧縮についても前述の財務方針
に基づいた取り組みを計画通り実行しました。

※1 サステナブル・ファイナンスの枠組みで、国際資本市場協会（ICMA）が定めるグリー
ンボンド原則およびソーシャルボンド原則に適合し、さらに国内初のインパクト・ファイ
ナンスの枠組みでは、国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が定めるポジティ
ブ・インパクト金融原則（PIF原則）にも適合しています。

効率性

キャッシュ・アロケーション

売上収益
1兆2,000億円

営業利益
1,000億円

営業利益率
8％

ROE
10％2030 年度経営目標

キャッシュ・アロケーション （2023年度から2030年度までの累計）

重点事業・地域
 (セーフティシステム・内外装、北米・インド・中国)
新モビリティ・脱炭素・トヨタ外拡販などに
戦略的に配分、事業ポートフォリオを組み換え

事業環境や成長機会に
応じて戦略的に資金配分

戦略的アロケーション

固定資産、棚卸資産の効率化
政策保有株式の縮減など

営業CF
6,500億円

配当
1,000億円

2030年度
営業利益率8%
達成前提

バランスシートの改善
500億円

研究開発費
人的投資

DOE2.5％を
下限目標

設備投資
3,500億円
 （償却範囲内）

(CN投資)

戦略投資
(含むM&A・

アライアンスなど)

追加株主還元

2,500億円
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当社を取り巻くリスクについて

国際情勢や地政学リスク、サイバー攻撃といった外部
環境の変化や、人権保護や環境規制などの外部要請が
高まる中、当社を取り巻く環境は大きく変化しつつあり
ます。その中で、自動車業界においては電動化の進展が
鈍化している状況です。このようにリスク範囲が広く、予
測が困難な変化が続く事業環境の中で、持続的な企業
価値向上を実現するには、変化を先取りし、グローバル
にリスクマネジメントを推進することが重要です。

また、ここ数年、自動車業界は相次ぐ認証不正により
品質の信頼を揺るがしています。加えて、サプライチェー
ンでの不適切な取引によるコンプライアンス問題も発生
しています。ステークホルダーや社会から信頼され、必要
とされる企業であり続けるために、リスク管理の重要性
が一層高まっていると強く感じています。

   基本的な取り組み
当社では、情報収集の充実とその分析をするために、

PEST※1や3C※2などの手法を活用しています。この分析
を通じて、リスクを機会と捉えて事業成長につなげる「事
業戦略リスク」と、発生時の損失を最小限に抑えるための

「経営基盤リスク」に分類し、CROがグループ全体をリー
ドしながら、各々のリスク低減活動に取り組んでいます。

具体的には、社長を委員長とする「内部統制委員会」
を年2回開催し、その中で構成される「リスク管理部会」
にて、各々の重点リスクの議論やリスク低減活動のフォ
ローをしています。重点リスクの選定は、毎年、外部環境
と内部環境の分析により、経営への影響度合いと発生
の可能性をベースに、リスク評価を行っています。

2030事業計画の実現に向けた 
リスクマネジメント活動

豊田合成の成長戦略

リスクマネジメント

CRO 執行役員 大谷 勝文

リスクをチャンスに変える挑戦と
リスクをコントロールする取り組みで
持続的な企業価値向上に貢献します。

CRO MESSAGE

内部統制委員会

コンプライアンス部会リスク管理部会 内部監査部会

委員長：齋藤社長

内部統制に関わる方針や諸施策の審議

企業倫理、法令などの遵守状況の報告・審議 など重要なリスクの選定、回避・軽減のための
対応策の決定、実行状況の確認 など

内部監査の状況報告

●次年度の重点リスクの特定
●重点リスクへの対策計画の確定

(年度計画の実行)
●重点リスク情報の共有 (国内外グループ会社含む)
●会社方針、部門方針への反映
●計画に基づく活動の実施

●年間活動のレビュー (国内外グループ会社含む)
●リスク分析の共有
●取締役会メンバーでの活動の評価・議論

活動の外部公表（有価証券報告書、コーポレート・ガバナンス報告書、統合報告書、企業Webサイト など）

●当年度の活動進捗状況の最終報告
●リスク管理方針・活動・
   標準などの改善・見直し

DO

CHECKCHECK

PLAN PLAN 

ACTION
ACTION

DO

内部統制委員会の体系図

リスクマネジメントの主たる活動
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重点リスク事例

区分 主な重点リスク

リスク規模

経営への影響
(財務影響など)

×
発生の可能性
(頻度)

大

●カーボンニュートラル対応（カーボンプライシング対応、ゴム・樹脂材料対応含む）
●サーキュラーエコノミー対応（グリーンテクノロジー対応含む）
●大規模災害（異常気象、他）	 ●原材料調達・エネルギー高騰、など	 ●成長分野・市場への対応
●重要品質問題によるリコール発生	 ●サイバー攻撃・詐欺メール	 ●中資系カーメーカーのグローバル躍進
●重大労働災害による人的被害・操業停止

中

●BEV化対応（BEV市場への新製品市場投入、燃料系部品減少対応など含む）
●人員不足（労務費高騰含む）	 ●サプライチェーン分断（地政学、市況動向、感染症・災害などによる影響など）
●機密情報の漏洩	 ●貿易摩擦（経済安全保障関連含む）	 ●ハラスメントの発生
●交通事故（死亡・悪質）	 ●火災・爆発事故による企業活動の停止

小 ●特許網構築不足

事業戦略リスクは、2030事業計画の実現に向けて、
重点施策を中心にリスクに対する施策の実行計画を
バックキャストとフォアキャストの視点で整理し、戦略の
見直しとともに、年度方針へ反映しながら、さらなる事
業成長に向けて取り組んでいます。一方、経営基盤リス
クについては、持続的な経営に影響を及ぼす要素を機
能毎に抽出し、リスク低減を推進しています。

   2023年度の振り返り
事業戦略リスクは、2030事業計画の確度を高めるた

めに、国際政情不安、経済低迷、BEV普及のスローダウ
ン、中資系カーメーカーの躍進など事業環境の変化を
ふまえ、各戦略へ織り込みました。また、経営基盤リスク
は、自動車業界での品質認証問題をふまえ、体制基盤強
化や職場風土改革に取り組みました。具体的には、独立
した法規認証管理体制組織の新設や、各職場での困り
事の抽出。加えて、独禁法や下請法遵守に向けた仕入先
様とのコミュニケーションの充実も図ってまいりました。

また、重点リスクの中でグローバルで影響の大きいリ
スクは、国内外グループ会社に展開し、年間を通じてリ
スク低減活動のためのPDCAサイクルを回しています。
特に、品質認証や取引適正化など、世の中から注視され
ている領域では、コンプライアンス活動を通じて取り組
んでいます。また、経済安全保障に関しては、ワーキング
グループを新設し、国内外の動向を勘案した施策を実施
しています。

なお、リスク顕在化時の対応に関して基本的事項を取
りまとめた「危機管理対応ガイド」を制定しており、万一
の場合に適切かつ迅速な行動をとるための対応事項を
明記しています。

   今後の取り組み
2024年度の事業戦略リスクは、BEV普及の鈍化に伴う

各カーメーカーの戦略変更や全方位戦略への対応などに
加え、重点施策である成長市場のインド事業戦略に関わ
るリスク、そして、従来より取り組んでいる、アセアンを中
心とした中資系カーメーカーのグローバル展開への対応
を追加し、全11項目の重点リスクを選定しました。これら
をふまえ、戦略的な投資や製品開発など具体的に事業活
動へ落とし込み、推進しています。

一方、経営基盤リスクでは、各国の保護主義的な通商政策
懸念や中東、ロシアなどの地域紛争の長期化などの地政学リ
スクに加え、少子高齢化による労働力の減少や採用難による
人材不足、中資系新興BEVメーカーの経営問題などを新た
なリスク要因として追加しました。これらを含む全14項目を
重点リスクとして選定し、具体的なリスク低減策に取り組ん
でいます。選定した重点リスクは、国内外の関係会社にも展
開し、個社のリスクアセスメントや本社との協働による自主
点検活動を行い、グループ全体でPDCAを回しています。ま
た、経済安全保障は、2023年度に新設したワーキンググルー
プ活動にて、各国の法規動向を捉えた対応策を講じるととも
に、変化する環境や要請をふまえ、原材料や部品の安定調達
に向けて、サプライチェーンの強靭化に取り組んでいます。

また、経済安全保障を含む重点リスクや、政情不安による
突発的なリスクへの取り組みについて取締役会などでの議
論を通じて、変化に即した継続的な改善を行っています。

   持続的成長に向けて
地政学リスクや各国の経済政策による外部環境の急

速な変化、さらには各国の規制やルールの複雑化といっ
た外部要請に加え、グループ各社について丁寧な分析と
評価を行うことが不可欠です。これらのリスク分析をふ
まえ、スピード感を持って適切なリスク低減策を実行す
ることや、リスクが具現化した場合の危機対応が重要と
なります。今後もステークホルダーのみなさまから信頼
される企業であり続けるために、リスクマネジメント体制
を継続的に強化し、先回りしたリスク対応を通じて、誠
実な事業運営に努めてまいります。

※1　�外部環境を政治、経済、社会、技術の4つの要因に分類し、自社に与える影響を
読み解く分析手法

※2　顧客、競合、自社の観点から市場環境を読み解く分析手法
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豊田合成の成長戦略

これまでの取り組み
区分 実施事項

ハード

●建物､設備の耐震対策
●災害時の全社の対策本部基地となる防災センターの設置
●MCA 無線※1、衛星電話の全拠点への配備
●危機管理サーバー（免震構造）、非常用発電機の設置
●DR※2、DC※3の運用

ソフト

●敷地建物安全判定の導入
●地震速報システム、安否情報システムの運用訓練
●サプライチェーン情報の整備
●事業継続計画書（BCP）の作成

スキル ●レジリエント訓練（災害模擬演習）の継続的な実施

※1 日常の業務から緊急・災害時までさまざまな用途で使用される無線
※2 被害を受けたシステムを復旧・修復する体制（Disaster Recovery）
※3 �コンピュータやデータ通信などの装置の設置・運用に特化した施設の総称

（Data Center）

災害発生 ～ 初動対応 復旧対応

初動対策
本部

緊急対策本部

地区対策
本部

【常設】

指示
報告

地震発生
緊急地震速報
作動

先発隊（調査隊）

警戒・監視班

生活支援
本部

生産復旧
対策本部

災害対応イメージ

サイバーセキュリティ対策の主な取り組み

区分 実施事項（国内外グループ会社および仕入先は影響度に応じて対応）

過失による
漏洩防止

ハード ●パソコンデータの暗号化	 ● USB デバイス接続制限

ソフト ●電子メール社外送信時のセキュリティ措置（上司アドレス CC の義務化、添付ファイルの暗号化）

悪意による
漏洩・侵害防止

ハード
●コンピュータウイルス対策ソフトの導入	 ●ファイアウォールによる社外との通信制御
●不正通信の常時監視	 ●社外公開システムの改ざん検知・防止対策
●ネットワークへの不正接続防止

ソフト
●機密保持の誓約	 ●ファイルサーバへのアクセス制限
●物品持出申請の強化

啓発活動（モラル対策） ●従業員へのセキュリティ教育	 ●標的型メールへの対応訓練
●チェックシートを用いた全社機密管理点検／現地監査

　当社では、南海トラフ巨大地震や気候変動による自然
災害などの大規模災害を想定して、「人命第一」「地域支
援」「早期復旧」を基本とする危機管理体制を整えてい
ます。具体的には「危機管理統括プロジェクト」を中心に
ハード・ソフト面の対策に加えて、災害時の対応者のス
キルが不可欠と考え、役員をはじめとする対策本部メン
バーの「レジリエント訓練」（災害模擬演習）を2013年度
から全社で延べ210回以上実施。また、生産復旧体制の
整備として、被災した建屋・設備・工程の復旧と代替生産

の手順の具体化を進めています。
　被災後も製品開発を継続できるよう、設計図面データ
などの復旧訓練も行っています。さらに社内だけでなく
グループ会社・サプライヤーの危機管理強化の研鑽会を
定期的に実施。「地震対策実施状況チェック表」による
評価、グラフ化による弱点の明確化、当社や他社の対応
事例の紹介や事業継続計画書（BCP）の作成協力などを
行っています。

　機密情報の管理強化のため「機密管理規程」に基づき
全部門のルール遵守状況を年1回点検するとともに、現
地監査も実施。国内外グループ会社に加えて、主要サプ
ライヤーも対象に自主点検を行っています。
　全部門に機密保持責任者を置き「情報システムセキュ
リティ運用標準」や「機密情報管理のてびき」などをもと

に機密管理の啓発活動を行っています。また、国内外グ
ループ会社および主要サプライヤーにおいては、当社へ
の影響度合いと各社のサイバーリスク対策の点検結果
に基づいた具体的な対策を層別・実行しており、全社会
議体の中で定期的に報告・議論を行うことで、グローバ
ル一体でのサイバーセキュリティ対策を推進しています。

リスクマネジメント

大規模災害を想定した「危機管理統括プロジェクト」

サイバーセキュリティ対策の活動
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持続的成⻑を支える取り組み

品質保証に対する取り組み

■ TQM※1活動による企業体質強化
TQMの基本理念に基づき「品質・仕事の質」「人と組

織の活力」を高め、柔軟で強靭な企業体質をつくるTQM

活動を全社を挙げて推進しています。「職場マネジメント

改善活動」「小集団活動」など従来からの改善活動に加

え、“変化を先取りして仕事のやり方を変える”ことをコ

ンセプトとした「新TQMの理念」も展開しています。時流

に合わせて、改革・革新に挑戦する人材育成と風土醸成

にも取り組んでいます。
※1 Total Quality Management

改革・革新に挑戦する人材育成
昨今のDXの急激な拡大により、ビッグデータを利活

用し、仕事のやり方を効率的に改革できる人材が必要不

可欠になっています。

統計的品質管理（SQC）や機械学習法（ML）を利活用

できる人材の実践教育を産学連携※4も含め、強化してい

ます。
※4 各大学の教員やトヨタグループ有識者が講師を担当

改革・革新に挑戦する風土醸成
新TQMの理念「改革・革新に挑戦」に基づき、価値

創造に挑戦できるコミュニティを目指して「価値創造コ

ミュニティ活動」を推進しています。

〈コミュニティの目的〉
・価値創造マインドを共有できる職場を超えた仲間づくり

・価値創造に向けた居場所の提供

・失敗を恐れずに変える、変わる、チャレンジする風土醸成

お客様
第一

絶え間
ない改善 全員参加

TQM

お客様の
期待を創造

改革・
革新に
挑戦

一人
ひとりが
考動・連携

TQM

TQMの基本理念 新TQMの理念

データサイエンス実践道場

価値創造コミュニティ活動の社外交流の様子

TQM活動

階層 実施事項

管理職 職場マネジメント改善活動

事技職

小集団活動（グループ改善活動）
SQC※2/ML※3実践力向上活動
※2 SQC：Statistical Quality Control（統計的品質管理）
※3 ML：Machine Learning（機械学習）

技能職 小集団活動（QCサークル活動）

「品質の TG」とグローバル全てのお客様から
評価されるよう全員参加で取り組みます。

品質保証本部長 河瀬 誠

品質保証
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人づくり 職場10ヵ条の定着／
監督指揮活動の徹底など

2S1Y／やりにくい作業の
吸い上げ・是正

重大不具合を風化させない
工夫・教育／過去トラ教育
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環境取り組みプラン（5年単位）
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4DPQF�
�
ΧʔϘϯχϡʔτϥϧ
4DPQF�
ʢ����೥ൺݮ࡟�����ʣ

4DPQF�
�
�
ΧʔϘϯ
χϡʔτϥϧ

άϩʔόϧڧԽ

�Ψεのݮ࡟のڧԽ

・グローバル連結目標管理
・水使用量低減

ࣗવڞੜ׆ಈॆ࣮・工場の森づくりスタート

୤୸ૉࣾձʹ׆͚ͨ޲ಈ
・再エネ導入
・照明LED化完了
・生産技術改善の強化
・省エネ改善専門チーム発足

・CO2低減目標
・主要工場
  ISO取得

2015 2020 2025 2030 2050 （年度）

取り組みプラン
ୈ࣍�

取り組みプラン
ୈ࣍� 取り組みプラン

ୈ࣍� 取り組みプラン
ୈ࣍�

2023年8月公表
（新目標の設定）

����೥
ϚΠϧετʔϯ

2021年4月公表

5(����
νϟϨϯδڥ؀

ୡ成

TG2050環境チャレンジ達成に向けた
中長期シナリオ

TG2050環境チャレンジ
（6つのチャレンジ）

ಈのਪਐ׆ۀࣄ഑ྀͨ͠ʹڥ���؀
։ ɾൃੜ࢈ɾൢ ചͷ׆ۀࣄಈ͔Βഇغ·Ͱͷશてͷஈ
֊Ͱɺڥ؀ͱਂؔ͘࿈͠ている͜ͱをೝࣝ͠ɺࣾ ಺શ
෦໳͸΋ͱΑΓɺࠃ಺֎ؔ܎ձࣾɺ࢓ೖઌをؚΊͨ豊
田合成άϧーϓͱ͠てɺ٬ސɾߦ੓ͳͲͱ΋ڠ ɾྗ࿈ܞ
͠ɺڥ؀に഑ྀͨ͠׆ۀࣄಈを͏ߦɻ

ຽͱͯ͠ࢢۀا��� のऔΓ૊Έ
ຽͱࢢۀا͖ྑ て͠ɺ஍Ҭɾࣾ ձͷ׆ڥ؀ಈにऔΓ૊
Ήͱͱ΋にɺ֤ ஂମͷ׆ڥ؀ಈ΁ͷࢀՃɺ支ԉɾྗڠ
を͏ߦɻ·ͨɺࣾ һҰਓͻͱΓ͕஍Ҭɾࣾ ձͷҰһͱ
て͠׆ڥ؀ಈにऔΓ૊ΉͨΊͷൃܒを͏ߦͱͱ΋にɺ
ࣾձݙߩɾϘϥϯςΟΞ׆ಈを支ԉ͢るɻ

���͜ ಈの৘ใΛ׆ͨ͠͏
৴͢Δͱͱ΋ʹɺൃ͘޿
֤૚͔ΒのҙݟΛௌऔ
͠ɺ͞ ΒͳΔվળ׆ಈʹ
౒ΊΔɻ

શͯの׆ۀࣄಈΛ௨ͯ͡ڥ؀อશʹݙߩ

ຊํ਑جڥ؀


UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ	�औΓ૊Έϓϥϯʛ豊田合成ڥ؀

஍ٿԹஆԽ΍ɺେྔੜ࢈ɾഇغʹΑΔׇރݯࢿɺഇغ෺໰୊͸ੈքڞ௨の՝୊ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ豊田合成Ͱ͸lΈͲΓ͋;ΕΔɺ豊͔ͳ
஍ٿΛະདྷͱࢠͲ΋ͨͪʹzΛεϩʔΨϯʹɺڧΈͰ͋ΔΰϜɾथࢷのߴ෼ٕࢠज़Λੜ࢈ͱ੡඼の྆໘Ͱɺ࠷େ׆ʹݶ༻ͯ͠ ɺΧʔϘϯ
χϡʔτϥϧɾαʔΩϡϥʔΤίϊϛʔのૣ͚޲ʹݱ࣮ظɺάϧʔϓʔؙͱͳͬͯ औΓ૊ΈΛՃ଎ͯ͠ ͍·͢ɻ

άϧーϓ૯ྗを͛ڍΧーϘンχϡーτϥϧ・
αーΩϡϥーΤίϊϛーに௅ઓ

ΧʔϘϯχϡʔτϥϧɾڥ؀ਪਐ部 ୲౰本部長 ҆ాɹ༸

ڥ؀

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report2/
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造ͷઓུ 価値創造Λ͑ࢧΔج൫ データ

■ 推進組織
͸ɺ߲ࣄ਑΍ॏཁͳऔΓ૊Έํظにؔ͢るத௕ڥ؀

ࣾ௕をҕһ௕ͱ͢るʮΧーϘϯχϡートϥϧɾڥ؀ҕһ

ձʯͰ৹ٞɾܾఆ͠てい·͢ɻҕһձͷԼ෦૊৫͸ɺ੡

඼ɾੜ࢈ɾ඼࣭ͷ෼໺Ͱߏ成͞Εる�つͷ෼Պձ͕͋Γ

·͢ɻ͞ Βにɺੜ࢈෼໺Ͱ͸ɺϞϊͮ͘Γશମ͔Βͷڥ؀

·෦ձをઃஔ͠ていڥ؀࢈ԽをਤるͨΊにੜڧಈͷ׆

͢ɻ෼ՊձͷԼ෦૊৫ͱ͠てϫーΩϯάάϧーϓをઃஔ

͠ɺΤωϧΪー࢖༻ྔͷ௿ݮ΍ΤωϧΪーޮ཰ͷվળɺ

ഇغ෺ྔ΍औਫྔͷ௿ݮにΑΓɺڥ؀΁ͷӨڹをܰݮɺ

๷͢ࢭる׆ಈをਪਐ͠てい·͢ɻ

■ カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミー戦略
੡඼ͷϥΠϑαΠΫϧશମͰΧーϘϯχϡートϥϧɾ

αーΩϡϥーΤίϊϛーͷઓུをཱてऔΓ૊ΈをਐΊて

い·͢ɻ4VTUBJOBCMF�.BUFSJBMT̡ ྉࡐ ɺr4VTUBJOBCMF�

%FTJHO̡ ઃܭ ɺr;FSP�&NJTTJPO�$IBMMFOHF̡ Ϟϊͮ͘

Γ ɺr3FTPVSDF�$JSDVMBUJPO̡ ճऩɾ࠶ੜ をr໨࢟͢ࢦͱ

͠ɺ�つͷ੾ΓޱͰ۩ମతͳ಺༰にམͱ͠ࠐΈɺΧーϘϯ

χϡートϥϧɾαーΩϡϥーΤίϊϛーͷ࣮ݱを໨͠ࢦ

ͳ͕ΒɺϏδωスにつͳ͛てい͖·͢ɻ

ྉࡐ 安定供給も考えた再生材調達やバイオ材の利用拡大などを
図っていきます。

ઃܭ 軽量化設計をはじめとして、易解体設計、コンパクト設計
などを図っていきます。

Ϟϊͮ Γ͘ 日常改善はもとより、工程のコンパクト化・熱エネルギー
低減など革新工程の導入や水素利活用の検討も進めていき
ます。

ճऩɾ࠶ੜ 工場内の廃棄物の極小化を計画的に進めるとともに、市場
からの部品回収のシステム構築なども進めていきます。

環境組織体制図

中長期の
経営判断を
必要とする
テーマを議論

カーϘン
ニϡーτϥル
ଅਐϓロδΣクτ

カーϘン
ニϡーτϥルɾ
˞ҕһձڥ؀

ʢ�ճʗ೥ʣ
ʢҕһ௕ɿऔక໾ࣾ௕ʣ

※ カーボンニュートラル・環境委員会の位置づけは、「 コーポレート・ガバナンスの体制図（P71参照）」による
カーボンニュートラル・環境委員会、生産環境部会各分科会から工場などへの展開は、各工場ISO14001システムなどに従い専門委員会を設置して対応しています。

中長期目標の
策定と実現に
向けた施策や
課題の議論 短・中期目標達成に

向けた具体策や
課題を議論

環境配慮の製品・技術開発の推進管理

生産工程から排出物を出さない施策や
技術開発と推進管理

SOC規制対応などと品質管理システム整備

海外グループ会社
の環境連結管理と
指導・支援

国内グループ会社
の環境連結管理と
指導・支援

品質分野

生産分野

製品分野

ੜڥ؀࢈෦ձ
ʢ�ճʗ೥ʣ

੡඼ɾٕ ज़ڥ؀෼Պձʢਵ࣌ʣ

ʣ࣌ରԠͳͲɾ඼࣭γεテϜ෼Պձʢਵ੍ن40$

ੜڥ؀࢈෼Պձʢ�ճʗ೥ʣ

ձࣾ܎಺ؔࠃ
࿈བྷձʢ�ճʗ೥ʣڥ؀

ւ֎ؔ܎ձࣾ
࿈བྷձʢ�ճʗ݄ʣڥ؀

カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミー戦略

4VTUBJOBCMF
.BUFSJBMT

ྉࡐ

Ϟϊ
ͮ͘Γ

ճऩ
ੜ࠶ ઃܭ

;FSP�&NJTTJPO
$IBMMFOHF

3FTPVSDF
$JSDVMBUJPO

4VTUBJOBCMF
%FTJHO

■ カーボンニュートラル促進プロジェクト
ࣾ௕をトοϓにɺࣾ ֎औక໾をΞυόΠβーɺؔ ෦܎

໳௕͕ίΞϝϯόーͱ͠てɺ෦໳ԣஅͷΧーϘϯχϡー

トϥϧଅਐϓϩδΣΫトを্ཱͪ͛ɺ੡඼ϥΠϑαΠΫϧ

શମͰଈஅଈܾ͠ɺ׆ಈͰ͖るମ੍をਪਐ͠てい·͢ɻ

体制
社長をトップに、プロジェクトリーダーを副社長が務め、
コアメンバーを部門長以上で構成し、スピード感をもっ
て経営的な判断を即断即決で推進できる体制

活動 各タスクは関係部門長がリーダーとなり活動を推進

タスクC
$/ؔ࿈৘ใͷ

༗ڞ

● IRの情報収集と展開
● 政府・顧客・部工会などの
　情報収集と展開

タスクA
ঢ়೺Ѳͱݱ
௿ݮ໨ඪઃఆ

● CO2排出量と低減量の視える化
● 目標設定の項目
　  ①中長期目標の設定
　　（2050年、2030年、2025年）
　  ②カテゴリー（Scope３）単位の
　　目標細目化
　  ③テーマごとの目標設定

タスクB
௿ݮγφリΦ
ఆɾ࣮ࡦ ߦ

● 戦略的な低減の切り口、着眼点抽出
● シナリオ（大きな活動の柱）の策定
● シナリオを成立させる実行テーマの抽出
● 環境投資の定義、財務影響の明確化と予算化

カーボン
ニュートラルの実現



76

ΔऔΓ૊Έ͑ࢧଓత成長Λ࣋

■ 基本的な考え方
ʮύリڠఆʯͰక݁͞Εͨɺੈ քͷฏؾۉԹ্ঢを࢈

るͨΊに͸ɺ͢ݱલൺ���ˆに཈える໨ඪをֵ໋࣮ۀ

����೥·ͰにԹࣨޮՌΨスͷഉग़ྔを࣮࣭θϩに͠

ͳ͚Ε͹ͳΒͳいͱ͞Εてい·͢ɻ౰ࣾ͸ɺ͜ ͷ୤୸ૉ

ࣾձ΁ͷҠߦにؔ͢るࣾձ͔Βͷཁ੥をೝࣝ͠ɺʮύリ

にؔ͢る合ҙ಺༰ࡦԹஆԽରٿఆʯͰక݁͞Εͨ஍ڠ

にࢍಉ͠てい·͢ɻ����೥�݄に͸ɺࣗ ࣾͷੜ׆࢈ಈͳ

Ͳに൐ͬてൃੜ͢る$0�ഉग़ ʢྔ4DPQF�
� �ʣについてɺ

ΧーϘϯχϡートϥϧ࣮ظ࣌ݱを����೥͔Β����೥

΁ͱ��೥ૣظԽ͢る৽ͨͳ໨ඪをࡦఆ͠ɺࡐྉɾ෦඼ɾ

੡඼ͷௐୡͳͲに൐͏$0�ഉग़ ʢྔ4DPQF̏ʣ໨ඪをઃ

ఆ͠·ͨ͠ɻ͞ Βにɺ୤୸ૉͷࡍࠃೝఆʮ4#5ೝఆʯをऔ

ಘ͠ɺόリϡーνΣーϯશମͰ׆ಈ͠てい·͢ɻ

■ 2030年へカーボンニュートラルの実現時期を前倒し
౰ࣾ͸ɺࣗ ࣾͷੜ׆࢈ಈͳͲに൐ͬてൃੜ͢る$0�ഉ

ग़ ʢྔ4DPQF�
� �ʣについてɺΧーϘϯχϡートϥϧ࣮ݱ

Խ͢る৽ͨͳظを����೥͔Β����೥΁ͱ��೥ૣظ࣌

໨ඪをࡦఆ͠·ͨ͠ɻ͜ Ε·ͰҎ্にɺ೔ৗվળ΍ੜ࢈

ٕज़ֵ৽をՃ଎ͤ͞ɺΤωϧΪー࢖༻ྔをۃখԽ͠ɺઃ

උߋ৽に͋ͨͬて͸ɺ୤୸ૉࣾձ΁ͷଅਐͱͳるΑ͏に

ΠϯターφϧΧーϘϯϓϥΠγϯάʢ*$1ʣをಋೖ͠ɺ؀

てい͖·͢ɻ·ͨɺඞཁͳΤω͠ࢪతに࣮ۃをੵࢿ౤ڥ

ϧΪーについて͸άリーϯిྗͳͲͷ࠶ੜՄೳΤωϧ

Ϊーを׆༻͠てい͖·͢ɻ

■ 脱炭素の国際認定「SBT認定」を取得
����೥��݄に͸ɺ����೥໨ඪ͕ύリڠఆに४͠ڌ

ͨ໨ඪ4DJFODF�#BTFE�5BSHFUTͰ͋るͱ͠てࡍࠃΠχ

γΞςΟϒͰ͋る4#5J͔Βೝఆをऔಘ͠·ͨ͠ɻ

୹ظ໨ඪについて͸)1を͝ࢀরͩ͘͞いɻ

その他

CO2排出量

塗装・めっき

ゴム押出成形

樹脂射出成形

日常改善

生産技術革新

再生可能エネルギー活用

ృ૷ɾΊ͖ͬ工ఔͰ
ෛՙͷ௿͍Ճ০Λ։ൃڥ؀

ΰϜ成ܗ工ఔͷ
Ճེ৚݅ͷ࠷దԽ

थࢷ成ܗ工ఔͷ
ిಈԽɾ௿ѹԽ

೔ৗվળ͚ͩͰͳ͘
ੜٕ࢈ज़ֵ৽Λਪ͠ਐΊɺ
লΤωΛՃ଎

Scope1, 2
カーボンニュートラル達成

2030 2050 ʢ೥౓ʣ

カーボンニュートラルの実現に向けた活動

SBT認定目標　当社の2030年度CO2削減目標
（いずれも2019年度比） SBT基準

Scope1＋2 ▲46.5% ※1 ▲46.2%以上（1.5℃水準） ※2

Scope3（カテゴリ1） ▲27.5% ▲27.5%以上（WB2℃水準） ※2

˞������೥໨ඪ࠶�ੜՄೳΤωϧΪーͳͲを૊Έ合ΘͤɺΧーϘϯχϡートϥϧを࣮ݱ
˞��$0�ഉग़ྔͷݮ࡟Ϩϕϧを͠ࢦɺ஍ٿԹஆԽにΑるؾԹ্ঢ͕ͦΕͧΕʮ���ˆະຬに཈えΒΕるϨϕϧʯɺʮ�ˆをे෼にԼճるϨϕϧʯをҙຯ͢る

୤୸ૉࣾձのߏங

■ TCFDの提言に賛同
౰ࣾ͸ɺ����೥�݄ɺؔީؾ࿈ࡒ຿৘ใ։ࣔタスΫ

ϑΥースʢ5$'%ʣにࢍಉをද໌͠ɺΨΠυに基ͮいͨリ

スΫɾػձͱରԠͷγφリΦ෼ੳをߦい·ͨ͠ɻͦ ͠てɺ

νϟϨϯδɺڥ����؀)ը΁ͷ൓ө΍5ܭۀࣄ����

����೥ͷϚΠϧストーϯͷݟ௚͠を͏ߦͳͲɺ׆ۀࣄಈ

શମͰऔΓ૊ΈをՃ଎͢るͱͱ΋にɺؔ ࿈৘ใͷ։ࣔを

తにਐΊてい·͢ɻۃੵ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹγφリΦ෼ੳ݁Ռ͸)1を͝ࢀরͩ͘͞いɻ

5$'%ʛ豊田合成�	UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ



UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ	�औΓ૊Έϓϥϯʛ豊田合成ڥ؀

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report2/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report12/
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造ͷઓུ 価値創造Λ͑ࢧΔج൫ データ

■ 温室効果ガス（6ガス）※4 排出量の低減
�छྨͷԹࣨޮՌΨスͷ͏ͪɺ౰ࣾͰ࢖༻͠ている�つ

ͷΨスʢ)'$ɺ1'$ɺ4'�ʣについて௿׆ݮಈをͬߦてい

·͢ɻϋϯυϧͷਊۚੜ࢈に͏࢖γーϧυΨスͳͲ͸ɺい

ͣΕ΋ڥ؀ෛՙͷ௿い୅ସΨス΁ͷ੾Γସえを����೥

౓·Ͱにྃ͠׬·ͨ͠ɻҾ͖ଓ͖௿׆ݮಈにऔΓ૊ΜͰ

い͖·͢ɻ
˞��ϋΠυϩϑϧΦϩΧーϘϯʢ)'$ʣɺύーϑϧΦϩΧーϘϯʢ1'$ʣɺ
࿡ϑοԽེԫʢ4'�ʣɺϝタϯʢ$)�ʣɺѥࢎԽ஠ૉʢ/�0ʣɺࡾϑοԽ஠
ૉʢ/'�ʣ

■ CO2排出量の低減
౰ࣾ͸ɺ����೥ͷ໨ඪୡ成に͚޲ɺं ྆ͷ೩අੑೳ

ɺ෺্޲ͷੑ࢈につͳ͕る੡඼ͷܰྔԽにՃえɺੜ্޲

ྲྀͷޮ཰ԽͳͲにΑΓɺϥΠϑαΠΫϧશମʢ4DPQF�
�

�
��ʣに͓͚る$0�ഉग़ྔͷ௿ݮをਪਐ͠てい·͢ɻ

※1 企業が間接的に排出するサプライチェーンでの温室効果ガス排出量（原材料製造、輸送、出張、通勤など）  ※2 企業自身が直接排出した温室効果ガス排出量（化石燃料・天然ガスなど）
※3 間接的に排出した温室効果ガス排出量（購入電力など）

工場CO2ゼロの実現
■日常改善：徹底した省エネ活動

■ユーティリティー更新：設備効率化
■生技革新：革新工法の開発

■再エネ導入：太陽光パネル設置、
  グリーン電力購入

使用段階CO2極小化
■製品の軽量化
■BEV、FCEVの製品開発
■パワーデバイスなどの技術開発

廃棄の極小化
■易解体設計
■廃材回収とリサイクル推進

੡඼ϥイϑαイクル

ྉɾ෦඼ͷௐୡࡐ ࣗ ʢࣾ੡଄ʣ ʢリαイクルʣغɾഇ༺࢖

材料・部品CO2

極小化

■リサイクル材、バイオ材の
  開発・活用

材料メーカーと協業で

෦඼ϝーカーͱۀڠͰ

ྉɾ෦඼ͷௐୡࡐ

物流CO2削減
物流会社と協業で

༌ૹ

Scope3 ˞ 1 Scope3

通勤・出張CO2

極小化
■BEV、FCEVの利用促進
■Web会議や在宅勤務の推奨

௨ۈɾग़ு ༌ૹ ༺࢖ ഇغ

バリューチェーンでのCO2排出量低減活動 ����೥όリϡーνΣーンͰͷカーϘンニϡーτϥルΛ໨ͯ͠ࢦ

औΓ૊Έ಺༰

Scope1 ˞2 ,2 ˞3

෦඼ͷ੡଄

■CO2排出量の削減

■積載効率、運行ルートの効率化
■電動トラックの導入

製品開発段階：環境に配慮した製品開発 ࡐྉ ઃܭ

੡඼։ൃஈ֊Ͱ͸ɺڥ؀に഑ྀͨ͠ੈ࣍୅ࣗಈं΁

ͷ੡඼ఏڙɺ೩අ্޲にྔ͚ܰͨ޲ԽɺΤωϧΪー΍

$0�ഉग़ྔ͕গͳい੡඼ͷ։ൃをࡐྉٕज़ɾ੡඼ઃܭɾ

ੜٕ࢈ज़ͷ֤ٕज़ྖҬ͕࿈͠ܞてਐΊてい·͢ɻྫ え

͹'$&7ߴ͚޲ѹਫૉタϯΫͷ੡඼։ൃɺΠϯストϧϝ

ϯトύωϧपล෦඼ͳͲͷ಺֎૷෦඼ɺϗースͳͲͷػ

ೳ෦඼Ͱ͸ɺڧ౓ͳͲͷ඼࣭を֬อͨ͠͏えͰɺࡐྉஔ׵

ʢۚଐˠथࢷɺΰϜˠथࢷͳͲʣɺ෦඼఺਺ͷݮ࡟ɺػೳ

౷合を࣮͠ࢪɺܰ ྔԽをਐΊてい·͢ɻ·ͨɺ࢓ೖઌ༷ͳ

Ͳͱ࿈͠ܞてόΠΦࡐ΍リαΠΫϧࡐͳͲͷ$0�ഉग़ྔ

ͷগͳいࡐྉͷ։ൃ΋ੵۃతにਐΊてい·͢ɻ

生産段階：新工法開発、日常改善などによる低減 Ϟϊͮ Γ͘

てɺ����೥ϚΠϧ͚޲にݱ৔$0�ഉग़ྔθϩͷ࣮޻

ストーϯをઃఆ͠ɺ޻৔Ͱͷ೔ৗվળɺੜٕ࢈ज़ֵ৽ɺ

ϢーςΟリςΟーͷޮߴ཰ԽͳͲపఈతにΤωϧΪー

ΤωϧΪー͸ɺଠཅޫൃిઃඋͨͬ࢒ɺ͠ݮ࡟をྔ༺࢖

ͷઃஔ΍άリーϯిྗͷߪೖͳͲɺ࠶ੜՄೳΤωϧΪー

ͷ֦େͰ࣮ݱをਤͬてい·͢ɻಛにɺ࠶ੜՄೳΤωϧ

Ϊー͸����೥౓·Ͱにɺશిྗͷ࠶ੜՄೳΤωϧΪー

Խを໨͠ࢦて׆ಈをਐΊてい·͢ɻ

物流段階：積載効率の向上 ઃܭ Ϟϊͮ Γ͘ ྉࡐ

෺ྲྀձࣾͱۀڠͰɺ"*ͳͲ΋׆༻͠てトϥοΫͷੵྔࡌ

をਪਐ͠てい·͢ɻݮ΍෺ྲྀͷޮ཰ԽͳͲͰ$0�௿্޲

·ͨɺܰ ༉୅ସ೩ྉͱ͠てʮリχϡーΞϒϧデΟーθϧ೩

ྉ˞�ʯͷ࣮ূ࣮ݧをߦいຊ֨తͳಋೖをݕ౼͠てい·͢ɻ
˞��リχϡーΞϒϧデΟーθϧ೩ྉɿഇ৯༻༉ͳͲ͔Β੡造͞Εɺੴ༉༝
དྷͷ೩ྉͱൺ΂て$0�ഉग़を�ׂ͢ݮ࡟る

材料・部品調達段階：仕入先様との協働による低減 ྉࡐ Ϟϊͮ Γ͘

をਪਐ͠てい·͢ɻݮ༗΍データͷ࣮ଌ支ԉͳͲͰ$0�௿ڞͷྫࣄ޷ͷݮ࡟�ೖઌ༷ͱͷʮলΤωಓ৔ʯを௨ͨ͡$0࢓
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■ 産業廃棄物の低減

2030年マイルストーンの設定
ഉग़཈ ɾ੍ൃ ੜݯରࡦɺΰϜɾथ۵ࢷͷリαΠΫϧɺ෼ผపఈにΑるݯࢿͷ༗ޮར༻ͳͲにΑΓۀ࢈ഇغ෺ͷ௿ݮにऔ

Γ૊ΜͰい·͢

製品のリサイクル技術の開発

ྉࡐ ઃܭ Ϟϊͮ Γ͘ ճऩɾ࠶ੜ

ࣗಈंͷϥΠϑαΠΫϧશମをߟえɺリαΠΫϧ͠΍͢

い੡඼΍ࡐྉͷ։ ɾൃઃܭɺഇࡐͷリαΠΫϧٕज़ͷ։

ൃをਪਐ͠てい·͢ɻ

■ 基本的な考え方
るͨΊにɺ੡造෦໳த৺͢ݮ΍ਫリスΫをׇܰރݯࢿ

Ͱ͋るෆ ɾྑาཹ·Γର͚ͩࡦͰͳ͘ɺྲྀݯ෦໳ͷࡐྉ

ٕज़ɾੜٕ࢈ज़をࠐ͖רΜͰͷഉग़཈ ɾ੍リαΠΫϧに

औΓ૊Έɺ॥ࣾܕ؀ձͷ࣮ݱに͠ݙߩてい·͢ɻ·ͨɺਫ

にؔ͠て͸ɺάϩーόϧͰ׆ۀࣄಈをల։͢るࠃɾ஍Ҭ

͝ͱにリスΫをચいग़͠ɺਫ࢖༻ྔͷ௿ݮ΍ਫͷリαΠ

Ϋϧ͸΋ͪΖΜɺΑΓ͖Εいͳഉਫͱ͠て஍Ҭにؐ͢͜

ͱͳͲͷリスΫ௿ݮにऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ

影響する項目 リスク 機会 対応

資源の枯渇
（不足）

・原材料の調達難や価格高騰による収益悪
化と生産支障

・リサイクル技術、材料使用量の削減によ
る収益向上
・上記技術開発による企業価値の向上

・軽量化に向けた製品開発の推進
・原材料のリサイクル技術開発
・植物由来のバイオ材やリサイクル材の活用拡大

水リスク
（量・質）

・生産に必要な水の確保難による生産支障
・水質悪化による製品品質の悪化
・水害による生産支障

・水の再利用、使用量の削減による収益向上
・上記技術開発による企業価値の向上

・水の再利用技術の開発
・雨水の利用の活用拡大
・生産体制の見直し、電気設備の設置場所見直し

■ 資源循環に関する「リスク」と「機会」
ͷ�つͱ͠てશࣾͰऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ߲ࣄӦ՝୊ͱଊえɺॏ఺औΓ૊Έܦձʯをॏཁͳػ॥؀にؔ͢るʮリスΫʯͱʮݯࢿ

産業廃棄物量の極小化に向けたシナリオ（削減イメージ図）［単体］

2012

廃
棄
物
量
の
割
合

0

60
50

100

2017 2020 2030 2040 20502025

日常改善

発生後対策

リサイクル推進
（リサイクル製品開発含む）

工法開発

（年度）

νϟϨンδڥ����؀)5 極小化

（%）

2025年目標 第7次環境取り組みプラン
40%削減（2012年度比）

����೥໨ඪ

50%削減
（2012年度比）

ELV※部品リサイクルに向けた技術開発

重点項目 取り組み方策

新規リサイクル
・ 複合素材の分離技術
・ 新規再生処理技術（高品質マテリアルリサイクル）

リサイクル材の
車両搭載

・ ELV 部品の再生処理技術
・ リサイクル材用途開発

リサイクルしやすい
製品設計

・ 解体しやすい製品設計
・ リサイクルしやすい素材､ 構成への変更

ंࡁ༺࢖�˞ ʢ྆&OE�PG�-JGF�7FIJDMFʣ

廃棄物量の極小化に向けたマイルストーン［グローバル］

項目 2025 2030 2050（年度）

豊田合成
2012年度比
40%削減

2012年度比
50%削減 廃棄物量の

極小化
海外関係会社

2015年度比
50％削減

2015年度比
55%削減

॥ࣾܕ؀ձのߏங

生産段階での廃棄物の低減 Ϟϊͮ Γ͘ ճऩ�ɾ࠶ੜ

ੜٕ࢈ज़෦΍੡造෦͕࿈͠ܞてɺྲྀݯରࡦ΍リαΠΫ

ϧ׆ಈをਪਐ͠てい·͢ɻ֤ ෺にΑݱ஍ɾݱॴͰ͸ɺۀࣄ

る௿ݮΞΠςϜをൃ۷͢るͨΊͷʮ΋ͬͨいͳい఺ݕʯ

を࣮͠ࢪɺ௿׆ݮಈを͠てい·͢ɻ·ͨࠃ಺֎άϧーϓ

ձࣾに௿ྫࣄݮをڞ༗͠ɺάϧーϓશମͰഇغ෺௿ݮ

をਪਐ͠てい·͢ɻ
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造ͷઓུ 価値創造Λ͑ࢧΔج൫ データ

■ 基本的な考え方
ωΠνϟーϙδςΟϒͷߟえに基͖ͮɺੜ෺ଟ༷ੑͷ

อશに͚ࣗͨ޲વڞੜ׆ಈをɺ஍ҬࣾձͱͷڞੜをϚς

リΞリςΟʢॏཁ՝୊ʣͷ�つͱ͠て͛ܝɺཬࢁ੔උɺϏΦ

トーϓͷઃஔɺׁׯͳͲͷอશ׆ಈをਪਐ͠てい·͢ɻ

物流段階の梱包材の低減 ճऩ�ɾ࠶ੜ

௨いശ˞�ͷચড়ճ਺を૿΍͠ਗ਼ܿにอつ͜ͱͰɺԚΕ

を๷͙ͨΊに࢖༻͢るࠝแࡐを௿͠ݮてい·͢ɻ͞ Βにɺ

੡඼ͷ඼࣭ҡ࣋ͱࠝแࡐͷ࢖༻ྔ௿ݮͱͷόϥϯスを

ͷ௿ࡐͳ͕Βɺ௨いശ΁ͷ֖෇͚ͳͲにΑるࠝแྀ͠ߟ

΋ਐΊてい·͢ɻݮ
˞��੡඼ӡൖ༻ͷശ

水リスクの低減 Ϟϊͮ Γ͘

2030年マイルストーンの設定
ಈにඞཁͳਫに͓いて͸ɺ֤׆ۀࣄ ఆΊる๏ྩ͕ࠃ

に९क͢るͱͱ΋にɺࠃ಺֎ͷڌ఺をਫྔɺਫ࣭ͷ྆໘

ͰリスΫධ価͠てߴɺ リスΫͷڌ఺ͷվળをਐΊてい·

͢ɻ·ͨɺ௿リスΫͷڌ఺に͓いて΋Ӎਫར༻ͳͲɺਫͷ

औਫྔͷݮ࡟にऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ·ͨɺഉਫॲཧࢪઃ

をܭըతにߋ৽͠ɺΑΓ͖Εいͳഉਫに͢るΑ͏にऔΓ

૊ΜͰい·͢ɻ

水リスクの極小化に向けたマイルストーン［グローバル］

項目 2025 2030 2050（年度）

高リスク
エリア

水質（4拠点） 2拠点で対策完了 4拠点（全拠点）で対策完了

水リスクの極小化
取水量（7拠点） 3拠点で対策完了 7拠点（全拠点）で対策完了

低リスクエリア
2019 年度比

売上高当り取水量 6%削減
2019 年度比

売上高当り取水量 11%削減

■ 生物多様性に関する「リスク」と「機会」
ੜ෺ଟ༷ੑにؔ͢るʮリスΫʯͱʮػձʯをಛఆ͠て׆

ಈをਪਐ͠てい·͢ɻ

͸ɺࣗޙࠓ વؔ࿈ࡒ຿৘ใ։ࣔタスΫϑΥース

ʢ5/'%˞�ʣϑϨーϜϫーΫを基に։ࣔをਐΊるͱͱ΋

にɺ͞ Βͳる஍ڥ؀ٿอશ΁ͷݙߩを໨͠ࢦ·͢ɻ
˞��5BTLGPSDF�PO�/BUVSF�SFMBUFE�'JOBODJBM�%JTDMPTVSFT

■ 中長期目標の設定
����೥·Ͱに޻৔໘ੵに૬౰͢る��ϔΫターϧͷ

྘を෮͢ݩるͱい͏໨ඪʮ྘ͷϊーωοトϩスʯをઃఆ͠

て׆ಈをਪਐ͠てい·͢ɻ۩ମతに͸ɺʮ஍্ٿͷ໋ͷ

ɺ઒ɺւࢁಈをつͳ͙ʯをスϩーΨϯにɺ׆Ͱ͋るਫͰɺݯ

ͷΤリΞͰऔΓ૊Έをਪਐ͠てい·͢ɻதͰ΋ɺࣗ ࣾෑ஍

಺Ͱ੔උ͠ているϏΦトーϓ˞͕ɺੜ෺ଟ༷ੑͷอશ۠Ҭ

ʮࣗવڞੜαΠトʯͱ͠てɺڥ؀ল͔Βೝఆ͞Ε·ͨ͠ɻ

実現に向けたシナリオ
0

-10

-20

-30

-40

-50

-60

-70

2010

ha（緑のロス面積）

2020 2030 2040 （年度）

����໨ඪ
�

����໨ඪ

����࣮੷
�����

����࣮੷
�����

����࣮੷
����� �����

・植樹 ・里山整備
・遊休農地活用 ・太陽光発電
・ビオトープ化 ・外来種駆除
・海外保全活動 など

����໨ඪ
���������࣮੷

�����

2050

影響する項目 リスク 機会 対応

自然資本の
減少

・原材料の調達難や価格高騰による収益悪化
と生産支障

・水質悪化による製品品質の悪化

・汚染排水などの流出による周辺エリアへの
被害で企業信頼の失墜

・自然保護活動を通じた人材や原材料の確保
による事業継続

・里山整備、河川保全を通じた良質の水資源
確保による持続可能な生産および企業価値
の向上

・軽量化の製品開発の推進

・原材料のリサイクル技術開発

・植物由来のバイオ材やリサイクル材の活用拡大

・排水などの管理の強化

ೝఆ͞Εͨฏ࿨ொ工場ϏΦτーϓ

ࣗવڞੜࣾձのߏங
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ɹӦۀɺઃܭɺੜ࢈४උɺ඼࣭؅ཧͷ֤ஈ֊ͰͷΤϯδ

χΞリϯάνΣーϯͷֵ৽をଅਐ͠ɺۀ຿ޮ཰Խͱ։ൃ

ஙߏるͨΊにɺ*5ϓϥοトϑΥーϜ͢ݱͷ୹ॖを࣮ؒظ

にऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ·ͨɺௐୡɺ੡造ɺ඼࣭ɺ෺ྲྀͷαϓ

ϥΠνΣーϯ基盤をڧԽ͢る͜ͱͰɺੜ্޲ੑ࢈ɺίスト

௿ݮɺ੡造リーυタΠϜ୹ॖ΋௥͠ٻてい·͢ɻ৽ͨͳऔ

Γ૊Έͱ͠て͸ɺ഑ૹトϥοΫͷՙྔを"*Ͱਖ਼֬にܭଌ

͢る͜ͱͰੵࡌ཰ͷ্޲に΋つͳ͕ͬてい·͢ɻ͜ ΕΒ

ͷϓϩηスվֵ͸ɺࣾ ಺ͷۀ຿͚ͩͰͳ͘٬ސ΍αϓϥ

ΠνΣーϯにର͠て΋価値を創ग़͠てい͘͜ͱ͕ॏཁͱ

えてい·͢ɻߟ

ɹάϩーόϧͳࢹ఺ͰͷܦӦޮ཰Խͱߴ౓Խを໨ࢦ

͠ɺ*5基盤ڧԽにऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ࿝ٺԽͨ͠基װγ

スςϜͷ࡮৽に΋ணख͠ɺੜ؅࢈ཧ΍ձྖܭҬͰͷۀ

຿ϓϩηスを࡮৽͢る͜ͱͰɺௐୡɾ੡造ͷܭըਫ਼౓޲

্ɺਐ௙؅ཧͷਫ਼៛Խɺ基ۀװ຿ͷશମスϧーͰͷޮ཰

ԽͳͲをਤͬてい͖·͢ɻίスト΍ऩӹɺ30*$ࢦඪͷཻ

౓をৄࡉԽ͢るͳͲɺࡒ຿ձܭɾݪ価؅ཧͷデータをՄ

౓Խ΍リιーηスͷޮ཰తͳ഑෼ߴఆͷܾࢥԽ͠ɺҙࢹ

をՄೳに͠てい͖·͢ɻ

ɹσʔλのҰݩԽͱͦの׆༻ʹΑΓɺ෼ੳ΍൑அʹඞཁͳ৘ใΛλΠϜϦʔʹఏ͠ڙɺۀࣄӡӦ΍ܦӦ؅ཧのޮ཰Խߴɾ ౓ԽΛ࣮͠ݱ
·͢ɻͦ のͨΊʹ͸ɺඇޮ཰ͳۀ຿΍ۀ࡞Λݟ௚͠ɺͦ のϦιʔηεΛΑΓ෇ՃՁ஋のۀ͍ߴ຿΁γϑτ͢Δ͜ͱ΍ɺݱ৔ɾۀࣄɾܦӦの
͋ΒΏΔ૚Ͱʮσʔλʹͮ͘جҙܾࢥఆʯɺ͢ ͳΘͪσʔλυϦϒϯܦӦ΁のస׵Λਪਐ͍ͯ͘͠ඞཁ͕͋Γ·͢ɻ͜ ΕΒ͸୯ʹۀ຿ϓ
ϩηεΛվળ͢Δ͜ͱʹཹ·ΒͣɺۀاՁ஋΍ϓϨθϯεの্޲ʹ΋௚઀ͭͳ͕Γ·͢ɻֵ ৽తͳσδλϧٕज़Λ׆༻͠ɺ٬ސத৺の
Ξϓϩʔνɺ૊৫จԽのมֵɺͦ ͯ͠ Πϊϕʔγϣϯͱ৽ͨͳϏδωεϞσϧの։ൃΛ࣮ͯ͠ݱ ͍͖·͢ɻ

຿ޮ཰ԽͱϓϩηεվֵのͨΊの*5ιϦϡʔγϣϯ։ൃۀ

άϩʔόϧͰのܦӦ؅ཧのޮ཰Խͱߴ౓ԽΛ໨جͨ͠ࢦ൫ڧԽ

ɹαΠόーηΩϡリςΟରࡦ΍リスΫ؅ཧͷ͞ΒͳるڧԽ

にՃえɺػցֶश	"*
にΑるデータղੳ΍Ϋϥ΢υٕज़

ͷੵ࠾ۃ༻ͳͲɺ࠷৽ٕज़ͷಋೖに΋ྗをೖΕてい·͢ɻ

ɹྫえ͹ɺ੡造ݱ৔Ͱৼಈηϯαー͔ΒಘΒΕるデータ

を༧ஹอશに׆༻ͨ͠Γɺ3"(νϟοトϘοト	֦ࡧݕு

ੜ成
ͱい͏ੜ成"*をߏங͠てࡐྉ։ൃͷۀ຿に໾ཱて

る͜ͱにऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ·ͨɺશ͚ࣾ޲に͸ɺձ࿩ܕ

"*αーϏスを҆શ͔つ༗ޮにར༻͢るͨΊͷʮੜ成"*ར

༻ΨΠυϥΠϯʯをల։͠てい·͢ɻデδタϧਓࡐͷҭ成

Ͱ͸ɺデータαΠΤϯスͳͲͷઐ໳ݚमɺશࣾһをର৅ͱ

ͨ͠リςϥγー্޲ɺࣾ ಺෦໳にΑるࢢຽ։ൃͷଅਐͳ

Ͳɺҭ成ର৅に合ͬͨࡦࢪをॱ࣍ల։͠てい·͢ɻ%9ਪ

ਐͷͨΊͷリーμーγοϓ΍ίϥϘϨーγϣϯྗͷఆணɺ

ਪਐମ੍ͷڧԽͱͱ΋にɺͦ ΕΒにऔΓ૊ΉͨΊͷ૊৫

จԽͷมֵ΋໨͠ࢦ·͢ɻ

%9Λ͑ࢧΔσδλϧٕज़։ൃͱਓࡐのൃ۷ɾҭ成

ブレーキ
ホース

ブレード
マシン

ベアリング

センサーで検知した振動

ベアリングの摩擦度をセンサーデータで
予測して予兆保全を行う

ベアリングの摩擦が
進行すると振動が大きくなる

キャリア（ボビン付き）

振動センサー

഑ૹτϥοΫのՙྔΛ"*Ͱਖ਼֬ʹܭଌ͢ΔγεςϜΛ։ൃ

σーλͱσδλϧٕज़の׆༻を௨ͯ͡、
。౓化を目指͠ますߴӦのޮ཰化ͱܦ

*5 本部長 ๘ਢլ ਖ਼ٛ

%9

ৼಈηϯαʔのσʔλͰ༧ஹอશ	"*ػցֶश
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˙�ௐୡجຊํ਑
౰ࣾ͸αϓϥΠϠーͱͷڞଘɾڞӫͷߟえͷ΋ͱɺௐ

ୡ基ຊํ਑をఆΊɺαϓϥΠϠーͷΈͳ͞·ͱύート

φーγοϓをਂΊͳ͕Βɺ࣋ଓతͳ成௕をͱ΋に໨͠ࢦ

てい·͢ɻ

˙�৽نαϓϥΠϠʔͱのऔҾ
౰ࣾ8FCαΠト্にΤϯトリーϑΥーϜをઃஔ͠ɺ৽

てい͠ࢪऔҾにର͠てΦーϓϯͳର࿩を࣮نఏҊ΍৽ن

·͢ɻ·ͨ৽نऔҾ։࢝に͋ͨͬて͸ɺ42%$ͷධ価に

Ճえɺ౰ࣾͷαスςφϏリςΟΨΠυϥΠϯ΁ͷࢍಉঢ়

を֬ೝ͠ɺऔҾ։گӦͷऔΓ૊Έঢ়ܦͳͲを;·えͨگ

に࣌てい·͢ɻಉ͠ࢪに͓͚るリスΫϚωδϝϯトを࣮࢝

֤छܖ໿ॻ΍֮ॻͷక݁ͱซͤてɺ౰ࣾͷల։͢る֤

छΨΠυϥΠϯをઆ໌͠ཧղをٻΊてい·͢ɻ

˙�౰ࣾのαϓϥΠνΣʔϯ
౰͕ࣾ௚઀औҾ͠ているαϓϥΠϠーͷ਺͸໿���ࣾɺւ֎ڌ఺をؚΉά

ϩーόϧͰ͸�
���ࣾҎ্にͳΓ·͢ɻ

άϩーόϧͰͷۀࣄల։に͓いて42%$ͷ͋ΒΏる໘をྀ͠ߟɺ͞ Βにݱ

஍ௐୡをਪਐ͠ていͨ͘Ίに֤஍Ҭͷௐୡ୲౰ऀؒͰͷ࿈ܞにऔΓ૊ΜͰ

い·͢ɻ

˙�άϩʔόϧ࿈ܞのڧԽ
ͷͨΊɺ��೥౓ΑΓௐୡάϩーόϧ࿈ݱըͷ࣮ܭۀࣄ����

ɾࠃԽをਤͬてい·͢ɻ೔ຊɾถभɾԤभɾΞηΞϯɾதڧମ੍ͷܞ

Πϯυ֤஍Ҭͷௐୡઓུͱɺ֤ ڝຊ෦ผͷઓུを੔合ͤ͞ۀࣄ

૪ྗをڧԽ͢る͜ͱを໨͠ࢦ·͢ɻ

ఆ֤ͨ͠ઓུをɺ࣮ࡦ஍をؚΊͨトοϓ૚ձٞͰݱ ຿૚Ͱݱ

஍๚໰をؚΊͨٞ࿦にΑΓৄࡉにམͱ͠ࠐΈɺ1%$"αΠΫϧを

ճ͠てい·͢ɻ

޲ೳͷػɺௐୡ͠ࢪを࣮ܞ΋֤஍Ҭに合Θͤͨํ๏Ͱ࿈ޙࠓ

্ɺαスςφϏリςΟ׆ಈͷਁಁɺݱ஍αϓϥΠϠーͱͷऔΓ૊

ΈڧԽをਤͬてい͖·͢ɻ

αϓϥΠνΣʔϯϚωʔδϝϯτ

���άϩʔόϧ࠷దௐୡ
౰ࣾ͸ɺࡐݪྉɺ੡඼ɺઃඋͳͲをɺίストɾ඼
ɾ࣭ٕ ज़ɾੜ࢈をྀ͠ߟͳ͕Βάϩーόϧͳ؍
఺Ͱ࠷దͳ΋ͷをެਖ਼にௐୡ て͠い·͢ɻ
·ͨɺαϓϥΠϠー͔Βͷ৽ٕज़ɾ޻๏ɺ৽঎඼
ͳͲͷ͝ఏҊをܴ׻ て͠い·͢ɻ

���૬ޓ৴པʹͮ͘ج૬ൃޓల
౰ࣾ͸αϓϥΠϠーͱͷΦーϓϯͰର౳ͳؔ
ӦͷܦԽɾڧମ࣭ͷۀاいにޓを基ຊにɺ܎
ֵ৽に౒Ίɺ૬ޓ৴པͷؔ܎をங͘͜ͱͰɺ
5(�άϧーϓͷ૯合ྗͷ্޲を໨͠ࢦてい·
͢ɻ

औΓ૊Έ͚ͨ޲ʹଓՄೳͳࣾձ࣋���
当社は SDGs をはじめとした社会課題への取
り組むべき活動規範をガイドラインとして定め、
サプライヤーと共有し活動を推進しております。
また、サプライチェーンを含めた企業活動にお
ける法令遵守、機密保持の徹底を図っています。

地域別サプライヤー数

ถभ
���

தࠃ
���

アセアン
���

インυ
���

Ԥभ
��

ͦͷଞ
���

೔ຊ
���

���೥�݄ԤभͰͷձٞͷ༷ࢠ

αϓϥイϠーのΈͳ͞まͱのͭͳがりをڧ化͠、
Ұମͱͳͬͯ૒方の࣋ଓత成長を目指͠ます。

ௐୡ本部長 ౉ล मࣗ

αϓϥΠνΣʔϯϚωʔδϝϯτ
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■ サプライチェーン全体への浸透
企業におけるサステナビリティの取り組みに対する期

待の高まりをふまえ、サプライヤーのみなさまへの理解の

浸透と実践を目的に「仕入先サステナビリティガイドライ

ン(第2版)」を策定し、サプライヤーと共有しています。

潜在リスクへの気付きと早期対策を目的にセルフ

チェックシートを提供し､セルフアセスメントを実施いた

だいております｡今後は結果に基づき､サプライヤーと改

善活動を推進していきます｡

同ガイドラインは、人権･労働、環境、コンプライアン

スなどの項目に関する方針を定めており、社会面(児童

労働・強制労働・差別の禁止や機会均等・長時間労働削

減・最低賃金の遵守など)に加え、水使用や生物多様性

などの環境面への遵守を要請しています。

環境に関しては、「グリーン調達ガイドライン」におい

て、CO2の削減、廃棄物を含めた資源循環、化学物質の

管理を求めています。

また、紛争鉱物についてはサプライヤーに責任のある

資源・原料調達を要請するとともに年に１回、全てのサ

プライヤーの協力のもと、紛争鉱物に関する調査を実施

しています。

上記の通り、さまざまに変化する社会情勢に合わせて

サプライチェーン全体で持続的成長に必要な取り組み

を促進しています。

また、地域特性を反映したサステナビリティガイドラ

インのグローバル展開に向け各拠点とも連携し進めて

おります。

■ カーボンニュートラル活動促進
2030事業計画「脱炭素」の実現のためには、当社CO2

排出量の7割を占めるScope3の低減が重要と考え、製

品部品・設備金型の主要サプライヤー140社とともに活

動を実施、サプライヤーの実態・課題を認識したうえで、

コミュニケーションを密に取っています。具体的には、各

社の低減テーマ策定のため、当社の省エネ事例集の共

有、省エネ道場での勉強会、各種測定器の貸し出しを行

うとともに、中長期の目標である、「30年度までに27%

低減・50年度ネットゼロ」に向けた各社のロードマップ

策定の支援に力を入れています。

その取り組みの一環として、「カーボンニュートラル活

動促進会」を年2回開催する中で、サプライヤー同士のグ

ループ討議による情報共有・困りごと解決も実施してい

ます。また、24年度からは日本の取り組みのグローバル

展開を開始しており、今後もサプライチェーン全体で脱

炭素に向けて取り組んでまいります。

サステナビリティへの取り組み

省エネ道場見学（100社400名以上来場）

カーボンニュートラル活動促進会でのグループ討議

仕入先サステナビリティガイドライン

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/social/report4/pdf/SupplierSustainabilityGuidelines.pdf
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˙�αϓϥΠϠʔͱのύʔτφʔγοϓڧԽ
ຖ೥�݄にʮௐୡํ਑આ໌ձʯを։͠࠵ɺࠃ಺ओཁαϓ

ϥΠϠー໿���ࣾにର͠てܦӦཧ೦΍ڥ؀ۀࣄɺձࣾ

ํ਑をઆ໌͠42%$͓ΑͼίϯϓϥΠΞϯスɾαスςφ

ϏリςΟにؔ͢るऔΓ૊Έͱ՝୊΍໨ඪをڞ༗ͨ͠͏え

Ͱɺظ଴値࠙ஊձを௨͡て݁Ռͷ֬ೝͱվળに͚ͨ޲

てい·͢ɻ·ͨɺ����೥౓ΑΓຖ೥ͬߦతにظをఆٞڠ

��݄をʮαϓϥΠϠー݄ؒʯͱఆΊɺαϓϥΠϠーにର͠

てʮँײͱଚܟͷ೦を΋ͪɺຊԻにڏݠにࣖを͚܏るػ

ձʯͱଊえɺ೔ࠒͷऔΓ૊Έにँײͷҙをදͨ͢Ίにײ

ँঢ়ͷଃఄͳͲを࣮͢ࢪるͳͲɺαϓϥΠϠーͱͷΑΓ

ྑいؔͮ܎ Γ͘を໨͠ࢦてい·͢ɻ

͞Βにຖ ʮ݄ௐୡ࿈བྷձʯを։͠࠵ɺ๷Րɾ๷ࡂ΍ίϯ

ϓϥΠΞϯスɾαΠόーηΩϡリςΟͳͲͷऔΓ૊Έࣄ

ྫͷ঺հにՃえɺΧーϘϯχϡートϥϧを͸͡Ίͱͨ͠

ࣾձ՝୊にؔ͢るʮηϛφーʯを࣮͠ࢪてい·͢ɻ����

೥౓͔Β͸ɺαϓϥΠϠーͷܦӦऀをର৅にʮܦӦࠔΓ

͝ͱ૬ஊࣨʯをઃஔɺܦۀاӦ΍ࡒ຿ɺਓࣄɺ๏຿ͳͲ͞

·͟·ͳܦӦ՝୊についてɺগਓ਺୯ҐͰͷ཰௚ͳ૬

ஊをड͚෇͚ɺ࣮ ޮੑͷߴいղܾࡦをΞυόΠス͢る͜

ͱに౒Ίてい·͢ɻ

͜ΕΒͷ支ԉ׆ಈ͸���ճを௒えɺ࣍ୈにαϓϥΠ

ϠーؒͰͷࣗൃతͳつͳ͕Γ͕ੜ·Εɺ೰Έをڞ༗͢る

͜ͱͰޓいにֶͼ合͏޷॥؀΋ੜ·Εてい·͢ɻ

˙�αϓϥΠϠʔ৘ใのϞχλϦϯά
ଓతにऔҾͷ͋るαϓϥΠϠーに͸೥に̍ճҎ্ܧ

ͷස౓ͰܦӦ৘ใにؔ͢るௐࠪථͷఏग़をґཔ͠て͓

Γେ͖ͳมԽ఺について͸๚໰΍ώΞリϯάͷ࣮ࢪͳ

ͲɺリスΫͷૣظղܾ΍ࠔΓ͝ͱͷղܾͳͲに౒Ίてい

·͢ɻ

Ճえて೥౓ͷධ価݁Ռを΋ͱにɺ඼࣭ɺ̓ શͳͲɺ౰ࣾ

ͷબఆ基४に౰て͸·るαϓϥΠϠーをର৅にɺαϓϥ

ΠϠーにग़޲いてͷ؂ࠪを೥に̍ճ࣮͠ࢪて͓ΓŊվળ

ಈをਪਐ͠て͓Γ·͢Ň׆

˙�औҾదਖ਼Խ
౰ࣾ͸ɺύートφーγοϓߏஙએݴ಺に͓いてɺ࿑຿

අɺΤωϧΪーߴಅඅ༻ͷ価֨సՇͳͲɺαϓϥΠϠー

ͱͷٞڠをએ͠ݴて͓Γ·͢ɻ

౰͔ࣾΒαϓϥΠϠー΁ͷಇ͖͔͚をೳಈతにߦいɺ

αϓϥΠϠーͱͷٞڠをॏͶͳ͕ΒࠔΓ͝ͱͷղܾをਐ

Ίて͓Γ·͢ɻ

αϓϥΠϠʔのڧԽ

˙�ͱ΋ʹ成長͢ΔͨΊのαϓϥΠϠʔࢧԉ
42%$ͷ؍఺͔Β͞·͟·ͳ支ԉを࣮͠ࢪてい·͢ɻ

ಛにɺ̓ શにؔ͠て͸ృ૷ͳͲͷੜ࢈ઃඋͷ๷Ր఺ݕ΍

リスΫΞηスϝϯトに基ͮ͘ະવ๷׆ࢭಈɺ඼ ɾ࣭ੜ࢈に

ؔ͠て͸Ϟϊͮ͘Γվֵ׆ಈにΑるݱ৔վળɺいͣΕ΋

ਓࡐҭ成支ԉͱؔ࿈෇͚ͳ͕ΒऔΓ૊ΈをਐΊてい·

͢ɻ

ͳ͓ɺҭ成支ԉに͓いて͸ɺ౰ࣾͷスΩϧอ༗ऀͷग़

ࡐड͚ೖΕͳͲਓ޲ͷग़ࡐ΍αϓϥΠϠーͷίΞਓ޲

ҭ成支ԉͱؔ࿈෇͚ͳ͕Βਪਐ͠てい·͢ɻ

·ͨɺαϓϥΠϠー͕૬ݚޓᮎ΍༏ྑྫࣄͷԣల։を

໨తにฤ成͢るʮڠ࿨ձʯͷ׆ಈをଆ໘͔Β支ԉ͠ɺਓ

͚ͨ޲にݱҭ成ͷਪਐ΍ΧーϘϯχϡートϥϧͷ࣮ࡐ

ಈに΋औΓ૊ΜͰい·͢ɻ׆

����೥͔Β͸ڠ࿨ձ͕ओಋ͠てɺαϓϥΠϠー͕ഓͬ

て͖ͨ஌ݟを͔͠׆૒ํͷڝ૪ྗڧԽをਤる͜ͱを໨త

に͠ ʮͨউ ʢͪ価値ʣٕ లࣔձʯを։͠࠵てい·͢ɻ֤ ͕ࣾ

ΞΠデΞをڞ༗͠合いվળͷ成Ռ͕Ͱて͖て͓Γ·͢ɻ

·ͨɺ͞ Βにۀڠͷີ౓ͱスϐーυΞοϓをਤるͨ

Ίɺ����೥ΑΓ౰ࣾͷࠔΓ͝ͱ	χーζ
ɺڠ࿨ձͷఏ

Ҋ	γーζʣͷ৘ใڞ༗にΑΓɺ૒ํͷྗを͔ͨ͠׆औ

Γ૊Έを։࢝͠て͓Γɺ��೥౓ͷউٕͪలࣔձͰ͸α

ϓϥΠϠーؒ΋ؚΊͨۀڠ成Ռをଟ͘లࣔͰ͖·ͨ͠ɻ

���೥౓উٕͪలࣔձ

ύʔτφʔγοϓߏஙએݴ

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/social/report4/pdf/327-05-23-aichi.pdf
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■ 人権影響評価
　当社グループ・サプライヤーを対象とした人権影響
評価を外部有識者とともに実施し、優先的に取り組む
べき人権課題を特定しました。当社グループ・サプライ
ヤーの事業活動や製品・サービスに関連する人権リスク
の全体像を把握するため、まずは机上調査を実施し、バ

リューチェーン上の⼈権リスクを洗い出しました。また、
当該調査に加え、アンケートによる書面調査、またリスク
が高い国・地域においてはヒアリングを実施し、取り組
みの実態や課題を確認しました。

■ 人権・デューデリジェンス
　「ビジネスと人権に関する指導原則」に則り、同原則で
記されている人権デュー・デリジェンスを2022年に開始
しました。人権デュー・デリジェンスとは、企業の事業、
サプライチェーンおよびその他のビジネス上の関係に
関して、人権への負の影響を特定し、その負の影響を防
止・軽減し、実施状況および結果について追跡調査を行
い、どのように負の影響に対処したかを伝える一連のプ
ロセスを指します。

■ 人権方針の策定と取り組み体制
　2022年4月に「豊田合成グループ人権方針」を策定し
ました。本方針は、外部有識者の助言をふまえて作成し、
全役員と本部長が参加するサステナビリティ会議での
審議を経て、取締役会で承認されております。

　また、人権の取り組みを進める体制については、経営
層のコミットメントを高めるため、サステナビリティ会議
で年2回進捗を報告しています。

影響にどのように
対処したかを伝える

企業の事業やサプライチェーン、 
ビジネス上の関係における 
負の影響を特定し、評価する

是正措置を行う、又は
是正のための協力を行う

負の影響を防止し、 
軽減する

実施状況と結果の
追跡調査

苦情処理メカニズムによる補完

豊田合成
グループ
人権方針

人権に関する取り組みの全体像

■ 顕著な人権課題
当社グループ内

顕著な人権課題 影響を受けるステークホルダー 内容

ハラスメント
・自社グループ内の労働者
・取引先、サプライヤーなどの社外関係者

あらゆる形態のハラスメントは被害者の尊厳を傷つけるだけでなく、就労環境なども悪化させ
ることから、防止策の強化のほか、是正・救済の仕組みを構築していきます。

移民労働者 ・自社グループ内の外国人労働者
移民労働者（特に国内では技能実習生）は特に脆弱な立場に置かれやすいことから、労働環境
や生活環境を確認し、人権侵害の防止と是正・救済の仕組みを構築していきます。

DE&I ・自社グループ内の労働者
DE&Iの理解・配慮・取り組みの不足はキャリアアップの機会の損失、ハラスメント、差別など
を発生させるおそれがあることから、DE&Iの推進の取り組みを強化し、多様な人材が活躍で
きる場を構築していきます。

サプライヤー

区分 顕著な人権課題

国内仕入先 ハラスメント、移民労働者（外国人技能実習生）、DE&I

海外仕入先 児童労働、強制労働、移民労働者

人権方針

　豊田合成グループは、「世界人権宣言」や「ビジネスと
人権に関する指導原則」をはじめとする国際規範を支
持・尊重するとともに、「豊田合成グループ行動憲章」に
おいて、「人権や個人の多様性・人格・個性を尊重し、差
別的行為やハラスメント行為などを行わず、労使協調の

もとで常に健全で働きやすく安全な職場づくりを努め
ます」との基本方針を定め、人格・人権の尊重、公正な採
用、強制労働や児童労働およびあらゆる形態のハラスメ
ントの禁止を明言しています。

人権の取り組み

基 本的な考え方

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/social/report2/pdf/TG_human_rights.pdf
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ಈ׆಺֎άϧʔϓձࣾ΁のࠃ�˙
ɹࠃ಺֎άϧーϓձࣾに͓いて͸ɺਓࣄ࿑຿؅ཧঢ়گ
を೺Ѳ͢るͨΊɺຖ೥શてͷࠃ಺֎άϧーϓձࣾをର৅
にʮࣗओ఺ݕௐࠪʯを࣮͠ࢪてい·͢ɻະવ๷׆ࢭಈͱ͠
てɺࠃ಺άϧーϓձࣾに͸ϋϥスϝϯトɺ%&�*にؔΘる

ษڧձͷ։࠵ɺւ֎άϧーϓձࣾͰ͸ɺ֤ ࣾͰ೥ؒͷ׆
ಈܭըදをࡦఆ͠ɺڭҭ΍πーϧͷԣల։にΑΓɺリス
Ϋͷ௿ݮに౒Ίてい·͢ɻ

˙�૬ஊɾࡁٹ૭ޱ
ɹ౰ࣾͰ͸ɺ౰͓ࣾΑͼࠃ಺άϧーϓձࣾͷैۀһ͕ར
༻Մೳͳࣾ಺�ࣾ֎૭ޱを͚てい·͢ɻಗ໊Ͱͷ૬ஊɾ
௨ใ΋ՄೳͰ͋るͱͱ΋にɺ૬ஊɾ௨ใをཧ༝ͱͨ͠ෆ
རӹͳѻいをड͚ͳいΑ͏にɺ૬ஊ ɾऀ௨ใऀͷอޢに
౒Ίてい·͢ɻ

ɹ·ͨɺ��೥�݄͔Β͸ଟޠݴରԠՄೳͳʮ+1�.*3"*
Ξγストʯにࢀը͠ɺ֎ࠃਓٕೳ࣮शੜ͚޲ͷઐ໳૬ஊ
ମ੍΋ߏங͠てい·͢ɻ

˙�αϓϥΠνΣʔϯ΁のऔΓ૊Έ
ɹ豊田合成άϧーϓਓํݖ਑に基͖ͮࣇಐ࿑ಇɺ੍ڧ࿑
ಇɺҠຽ࿑ಇɺࠩ ผͷࢭېͳͲਓݖଚॏͷ࣮ݱに͚޲て
ඞཁͳ߲໨を੝ΓࠐΜ ʮͩ࢓ೖઌαスςφϏリςΟΨΠ
υϥΠϯʯを����೥に੍ఆ͠てい·͢ɻௐୡ࿈བྷձ΍ί

ϯϓϥΠΞϯスݚमɺڭҭπーϧͷల։にΑるൃܒをܧ
ଓతにͬߦてい·͢ɻ·ͨࠓ೥౓͸ɺւ֎αϓϥΠϠーを
๚໰͠ɺ͞ Βͳるਓݖ՝୊ͷະવ๷ࢭɾੋ ਖ਼׆ಈにऔΓ
૊Ή༧ఆͰ͢ɻ

ਓٕೳ࣮शੜࠃ֎�˙
ɹ合໊��ܭͷ࣮शੜをޏ༻͠ているάϧーϓձࣾ�ࣾ
Ͱɺ৬৔ڥ؀ɺ̓ શ݈߁ͳͲͷࣗओ఺ݕを࣮ࢪいͨͩ
いͨ͏えͰɺ౰ࣾͷਓݖ୲౰͕࣮शੜ΁ͷώΞリϯάɺ
৬৔ֶݟͳͲͷݱ஍ௐࠪを࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻҰ෦ෆඋ͕

֬ೝ͞Ε·͕ͨ͠ɺଈ࣌ͷੋਖ਼を࣮ࢪい͖ͨͩɺਓݖ৵
·につͳ͕るΑ͏ͳҧ൓͸ͳい͜ͱを֬ೝ͠·ͨ͠ɻ֐
ͨɺ࣮ शੜͷ௕ظΩϟリΞϓϥϯͱ͠てɺޙࠃؼͷݱ஍ά
ϧーϓձࣾ΁ͷब৬΋ੵۃతにਐΊてい·͢ɻ

豊田合成άϧーϓͷ5(ϩδスςΟΫスに�೥ؒɺٕ ೳ࣮शੜͱ͠て成ܕՃۀ࡞޻にܞΘͬてい·ͨ͠ɻ
5(ͷʮվળจԽʯ͕ ΋άϧーϓձࣾͷ豊田合成ϋΠϑΥϯにޙࠃؼにೖΓɺ����೥�݄ϕトφϜにؾ
बۀɺ޻ఔվળを୲౰͠てい·͢ɻ͜ Ε·Ͱվળ׆ಈͳͲを௨͡てಘͨݧܦを͔͢׆ͱͱ΋にɺޙࠓ͸
514΋ֶͼձࣾにͨ͠ݙߩいͱߟえてい·͢ɻ

Nguyen Thi Huong Thao（豊田合成ハイフォン(有)）

JP-MIRAI
+1�.*3"*Ξγετ

ܒһ΁のۀै�˙ ɾൃڭҭ׆ಈ
ɹ֎෦ࢣߨにΑる΢ΣϧϏーΠϯά΍%&�*をςーϚに
ԋձɺࣾߨͨ͠ ಺ใͰͷਓํݖ਑ղઆॻɺٕࣄ৬͚޲Φ
ϯϥΠϯݚमɺٕ ೳ৬ൃܒ͚޲πーϧల։を࣮͠ࢪてい
·͢ɻ·ͨɺϋϥスϝϯトについて͸ɺ໾һɺ؅ཧ৬ɺ؂ಜ

ऀͳͲ΁ͷݚमͱͱ΋にɺ݄ �ճఔ౓ɺ%&ˍ*ɺϋϥスϝϯ
トにؔ͢るൃܒを·ͱΊ ʮͨ5(໌るい৬৔Ԡԉஂʯͷ৬
৔ͰͷಡΈ合Θͤを࣮͠ࢪɺશैۀһ͕ϋϥスϝϯトߦ
ҝͷͳいɺ݈ શͰಇ͖΍͢い৬৔ͮ Γ͘に౒Ίてい·͢ɻ

؅ཧ৬΁のϋϥεϝϯτ๷ݚࢭम

಺༰ࢪҭ࣮ڭ
対象 内容 頻度

管理職 人権の基礎知識およびアンコンシャスバイアス研修を実施 1回/年

全従業員 人権に関する基礎的な内容をe-learningで展開 1回/年

人権担当者 基本的な知識や動向などについて、外部勉強会に参加 随時

グループ会社管理職 人権の基礎知識およびアンコンシャスバイアス研修を実施 1回/年

ਓํݖ਑ʹ׆ͮ͘جಈ಺༰

https://jp-mirai.org/jp/
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˙�҆શӴੜɾ݈ ຊཧ೦جΔؔ͢ʹ߁
豊田合成άϧーϓͰ͸҆શͱ৺਎ͷ݈߁ͷ֬อを࠷΋ॏཁͳܦӦ՝୊ͷͻͱつͱҐஔ͚ͮɺશてͷ׆ۀࣄಈに͓いて

҆৺Ͱಇ͖΍͢い৬৔ڥ؀を֬อ͠·͢ɻ

˙�ਪਐମ੍
҆શ݈߁ਪਐ෦୲౰ຊ෦௕をٞ௕ͱ͠てɺऔక໾ࣾ

௕ɾ࿑ಇ૊合ҕһ௕ɾࠃ಺ۀࣄ৔ͷશ޻৔௕͓Αͼࠃ಺

ձࣾࣾ௕͕ग़੮͢るதԝ҆શӴੜҕһձʢ�ճ�೥ʣࢠ֎

を૊৫͠ɺ̓ શӴੜにؔ͢るॾࡦࢪͷใࠂɾ৹ٞをߦ

いɺͦ ͷ݁Ռをऔక໾ձにใ͠ࠂてい·͢ɻ

தԝ҆શӴੜҕһձͷ৹ٞ݁ՌにՃえてɺ೥ॳͷࣾ

௕ϝοηーδ΍ࣾ಺ใにΑる҆શ৘ใͷൃ৴を܁Γฦ

׆る͜ͱͰɺ豊田合成άϧーϓ͕Ұؙͱͳͬて͢ࢪ࣮͠

ಈをਪਐ͠てい·͢ɻ·ͨαϓϥΠϠーについて΋ɺௐୡ

࿈བྷձͳͲを௨͡てఆظతに֤छؔ࿈৘ใͷڞ༗Խを

ਤͬてい·͢ɻ

˙�໨ඪͱ࣮੷ʦάϩʔόϧʧ
౰ࣾͰಇ͘શてͷਓ͕ɺग़ࣾ͞Εͨ࣌ͷؾݩͳ࢟Ͱؼ

୐͠ていͨͩ͘͜ͱ͕ձࣾͷ੹຿Ͱ͋るͱͷߟえ͔Βɺ

ແނࣄɾແ֐ࡂͷ࣮ݱを໨͠ࢦてάϩーόϧͰॏେ˞ࡂ�

ɺ֤͛ܝ਺�݅を໨ඪに݅֐ࡂ�˞�ɾॏಞ˞�ͳ4501֐ छ

ॾࡦࢪをਪਐ͠て͖·ͨ͠ɻ����೥౓άϩーόϧに͓

͚る࣮੷ͱ͠て͸ɺॏେ݅�֐ࡂͷ໨ඪ͸ୡ成͢る͜ͱ

͕Ͱ͖·͕ͨ͠ɺւ֎ࢠձࣾにてʮڬ·Εɾࠐ͖ר·Εʯ

に֘౰͢るॏಞͳ4501ൃ݅�͕֐ࡂ�ੜ͠·ͨ͠ɻ

ձࣾの҆શ֬อࢠ಺ࠃ�˙
えるԽͱऑ఺ࢹձࣾͷ҆શɾ๷ՐϨϕϧͷࢠ֎಺ࠃ

ͷఈ্͛を໨తにɺ����೥౓ΑΓʮ4'1.ʢ҆શɾ๷Ր

Χϧςʣʯをల։͠てい·͢ɻ

����೥౓΋֤ࣾͷࣗओධ価݁Ռを;·えͨ౷Ұڧ

Խ߲໨をઃఆ͠ɺࠃ಺ࢠձࣾにର͠て͸ɺ֤ �ճ�೥ʢ��

ɿࣾܭ��ճʣͷݱ஍ݱ෺ݱೝにΑる؂ ɾࠪ支ԉをͬߦて

い·͢ɻ

˙�҆શӴੜのऔΓ૊Έ
豊田合成άϧーϓͰ͸্ه基ຊཧ೦に基͖ͮɺ̓ શӴੜએݴをఆΊて׆ۀاಈをల։͠てい·͢ɻ

҆શӴੜએݴ
ᶃ҆શӴੜにؔ͢る๏཯ɺࣾ ಺نఆを९क͠·͢ɻ
ᶄʮ҆શ͸શてに༏ઌ͢るʯを৺にࠁΈɺҰਓͻͱΓ ʮ͕҆શ࠷༏ઌʯͰߦಈ͢る͜ͱをపఈ͠·͢ɻ
ᶅ౰ऀࣄҙࣝをͬ࣋て׆ಈにऔΓ૊ΈɺશһࢀՃͰ૬ܕൃܒޓͷ҆શจԽͷৢ成をਤΓ·͢ɻ

ಋࢦ෺؂ࠪɾݱ஍ݱձࣾͷࢠ಺ࠃ

実績 評価

重大災害件数 ０件 0件 ○

重篤なSTOP7災害件数 ０件 2件 ×

˞��ॏେɿࢮ๢
˞��ॏಞɿඃऀࡂͷ਎ମͷҰ෦ʢ·ͨ͸ػೳʣをࣦͬͨঢ়ଶ
˞��4501�ɿେ͖ͳέΨ͕͜ىるՄೳੑ͕͋る�つͷࣄ৅ᶃڬ·Εɾר
Թ෺ɾരߴᶇं྆ᶈిײΕᶄॏྔ෺ᶅ௢མɾసམᶆ·ࠐ͖ ɾൃΨス
ᶉ੾அ

ӦのऔΓ૊Έܦ߁݈�˙
豊田合成άϧーϓͰಇ͘͢΂てͷਓ͕৺਎ͱ΋に݈߁Ͱ͋Γଓ͚るͨΊにɺ݈ ಈをਪਐ͠てい·͢ɻ׆Ӧܦ߁

健康宣言　～「限りない創造　社会への奉仕」実現のために～

　①従業員の健康を重要な経営資源と考え、安全と心身の健康を最優先する組織風土を醸成します。
　②従業員がいきいきと働けるよう、明るく活力ある職場、人づくりに取り組みます。
　③従業員と家族の健康増進を図るため、健康意識を高め、疾病予防に取り組みます。

IUUQT���XXX�UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ�DTS�TPDJBM�SFQPSU���4BGFUZ)FBMUI

ΔऔΓ૊Έ͑ࢧଓత成長Λ࣋

҆શ݈߁

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/social/report2/#SafetyHealth
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˙�ਪਐମ੍
·ͨɺதԝ҆શӴੜҕһձͷԼ෦૊৫ͱ͠てɺ݈ ܦ߁

Ӧͷ֦ॆを໨తにʮ݈޾ਪਐٞڠձʯを೥�ճ։͠࠵て

い·͢ɻ͜ ͷٞڠձͰ͸݈͚ͩ߁Ͱ͸ͳ͘ɺʮͤ޾ʯにಇ

͘͜ͱを໨͠ࢦɺ̓ શ݈߁ਪਐ෦をࣄ຿ہにɺۀ࢈ҩɾਓ

෦ɾ݈ࣄ ૊合ɾ࿑ಇ૊合͕Ұମͱͳͬてɺ݈ݥอ߁ ܦ߁

Ӧɾ޾෱ܦӦ׆ಈͷٞڠをͬߦてい·͢ɻ

·ͨɺڠ ɾܾٞ ఆ߲ࣄ͸֤ۀࣄॴͷ҆શӴੜҕһձ΁

ͱల։͠てい·͢ɻ

νϟϨϯδ�ʯのऔΓ૊Έ߁ಈʹ͓͚Δʮ݈׆Ӧܦ߁݈�˙
ͷࣾձత੹೚をՌͨͨ͢Ίͷۀاる͛ܝӦཧ೦にܦ

基盤ڧԽͱ͠てɺै һҰਓͻͱΓ͕কདྷにΘͨͬてɺいۀ

͖い͖ͱ݈߁にಇ͚る͜ͱ͕ඞཁෆՄܽͰ͋るͱい͏ೝ

ࣝͷ΋ͱɺै ਐͷͨΊɺ݈૿�࣋ҡ߁һͷ݈ۀ Ӧにܦ߁

औΓ૊ΜͰい·͢ɻ

νϟϨϯδ�ʯʢମॏɾே߁ͱ͠てఆΊているʮ݈*1,߁݈

৯ɾҿञɾؒ ৯ɾېԎɾӡಈɾਭ຾ɾストϨスͷ�߲໨ʣͷ͏

ͪɺϙΠϯトͷ௿いlӡಈz΁ͷऔΓ૊Έͱ͠てɺ೥に�౓ͷ

ɻҰਓͻͱΓࢪѲྗଌఆΠϕϯトを࣮ͨ͠༺׆਍அを߁݈

͕l݈߁をߟえる೔zͱ͠てྗےͷॏཁੑɺӡಈ࣮ફͳͲ

をࣗ෼ࣄͱ͠てߟえるͨΊͷಈ͚ͮػをͬߦてい·͢ɻ

·ͨɺࡀ��·Ͱͷఆ೥Ԇ௕をड͚ɺ࣌ࡀ��に࣮͢ࢪるlΩϟリΞデβΠϯݚमzにてମྗଌఆͱӡಈश׳にؔ͢るڭҭ

を࣮͠ࢪɺ೥ྸをॏͶて΋ؾݩͳମͰಇͨ͘Ίͷ支ԉをͬߦてい·͢ɻ

͜ΕΒͷ׆ಈ͕ධ価͞ΕɺスϙーπிΑΓスϙーπΤーϧΧ

ϯύχー����ɺۀ࢈ࡁܦল͕ਪਐ͢る݈ܦ߁Ӧ༏ྑ๏ਓͷ

ೝఆをड͚·ͨ͠ɻ

Ѳྗଌఆͷ༷ࢠ

ࢠҭͷ༷ڭ߁݈ࡀ��

IUUQT���XXX�UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ�DTS�TPDJBM�SFQPSU���4BGFUZ)FBMUI

஍Ҭࣾձݙߩ

౰ࣾάϧーϓͰ͸ܦӦཧ೦に͋るʮྑ͖ࢢۀاຽʯͰ

͋る΂͘ɺ஍Ҭࣾձにࠜ͟͠஍Ҭͱͱ΋に成௕͢るۀا

ͱ͠てʮࣾձ෱ࢱʯʮڥ؀อશʯʮ੨গ೥ҭ成ʯʮ஍Ҭ๷൜ʯ

ͷ�つͷபͰैۀһにΑるࣾձݙߩͷऔΓ૊Έをੈք

֤஍Ͱੵۃతにͬߦてい·͢ɻ

ձを૿΍͢ͱػՃࢀಈ΁ͷ׆ݙߩ΋ࣾ಺Ͱࣾձޙࠓ

ͱ΋にɺ஍ҬͷͨΊにͳる׆ಈをਪਐ͠てい͖·͢ɻ

஍Ҭ͜Ͳ΋৯ಊ΁ͷࢧԉ ंイευクターζ ϑーυυϥイϒ ஍ࣇݩಐཆࢪޢઃ΁ͷدଃ
ʢ豊田合成ೆアϑリカʢגʣʣ

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/social/report2/#SafetyHealth
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ํ͑ߟຊతͳج�˙
Ӧͷ݈શੑͱޮܦۀاてɺ͚޲にݱଓత成௕ͷ࣮࣋

཰ੑͷ֬อをͶΒいͱͨ͠ίーϙϨートɾΨόφϯスͷ

ॆ ɾ࣮ڧԽをܦӦͷ࠷ॏཁ՝୊ͱೝࣝ͠ɺڥ؀มԽにత

֬にରԠͰ͖る૊৫ମ੍を੔උ͠ɺެ ਖ਼͔つಁ໌ੑͷ͋

るܦӦγスςϜをߏஙɾҡ࣋͢る͜ͱに౒Ίてい·͢ɻ

·ͨɺ豊田合成͸ۚ༥ிɾ౦݊ূژऔҾॴ͕ࡦఆ͠て

いるʮίーϙϨートΨόφϯスɾίーυʯͷཧ೦΍ݪଇͷझ

をࣗ཯తに࣮ફ͢る͜ࡦࢪɾਫ਼ਆを;·えͨ͞·͟·ͳࢫ

ͱͰɺίーϙϨートɾΨόφϯスͷॆ࣮をਤͬてい·͢ɻ

のମ੍࣏౷ۀا�˙
౰ࣾ͸ɺ؂ࠪ໾ઃஔձࣾをબ୒͠ɺ๏ఆͷؔػͱ͠てɺ

؂ࠪਓをඋえɺซͤܭओ૯ձɾऔక໾ձɾ؂ࠪ໾ձɾձג

てɺ಺෦؂ࠪを͸͡Ίͱ͢る಺෦౷੍γスςϜを੔උɾ

ӡ༻͠てい·͢ɻऔక໾ձ͸ɺऔక໾��໊Ͱߏ成͞Εɺ

ຖ݄ఆظతにߦΘΕるऔక໾ձʢඞཁにԠ͡てྟ࣌औక

໾ձʣに͓いてɺ๏ ɾྩఆ׺ͰఆΊΒΕ߲ͨࣄ΍ɺܦӦに

ؔ͢るઓུͳͲͷॏཁ߲ࣄͷใࠂɾܾ ٞを͠てい·͢ɻ

·ͨɺࣥ ͷߦ຿ࣥۀఆͱܾࢥ໾һ੍౓をಋೖ͠ɺҙߦ

ਝ଎Խをਤͬてい·͢ɻ͞ Βにɺ����೥�݄にνーϑΦ

ϑΟαー੍౓をಋೖ͠ɺࣾ ௕ͷݶݖͱ੹೚ͷҰ෦をνー

ϑΦϑΟαーにҕৡ͢る͜ͱにΑΓɺॏ఺ػೳについて

ຊ෦ɾ஍Ҭຊ෦ͷ࿮を௒えてάϩーόϧશମͰ؅ۀࣄ

ཧ͠ɺઓུੑͷߴいۀ຿ࣥߦͷ࣮ݱͱܦӦͷスϐーυ

Ξοϓをਤͬてい·͢ɻՃえてɺ����೥�݄に͸औక໾

ձͷܾٞݶݖをҰ෦ࣥߦଆ΁ҕৡ͠·ͨ͠ɻ͜ ΕにΑ

Γɺऔక໾ձͰͷܦӦઓུٞ࿦をΑΓॆ࣮ͤ͞るͱͱ΋

にɺॏཁܾ߲ࣄఆձٞを৽ઃ͠ɺ͞ Βͳるࣥߦͷスϐー

υΞοϓͱࣗ཯ͨ͠ܦӦをਤͬてい·͢ɻ

·ͨɺܦӦͷॏཁͳ߲ࣄについて͸ɺॏཁܾ߲ࣄఆձ

ٞɺຊ෦௕ձٞɺܦӦձٞをຖ݄։͠࠵ɺ͞ Βに҆શɾ඼

ɾ࣭ڥ؀ɾٕ ज़ɾऩӹɾਓࣄͳͲͷओཁػೳにؔ͢るػೳ

ձٞମ͓Αͼ֤छҕһձをదٓ։͠࠵ɺత֬ͳܦӦ൑

அをͬߦてい·͢ɻ

؂ࠪ໾ձ͸ɺ؂ࠪ໾�໊Ͱߏ成͞Εɺ؂ࠪ໾ձをఆظత

に։͢࠵るͱͱ΋にɺऔక໾ձを͸͡Ίͱ͢るॏཁͳձٞ

΁ͷग़੮΍֤෦໳ɾࢠձࣾͷ؂ࠪを௨ て͠ܦӦࢹ؂ͷػೳ

をՌͨ͠て͓Γɺ֎෦؂ࠪਓͰ͋るձ؂ࠪܭਓにΑる؂ࠪ

ೳͱ͋Θͤɺಠཱ͔つެਖ਼ͳ؂ࠪମ੍を֬อػ て͠い·͢ɻ

͜ΕΒͷؔػઃܭに基͖ͮɺ؂ ɾࠪ؂ಜɾࣥ ͠ܞを࿈ߦ

てػೳͤ͞ɺձࣾͷҙܾࢥఆɺۀ຿ࣥߦͷద๏ੑͱޮ཰

ੑ͕े෼に୲อ͞Εている͜ͱ͔Βɺࡏݱͷମ੍を࠾༻

͠てい·͢ɻ

·ͨɺऔక໾ձͷ؂ಜػೳをڧԽ͠ɺҙܾࢥఆϓϩη

スͷ؍٬ ɾੑಁ ໌ੑをߴΊるͨΊɺऔక໾ձͷ೚ҙࢾ໰

ҕһձͱ͠てɺʮ໾һใुҕһձʯͱʮ໾һਓࣄҕһձʯ

をઃஔ͠てい·͢ɻ

˙�಺෦౷੍γεςϜ
౰ࣾ͸ɺձࣾ๏ͷنఆに基ͮ ʮ͖಺෦౷੍ͷ੔උにؔ͢

る基ຊํ਑ʯをࡦఆ͠ɺ͜ ΕにԊͬてॏཁ߲ࣄͷ৹ٞɺؔ ࿈

ఔɾཁྖͷ੍ఆͱӡ༻ɺ಺෦؂ࠪɺίϯϓϥΠΞϯスɺリスن

Ϋ؅ཧͳͲをؚΉ಺෦౷੍γスςϜを੔උ͢る͜ͱͰɺۀ

຿ͷదਖ਼を֬อ͢るͨΊͷମ੍ͷߏஙͱӡ༻に౒Ίてい

·͢ɻ಺෦౷੍ͷ੔උɾӡ༻ঢ়گについて͸ɺຖ೥औక໾ձ

Ͱͦͷ಺༰を֬ೝ͠ɺ͞ Βͳるվળ͓ΑͼڧԽにܧଓతに

औΓ૊ΜͰい·͢ɻͳ͓ɺ����೥�݄に基ຊํ਑をվఆ͠ɺ

·てい͠ࢪԽɾӡ༻を࣮ڧձࣾ؅ཧをؚΊͨ಺෦౷੍ͷࢠ

͢ɻ·ͨɺ����೥�݄に๏نೝূࣨを৽ͨにઃஔ͠ɺ๏نର

Ԡ΁ͷ͞Βͳるମ੍ڧԽに΋औΓ૊ΜͰい·͢ɻ

άϧーϓ؅ཧに͓いて͸ɺ౰͓ࣾΑͼࢠձࣾͷ݈શͳ

಺෦౷੍ڥ؀ͷৢ成をਤるͨΊɺάϧーϓ֤ࣾͱʮܦӦ

ཧ೦ʯをڞ༗͢るͱͱ΋にɺڞ௨ͷίϯϓϥΠΞϯス্ͷ

ձࢠষʯをఆΊɺݑಈߦ਑Ͱ͋るʮ豊田合成άϧーϓࢦ

ࣾにల։͢るମ੍を੔උ͠てい·͢ɻ͞ Βにɺࢠձࣾͷ

ɹ৴པ͞ΕΔۀاͰ͋Γଓ͚ΔͨΊ豊田合成άϧʔϓશମͰίʔϙϨʔτɾΨόφϯεのॆ࣮Λਤ͍ͬͯ·͢ɻެ ਖ਼Ͱಁ໌ੑの͋Δا
຿のదਖ਼ۀ͠༺のͨΊɺ಺෦౷੍γεςϜΛ੔උɾӡݱମ੍࣮࣏౷ۀ ɾੑޮ ཰ੑΛ֬อ͢Δͱͱ΋ʹɺࣾ ֎のऔక໾ͱ؂ࠪ໾ʹΑΔܦ
Ӧ؂ಜɾ؂ࠪͰ࣮ޮੑΛߴΊ͍ͯ·͢ɻ͞ Βʹɺ๏ྩ९कɾྙۀاཧのపఈ΍ϦεΫϚωδϝϯτ׆ಈ΋ਪਐͯ͠ ͍·͢ɻ

ίʔϙϨʔτɾΨόφϯε

ಁ໌ੑの͋るܦӦシステムをߏங・ӡ༻͠
άϧーϓのίーϙϨーτ・Ψόφンスをॆ࣮

Ψόφϯε
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造ͷઓུ 価値創造Λ͑ࢧΔج൫ データ

˙�αεςφϏϦςΟձٞ
ଓ࣋Αͼࣾձͷ্͓޲価値ۀا成௕ͱۀاଓతͳ࣋

తൃల΁ͷݙߩを໨͠ࢦてɺ����೥��݄にαスςφϏ

リςΟձٞをઃஔ͠·ͨ͠ɻຊձٞͰ͸ɺαスςφϏリ

ςΟにؔ͢るॏ఺औΓ૊Έ߲ࣄͷ৹ ɾܾٞ ఆͱ࣮ࢪঢ়گ

ͷ֬ೝをߦいɺスϐーυײを΋ͬてऔΓ૊ΜͰい·͢ɻࣾ

௕をٞ௕ͱ͠ɺࣾ ֎をؚΉશऔక໾ɺશ؂ࠪ໾͓Αͼւ

֎஍ҬをؚΉຊ෦௕をϝϯόーͱ͠てߏ成͠て͓Γɺ٬

いόϥϯスͷऔΕͨαスςφϏリςΟߴͱಁ໌ੑͷੑ؍

ͷࡦࢪを࣮͠ߦてい·͢ɻ

˙�໾һใुҕһձɾ໾һਓࣄҕһձ
౰ࣾͷʮ໾һใुҕһձʯ͓ Αͼʮ໾һਓࣄҕһձʯ

͸ɺա൒਺Ҏ্をࣾ֎औక໾Ͱߏ成͠ɺ྆ ҕһձͷٞ௕

をࣾ֎औక໾͔Βબ೚͠ɺಁ ໌ੑͱੑ؍٬をΑΓҰ૚ߴ

Ίてい·͢ɻ

ίʔϙϨʔτɾΨόφϯεのମ੍ਤ

ओ૯ձג

બղ೚ બղ೚ બղ೚

؂ࠪ

؂ࠪ
؂ࠪ ෇ٞ

ใࠂ
؂ࠪ

؂ࠪ

ใࠂ
෇ٞ

ܾఆ
ঝೝ

ใࠂ

ࢦ ɾࣔ؂ಜ

૊৫શࣾձٞମߦ຿ࣥۀ

֤छܦӦձٞମ

֤छػೳձٞମ

֤छҕһձ

؂ࠪ෦
ࣾ௕

νーϑΦϑィαー

औక໾ձ ؂ࠪ໾ձ ձ؂ࠪܭਓ

意思決定・監督

業務執行体制

監査

࿈ܞ

໾һਓࣄҕһձ

໾һใुҕһձ

αεテφϏリティձٞ

؂ࠪ໾ࣨ

౴ਃ

બղ೚

໾һߦࣥ

෦໳ۀࣄೳɾػ֤

ձࢠ ɾࣾؔ ࿈ձࣾ

ओͳձٞମɾҕһձ
˔��औక໾ձ
˔��αεテφϏリティձٞ

˔��ॏཁܾ߲ࣄఆձٞ
˔��ຊ෦௕ձٞ
Ӧձٞܦ��˔

˔��ൢചձٞ
˔��։ൃٕज़ձٞ
˔��ऩӹɾݪՁձٞ
˔��ੜ࢈ɾௐୡձٞ
˔��ਓࣄձٞ
˔��*5ਪਐձٞ

˔��಺෦౷੍ҕһձ
˔��༌ग़؅ཧҕһձ
˔��தԝ҆શҕһձ
˔��カーϘンニϡーτϥルɾ
ҕһձڥ؀

˔��඼࣭ҕһձ

名称 役割 構成員 出席回数
（2023年度）

役員
報酬委員会
（2023 年度
 開催回数：1回）

取締役の報酬制度
および個人別報酬
の審議・答申（譲
渡制限付株式報酬
など）

宮﨑取締役会長
齋藤取締役社長
松本社外取締役（議長 #）
和田社外取締役
古川社外取締役※
前田社外取締役※
粟生社外取締役※

1回 /1回
1回 /1 回
1回 /1 回
1回 /1 回
ー
ー
ー

名称 役割 構成員 出席回数
（2023年度）

役員
人事委員会
（2023 年度
 開催回数：1回）

取締役および監査
役の選解任に関す
る議案の審議・答申
（社長の選定など）

宮﨑取締役会長
齋藤取締役社長
松本社外取締役（議長 #）
和田社外取締役
古川社外取締役※
前田社外取締役※
粟生社外取締役※

1回 /1回
1回 /1 回
1回 /1 回
1回 /1 回
ー
ー
ー

ˌ����೥�݄બ೚ɹ˞����೥�݄ब೚ ˌ����೥�݄બ೚ɹ˞����೥�݄ब೚

をड͚るࠂใۀࣄతにظӦͷࣗओੑをଚॏ͠つつɺఆܦ

ͱͱ΋にɺࣄલঝೝใ੍ࠂ౓を௨͡てࢠձࣾͷۀ຿ͷ

దਖ਼ੑͱద๏ੑを֬ೝ͢るମ੍を੔උ͠てい·͢ɻՃえ

てɺॏཁͳࢠձࣾに͸ඇৗۈऔక໾ɾඇৗ؂ࠪۈ໾を೿

る੍͢ݗΑͼ͓ࢹを؂ߦ຿ࣥۀձࣾͷࢠる͜ͱͰɺ͢ݣ

ମ੍を੔උ͠てい·͢ɻ
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のํ਑ͱखଓ໊͖ࢦ෦のબղ೚ͱऔక໾ɾ؂ࠪ໾ީิのװӦਞܦ�˙
औక໾ɾ؂ࠪ໾͸ɺʮ໾һਓࣄҕһձʯに͓いて৹ ɾٞ

౴ਃをͨܦͷͪɺऔక໾ձͷܾٞをܦてגओ૯ձܾٞ

にてܾఆ͠·͢ɻ

Ӧਞɾऔక໾ձશମͱܦ෦ɾऔక໾ީิ͸ɺװӦਞܦ

͠てͷ஌ ɾࣝݧܦɾೳྗͷόϥϯスをྀ͠ߟɺత͔֬つਝ

଎ͳҙܾࢥఆ͕Ͱ͖る͜ͱɺ֤ ਓͱ͠てਓ๬͕͋Γɺݸ

๏ྩ͓Αͼྙۀاཧͷ९कにప͢るࣝݟを༗͢る͜ͱ

を基४に૯合తにબ೚ɾ໊͠ࢦてい·͢ɻ

スキルマトリックス

ɾ֤ औక໾ɾ؂ࠪ໾ͷ͜Ε·Ͱͷݧܦを΋ͱにɺظ଴͢る෼໺について͠ࡌهてい·͢ɻ

ɾ౰ࣾऔక໾ձɾ؂ࠪ໾ձͷߏ成͸ɺશମͱ͠て஌ ɾࣝݧܦɾೳྗͷόϥϯスɺଟ༷ੑ͓Αͼਓ਺に഑ྀͨ͠ߏ成ͱ͠てい·͢ɻ

ɹ໊ࢯ

ˎ����೥�݄ब೚

˞����೥�݄ब೚

宮
﨑

直
樹

齋
藤

克
巳
＊

安
田
　
　
洋

岡
　
　
正
規

苗
代

光
博
＊

松
本
真
由
美

和
田
　
　
節
＊

古
川

雅
典
※

前
田

茂
樹
※

粟
生

万
琴
※

大
磯

健
二

鈴
木

山
人

加
古
　
　
慈

桑
山
　
　
斉

横
井

正
彦
＊ εΩϧબఆཧ༝ɾఆٛ

౰ࣾͷ࣋ଓతͳ成௕͓Αͼۀا価値্޲を໨͠ࢦɺத௕ܭۀࣄظըਪਐͷͨΊに
औక໾ձɾ؂ࠪ໾ձ͕ඞཁͱ͢るスΩϧをબఆ͠てい·͢ɻ

スΩϧ

౰ࣾに͓͚る
஍Ґ

औక໾
ձ௕

औక໾
ࣾ௕

औక໾
෭ࣾ௕

औక໾ औక໾ औక໾
ࣾ֎
ಠཱ

औక໾
ࣾ֎
ಠཱ

औక໾
ࣾ֎
ಠཱ

औక໾
ࣾ֎
ಠཱ

औక໾
ࣾ֎
ಠཱ

؂ࠪ໾ ؂ࠪ໾ ؂ࠪ໾
ࣾ֎

؂ࠪ໾
ࣾ֎
ಠཱ

؂ࠪ໾
ࣾ֎
ಠཱ

໾һใुҕһձ
˕͸ٞ௕ ˓ ˓ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

໾һਓࣄҕһձ
˕͸ٞ௕ ˓ ˓ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

企業経営 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ౰ࣾをऔΓ͕ڥ؀ۀࣄ͘רάϩーόϧͰܹม͢るதɺܦۀاӦͷݧܦ΍࣮੷に基͖ͮɺ
౰ࣾͷ࣋ଓతͳ成௕͓Αͼۀا価値΁ͷد༩΍ɺத௕ܭۀࣄظըਪਐにد༩͢るద੾ͳܦӦ൑அをͨ͏ߦΊɻ

海外事業 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ւ֎Ͱͷ࣮຿ݧܦ΍ւ֎ͷڥ؀ۀࣄɾۀࣄϚωδϝϯトͳͲͷ஌ࣝを͔͠׆ɺάϩーόϧͰͷۀࣄを成௕ͤ͞るͨΊɻ

財務 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ਖ਼֬ͳࡒ຿ใࠂମ੍͓Αͼݻڧͳࡒ຿基盤をߏங͠ɺ࣋ଓతͳ成௕͓Αͼۀا価値্޲に͚ͨ޲成௕౤ࢿͷਪਐͱɺ
ద੾ͳגओؐݩを࣮͢ݱるͨΊɻ

法務・リスク管理 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ๏཯ͷ९क͓Αͼద੾ͳリスΫϚωδϝϯトに基ͮ͘Ψόφϯスମ੍ͷཱ֬にΑΓɺ
をਪਐ͢るͨΊɻ্޲ங΍ɺ؂ಜͷ࣮ޮੑߏͷͨΊͷ基盤্޲価値ۀاଓతͳ成௕͓Αͼ࣋

技術 ˔ ˔ ˔ ઌਐςΫϊϩδーにΑるٕज़ֵ৽΍ɺத௕ظతͳ੡඼اըɾ։ൃにؔ͢るスΩϧɾ஌ݟを͔͠׆ɺ
るͨΊɻ͢ݱ成௕を࣮ۀࣄଓతͳ࣋

モノづくり（生産・品質） ˔ ˔ ˔ ˔ ࣗಈं෦඼੡造ɾൢ ചۀࣄをओ࣠ͱ͢るۀاͱ͠てɺֵ ৽తͳੜٕ࢈ज़ͷಋೖ΍੡造ݱ৔ͷվળͱɺ
੡඼඼࣭ͷҡ࣋ɾ্޲をਐΊるͨΊɻ

営業 ˔ ͓٬༷ͱͷԁ׈ͳίϛϡχέーγϣϯにΑる৘ใऩू΍ɺӦۀઓུࡦఆにؔ͢るスΩϧɾ஌ݟを΋ͱにɺ
มԽ͢る٬ސχーζにԠえάϩーόϧに֦ൢ͢るͱͱ΋にɺ෇Ճ価値ͷߴい঎඼をఏ͠ڙଓ͚ていͨ͘Ίɻ

環境・エネルギー ˔ ˔ ˔ ˔ ಈͱҰମԽͨ͠औΓ૊ΈをՃ଎ɾਪਐ͠ɺࣾ׆ۀࣄ഑ྀ͕ඞཁͳ෼໺に͓いてɺڥ؀ ձత੹೚をՌͨͨ͢Ίɻ

人事 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ଟ༷ ɾੑΠϯΫϧーδϣϯɾਓݖଚॏɾ΢ΣϧϏーΠϯάͷ஌ݟを͔͠׆ɺ
ࣾһҰਓͻͱΓͷೳྗを৳͹͢ͱͱ΋に࠷େݶにൃͤ͞شるͨΊɻ

DX ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ౰ࣾͷܦӦ基盤ͷڧԽ͓Αͼ৽ۀࣄͷਪਐにඞཁͱͳるɺ
デδタϧٕज़をۀࣄͨ͠༺׆มֵͷਪਐͱۀاจԽཱ֬を࣮͢ݱるͨΊɻ

新事業（非自動車） ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ඇࣗಈं෼໺に͓͚る৽ۀࣄͷ୳ࡧɺ։ൃɺۀࣄԽͷத௕ظతͳܭըཱҊɾਪਐ͓Αͼকདྷͷ৽֦ۀࣄେを໨ͨ͢ࢦΊɻ

औక໾ձ΁ͷग़੮ճ਺
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ɹ؂ࠪ໾ީิ͸ɺࡒ຿ɾձܭ΍๏຿にؔ͢る஌ݟɺ౰

ࢹӦにؔ͢るଟ༷ͳܦۀاにؔ͢る஌ࣝͳͲɺۀࣄࣾ

఺にΑͬてόϥϯスを֬อ͠ͳ͕Βɺదࡐదॴͷ؍఺Α

Γ૯合తに໊͠ࢦてい·͢ɻ

෦ɺऔక໾ީิऀにෆਖ਼·ͨ͸ॏେͳ๏ྩװӦਞܦ

΋͘͠͸ఆ׺ҧ൓ͳͲ͕͋ͬͨ৔合͸ղ೚खଓ͖をߦ

͏͜ͱͱ͠てい·͢ɻ

スキルマトリックス

ɾ֤ औక໾ɾ؂ࠪ໾ͷ͜Ε·Ͱͷݧܦを΋ͱにɺظ଴͢る෼໺について͠ࡌهてい·͢ɻ

ɾ౰ࣾऔక໾ձɾ؂ࠪ໾ձͷߏ成͸ɺશମͱ͠て஌ ɾࣝݧܦɾೳྗͷόϥϯスɺଟ༷ੑ͓Αͼਓ਺に഑ྀͨ͠ߏ成ͱ͠てい·͢ɻ

ɹ໊ࢯ

ˎ����೥�݄ब೚

˞����೥�݄ब೚

宮
﨑

直
樹

齋
藤
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＊
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光
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＊

松
本
真
由
美

和
田
　
　
節
＊

古
川

雅
典
※

前
田

茂
樹
※

粟
生

万
琴
※

大
磯

健
二

鈴
木

山
人

加
古
　
　
慈

桑
山
　
　
斉

横
井

正
彦
＊ εΩϧબఆཧ༝ɾఆٛ

౰ࣾͷ࣋ଓతͳ成௕͓Αͼۀا価値্޲を໨͠ࢦɺத௕ܭۀࣄظըਪਐͷͨΊに
औక໾ձɾ؂ࠪ໾ձ͕ඞཁͱ͢るスΩϧをબఆ͠てい·͢ɻ

スΩϧ

౰ࣾに͓͚る
஍Ґ

औక໾
ձ௕

औక໾
ࣾ௕

औక໾
෭ࣾ௕

औక໾ औక໾ औక໾
ࣾ֎
ಠཱ

औక໾
ࣾ֎
ಠཱ

औక໾
ࣾ֎
ಠཱ

औక໾
ࣾ֎
ಠཱ

औక໾
ࣾ֎
ಠཱ

؂ࠪ໾ ؂ࠪ໾ ؂ࠪ໾
ࣾ֎

؂ࠪ໾
ࣾ֎
ಠཱ

؂ࠪ໾
ࣾ֎
ಠཱ

໾һใुҕһձ
˕͸ٞ௕ ˓ ˓ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

໾һਓࣄҕһձ
˕͸ٞ௕ ˓ ˓ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

企業経営 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ౰ࣾをऔΓ͕ڥ؀ۀࣄ͘רάϩーόϧͰܹม͢るதɺܦۀاӦͷݧܦ΍࣮੷に基͖ͮɺ
౰ࣾͷ࣋ଓతͳ成௕͓Αͼۀا価値΁ͷد༩΍ɺத௕ܭۀࣄظըਪਐにد༩͢るద੾ͳܦӦ൑அをͨ͏ߦΊɻ

海外事業 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ւ֎Ͱͷ࣮຿ݧܦ΍ւ֎ͷڥ؀ۀࣄɾۀࣄϚωδϝϯトͳͲͷ஌ࣝを͔͠׆ɺάϩーόϧͰͷۀࣄを成௕ͤ͞るͨΊɻ

財務 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ਖ਼֬ͳࡒ຿ใࠂମ੍͓Αͼݻڧͳࡒ຿基盤をߏங͠ɺ࣋ଓతͳ成௕͓Αͼۀا価値্޲に͚ͨ޲成௕౤ࢿͷਪਐͱɺ
ద੾ͳגओؐݩを࣮͢ݱるͨΊɻ

法務・リスク管理 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ๏཯ͷ९क͓Αͼద੾ͳリスΫϚωδϝϯトに基ͮ͘Ψόφϯスମ੍ͷཱ֬にΑΓɺ
をਪਐ͢るͨΊɻ্޲ங΍ɺ؂ಜͷ࣮ޮੑߏͷͨΊͷ基盤্޲価値ۀاଓతͳ成௕͓Αͼ࣋

技術 ˔ ˔ ˔ ઌਐςΫϊϩδーにΑるٕज़ֵ৽΍ɺத௕ظతͳ੡඼اըɾ։ൃにؔ͢るスΩϧɾ஌ݟを͔͠׆ɺ
るͨΊɻ͢ݱ成௕を࣮ۀࣄଓతͳ࣋

モノづくり（生産・品質） ˔ ˔ ˔ ˔ ࣗಈं෦඼੡造ɾൢ ചۀࣄをओ࣠ͱ͢るۀاͱ͠てɺֵ ৽తͳੜٕ࢈ज़ͷಋೖ΍੡造ݱ৔ͷվળͱɺ
੡඼඼࣭ͷҡ࣋ɾ্޲をਐΊるͨΊɻ

営業 ˔ ͓٬༷ͱͷԁ׈ͳίϛϡχέーγϣϯにΑる৘ใऩू΍ɺӦۀઓུࡦఆにؔ͢るスΩϧɾ஌ݟを΋ͱにɺ
มԽ͢る٬ސχーζにԠえάϩーόϧに֦ൢ͢るͱͱ΋にɺ෇Ճ価値ͷߴい঎඼をఏ͠ڙଓ͚ていͨ͘Ίɻ

環境・エネルギー ˔ ˔ ˔ ˔ ಈͱҰମԽͨ͠औΓ૊ΈをՃ଎ɾਪਐ͠ɺࣾ׆ۀࣄ഑ྀ͕ඞཁͳ෼໺に͓いてɺڥ؀ ձత੹೚をՌͨͨ͢Ίɻ

人事 ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ଟ༷ ɾੑΠϯΫϧーδϣϯɾਓݖଚॏɾ΢ΣϧϏーΠϯάͷ஌ݟを͔͠׆ɺ
ࣾһҰਓͻͱΓͷೳྗを৳͹͢ͱͱ΋に࠷େݶにൃͤ͞شるͨΊɻ

DX ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ౰ࣾͷܦӦ基盤ͷڧԽ͓Αͼ৽ۀࣄͷਪਐにඞཁͱͳるɺ
デδタϧٕज़をۀࣄͨ͠༺׆มֵͷਪਐͱۀاจԽཱ֬を࣮͢ݱるͨΊɻ

新事業（非自動車） ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ඇࣗಈं෼໺に͓͚る৽ۀࣄͷ୳ࡧɺ։ൃɺۀࣄԽͷத௕ظతͳܭըཱҊɾਪਐ͓Αͼকདྷͷ৽֦ۀࣄେを໨ͨ͢ࢦΊɻ
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˙�औక໾ɾ؂ࠪ໾һ਺のมભ
����೥にࣥߦ໾һ੍౓をಋೖ͠ɺऔక໾૯਺を

����೥ͷ��໊͔Β�໊に͠ݮ࡟ɺ����೥に͸ࣾ֎औ

క໾をॳબ೚͠てい·͢ɻ

ͷମ੍͸औక໾૯਺͕��໊ɺͦࡏݱ ͷ͏ͪࣾ֎औక

໾਺͸�໊Ͱൺ཰͸���Ͱ͢ɻࣾ ֎औక໾ͷ͏ͪ�໊͸

ঁੑͰ͋Γɺੑ؍٬ͱଟ༷ੑをߴΊてい͖·͢ɻ

取締役人数（名）

監査役人数（名）

社外取締役比率

社外監査役比率

女性取締役比率

女性監査役比率

2011年 2024年

2011年

5

23

5

10

2024年

�ˋ

2011年

��ˋ

2024年

�ˋ

2011年

��ˋ

2024年

��ˋ

2011年

��ˋ

2024年

�ˋ

2011年

��ˋ

2024年

ガバナンス体制強化への主な取り組み

取締役会・
監査役会

業務執行
体制

会議体・
委員会

●取締役選任数の削減

2012 2015 2019 2020 2021 2022 2023

●執行役員制度導入

●コーポレートガバナンスコード適用開始 ●チーフオフィサー
制度導入

●社外取締役比率を1/3に変更

●役員報酬委員会および
　役員人事委員会設置 

●両委員会の議長に
　独立社外取締役を選任

●女性取締役を登用 ●女性監査役を登用

●執行役員数の削減

●企業行動倫理委員会

●環境委員会

●サステナビリティ会議の設置

●カーボンニュートラル・環境委員会へ名称変更

●内部統制委員会へ名称変更●コンプライアンス・リスク管理委員会へ名称変更

2024

●社外取締役比率
を1/2に変更

˙�औక໾ձ
औక໾ձͰ͸ɺܦӦɾۀࣄઓུͳͲͷܦӦͷํੑ޲

についてଟ໘తにٞ࿦͠ɺඞཁにԠ͡てܦաϑΥϩーͷ

ܾ ɾٞใࠂͳͲをߦいɺଟ༷ͳࢹ఺͔ΒܦӦઓུ͕ద੾

にࣥ͞ߦΕている͔を؂ಜ͠てい·͢ɻ·ͨɺ͞ Βͳるઓ

ུٞ࿦ͷॆ࣮ͱे෼͕ٞ࿦ؒ࣌ͷ֬อに͚޲てɺࣥ ߦ

ଆにॏཁܾ߲ࣄఆձٞをઃஔ͠Ұ෦ݶݖҕৡを͠·͠

ͨɻۙ ೥͸ɺ಺෦౷੍γスςϜ΍リスΫ؅ཧମ੍ͷڧԽ

にՃえɺࢢ৔ڥ؀ͷมԽɺ҆ࡁܦશอোɺ஍੓ֶリスΫɺ

࣋ͷதͰͷڥ؀ۀࣄԽͳͲࠞવͱͨ͠ࠁ໰୊ͷਂڥ؀

ଓతͳۀا成௕ͷ࣮ݱに͚޲てɺ͞ Βͳるٞ࿦ͷੑ׆

ԽにऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ

2023年度 取締役会の主な付議事項・報告事項

テーマ 主な付議事項・報告事項

経営・
事業戦略

・中長期事業戦略　　・新規事業戦略　　・年度方針
・国内外子会社 事業戦略（拡大、合併、縮小）
・業務執行報告（業績、生産、品質、安全、技術・開発、知財、重点リスク管理 など）
・取締役会決議事項の進捗

コーポレート
・決算関連　　・取締役・監査役人事、役員人事、役員報酬
・サステナビリティ施策　　・内部統制システム／内部監査部門報告

投融資案件
・国内外生産拠点 拡張に伴う建屋・設備投資
・国内外子会社資金融資

2023年度 取締役会の付議・報告件数

１Q ２Q ３Q 4Q 計

付議事項 15 7 12 8 42

報告事項 13 7 12 11 43

計 28 14 24 19 85

●取締役会の決議
権限変更（執行側
へ一部権限委譲）
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˙�औక໾ձの࣮ޮੑධՁ
౰ࣾͷ࣋ଓతͳ成௕ͱۀا価値ͷ্޲ɺࣾ ձͷ࣋ଓ

తൃల΁ͷݙߩに͚޲てɺίーϙϨートɾΨόφϯス͕

༗ޮにػೳ͢る͜ͱ͕ඞਢͰ͋る͜ͱ͔Βɺऔక໾ձͷ

໾ ɾׂ੹຿ͱͷ࣮ޮੑを୲อ͢るͨΊにɺऔక໾ձߏ成

һ͔Βධ価΍ҙݟͳͲをຖ೥ௌऔ͠ɺऔక໾ձͰ෼ੳɾ

ධ価ɾվળࡦを৹ٞ͠てい·͢ɻ����೥౓に͓͖·͠て

΋શऔక໾�໊ɺશ؂ࠪ໾�໊にର͠てώΞリϯάをߦ

いɺ࣮ ޮੑͷূݕをߦい·ͨ͠ɻͦ ͷ݁Ռɺ֤ ߲໨につい

て֓Ͷద੾Ͱ͋Γɺ࣮ ޮੑ͸֬อ͞Εているͱͷධ価͕

͞Ε·ͨ͠ɻ

֎ͷ͠΍͢͞ʯɺʮࣾݴͳٞ࿦΍ൃൃ׆೥౓ͱಉ༷にʮࡢ

໾һ΁ͷ支ԉʯについてߴいධ価͕ಘΒΕ·ͨ͠ɻ౰͕ࣾ

ҙܾࢥఆを্͏ߦͰࣾ֎໾һ͔Βͷ࣭໰ɺҙݟ͸ॏཁͱ

えて͓Γɺ͜ߟ ΕΒͷऔΓ૊Έをܧଓ͠てい͖·͢ɻ·ͨɺ

ैདྷΑΓ՝୊ͱ͞Εているʮத௕ํظ਑ͷٞ࿦ʯについて

͸ɺ����೥౓͸ɺऔక໾ձ֎Ͱͷίϛϡχέーγϣϯを

ॆ࣮͠ɺࣾ ֎औక໾ɺࣾ ֎؂ࠪ໾にର͠ɺࣾ ֎໾һ࿈བྷ

ձɺऔక໾ձͷࣄલઆ໌ɺۀࣄॴ࡯ࢹͳͲを௨͡てɺ౰ࣾ

ͷݱঢ়ɺ՝୊ɺઓུͳͲͷ৘ใྔิ׬ɺཧղͷਂԽをਤΓ

·ͨ͠ɻͦ ͷ݁Ռɺऔక໾ձに͓͚る৹ٞ΍ҙܾࢥఆにҰ

ఆͷ͕ͨͬ͋ݙߩͱͷධ価をಘてい·͢ɻ

Ұํɺઓུٞ࿦ͷҰ૚ͷ֦ॆ͕ඞཁͱͷҙ͕͋ݟΓ
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取締役会実効性評価プロセス
〈評価方法〉 〈ヒアリング項目（大項目）〉

インタビュー：取締役 8名および監査役 5名
評価プロセス：インタビューおよび匿名性を担保したヒアリング結果分析

・取締役の役割・責務 ・取締役会における審議
・取締役会の監督機能 ・社外役員への支援
※ヒアリングの大項目の下に詳細な小項目を設けて多面的な調査を行ってい
ます

2023年度 取締役会実効性評価結果

確認された課題 対応策

事業・地域・機能の戦略議論の拡充 執行側への権限委譲を進め、付議議題の絞り込みを実施し、議論の時間を充足

サクセッションプランの実効性向上 将来の役員候補者である上級幹部職や幹部職クラスとの交流の機会を設定

役員報酬制度の検討（特に評価項目） 社会課題に対応した役員報酬制度の検討（ESG指標、サステナビリティ指標など）

2022年度 取締役会実効性評価課題と2023年度の取り組み状況

2022年度の実効性評価結果（課題） 2023年度の取り組み状況

中長期計画、将来像の議論の充実
中長期的な経営戦略・企業価値向上に向け、2030 事業計画とその取り組み内容について議論を充実
（2023 年度の確認された課題　第 1項目へ）

社外役員への情報提供
・担当執行者による事業内容説明を通じてより深い情報を提供
・幹部候補者と議論する機会を充実
・新型コロナ対応で中断していた現場見学の機会を再開

社外役員間での意見交換の機会 ガバナンスのさらなる向上へ向け、社外役員同士が意見交換ができる場を企画

取締役会のさらなる多様性確保 継続検討課題と捉え、スキルマトリックスをベースとして多様性を意識した候補者選定を継続



ΔऔΓ૊Έ͑ࢧଓత成長Λ࣋

94
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独立社外取締役および独立社外監査役の選任

役　職 氏　名 独立役員 選任の主な理由

社外取締役

松本 真由美 〇

報道番組のキャスターおよび研究者として広く社会問題や環境・エネルギー分野に携わってきた経験を有してお
り、その豊富な経験と高い見識に基づき、当社の経営に対する監督および助言を行っていただくため。
なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ずるおそれがないと判断したため、独立役員
に指定しています。

和田　節 〇

長年にわたりモノづくり企業の経営に携わってきた経験を有しており、その豊富な経験と高い見識に基づき、当
社の経営に対する監督および助言を行っていただくため。
なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ずるおそれがないと判断したため、独立役員
に指定しています。

古川　雅典 〇

多治見市議、岐阜県議、多治見市長として、合計 9期 36 年間にわたり地方自治や市政運営に携わってきた経
験を有しており、その豊富な経験と高い見識に基づき、当社の経営に対する監督および助言を行っていただくた
め。なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ずるおそれがないと判断したため、独立
役員に指定しています。

前田　茂樹 〇

長年にわたる海外勤務・国際関連業務の経験や行政官庁・経済界などとの幅広いネットワークを基盤とした優
れた国際感覚に加え、理事（役員）としてJETRO全体の組織運営・マネジメントに携わっていた経験を有して
おり、その豊富な経験と高い見識に基づき、当社の経営に対する監督および助言を行っていただくため。なお、
独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ずるおそれがないと判断したため、独立役員に指定し
ています。

粟生　万琴 〇

先端 ITビジネスの起業家・経営者としての経験に加え、新規事業の創出、DX、ダイバーシティ推進などの企
業支援を通じて、広く人材育成に携わってきた経験を有しており、その豊富な経験と高い見識に基づき、当社の
経営に対する監督および助言を行っていただくため。なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相
反が生ずるおそれがないと判断したため、独立役員に指定しています。

社外監査役

加古　慈
トヨタ自動車株式会社における車両開発部門・材料開発部門を中心とした経験に加え、常務役員として経営に
携わった経験を有しており、その豊富な経験と高い見識を当社の監査に反映していただくため。

桑山　斉 〇
弁護士としての豊富な経験と高い見識を当社の監査に反映していただくため。
なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ずるおそれがないと判断したため、独立役員
に指定しています。

横井　正彦 〇
経営者としての豊富な経験と高い見識を当社の監査に反映いただくため。
なお、独立役員の要件を満たしており、一般株主と利益相反が生ずるおそれがないと判断したため、独立役員
に指定しています。
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～2020年6月
固
定
報
酬

業
績
連
動
報
酬

短
期

長
期

ֹ݄ใु
月額 6,000万円以内

（　　　　   ）年額換算
7億2,000万円以内

80%

2020年7月～

ֹ݄ใु 70%

৆༩ۚݱ 20%

ৡ౉੍ݶ෇
ใुࣜג

10%

৆༩ۚݱ
［株主総会で金額決定］

20%

役員区分ごとの報酬などの総額、
報酬などの種類別の総額および対象となる役員の員数

役員区分
報酬など
の総額
（百万円）

報酬などの種類別の総額（百万円）対象となる
役員の員数
（人）

固定報酬 業績連動報酬 非金銭報酬

月額報酬 現金賞与 株式報酬

取締役
（社外取締役を除く）

327 196 106 23 8

監査役
（社外監査役を除く）

78 78 ー ー 2

社外役員 69 69 ー ー 8

˞৆༩について͸ɺ����೥౓に͓͚るҾ౰ۚ܁ೖֹͰ͢ɻ

取締役報酬制度
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લ田ʛ私はJETROで多くの企業の海外ビジネスに関わ

り、現地企業との面談や生産現場の視察を行ってきまし

た。その経験をふまえて、当社を評価すると、3つの強み

が際立っていると感じています。

　一つ目は「現場力」です。工場や技術センターを訪れる

と、従業員が日々モノづくりに真摯に取り組み、業務改

善に努力している姿を目にします。こうした仕事ぶりが、

安全な職場をつくり、高品質かつコスト面や競争力にも

秀でた製品を生み出していることに心を打たれます。

　二つ目は「組織の一体感」。当社では「ONE TEAM, 

ONE TG.」というスローガンが組織全体に浸透してお

り、風通しの良さを感じます。大企業にありがちな事業

や分野ごとに分断化された組織になっていないのは、ひ

とえに経営層が常に一体化や団結力を意識して組織づ

くりを行っている結果でしょう。

　そして三つ目が「環境への配慮」です。当社は2016年

のパリ協定締結の翌年に、2050年のカーボンニュート

ラルを宣言し、昨年にはスコープ１・２のカーボンニュー

トラル達成を2030年に前倒しする目標を掲げていま

大มֵのλイϛンάでඞཁにͳるのは
ʮ௅ઓへの࢟੎ʯをલ໘にग़ͨ͠औり૊Έ

自動車市場の大きな変革の中で当社の存在感を示し、
ステークホルダーの期待を超える企業価値を創出していく

チャレンジングな取り組みを期待しています。

ࣾ֎औక໾ରஊ

社外取締役

和田 節
社外取締役

前田 茂樹

����೥�݄にࣾ֎औక໾にब೚͞Εͨ࿨田અࢯͱɺ����೥�݄にब೚͞Εͨલ田ໜथࢯにɺ

てい͖ͨͩ·ͨ͠ɻͬޠጨͳ͘سըͷධ価͓Αͼ՝୊఺についてɺܭۀࣄ����ͷίーϙϨートΨόφϯスมֵ΍ܗߦਐࡏݱ

社外取締役

和田 節
社外取締役

前田 茂樹
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す。生産技術の革新、継続的な日常改善による省エネ、

電力の再生可能エネルギーへの転換を通じて、本気で

カーボンニュートラル実現を目指す取り組みは、社会

的にも高く評価されるべきものだと思います。これらを、

もっと広く世間にアピールすることができれば、企業と

しての信頼性やブランド価値を格段に向上させられる

はずなので、今後はメディア戦略の面にも期待したいで

す。

࿨田ʛアピールが上手にできていないというのは、当社

の従業員の「真面目さ」や「素直さ」、そして日本を代表す

るグループに属してその中心で活動しているという「自

負」や「安心感」が要因かもしれません。これは非常に良

いことではあるのですが、変化に対して慎重すぎるとい

うことの裏返しでもあります。現代は、変化に対して俊敏

さが求められるVUCAの時代ですので、個人的には「挑

戦への姿勢」をもう少し前面に出していく必要があると

感じています。

　近年、あらゆるところで、さまざまな構造変化が起こ

り、自動車業界も大変革の真っ只中にあります。中国市

場では相当苦労するでしょうし、ASEANでも中資系の

躍進により市場を奪われてしまうリスクがついてまわり

ます。その中で競争に勝つためには、やはり俊敏に動け

る企業でなければなりません。変革期をどう乗り越える

か、その中で企業価値をどう高めるか、課題に立ち向か

い成功を掴むために、もっと挑戦的な取り組みを増やし

てほしいと思います。

લ田ʛ現状に安心しすぎると市場の変化に取り残される

リスクがあります。企業活動は、良い人ばかりで上手くい

くものではありません。アニマルスピリッツがないと競争

には勝てませんから、個人的には、もう少し尖った人が

いても良いと思います。

࿨田ʛガバナンス体制に目を向けると、この1年間で、取

締役会の構成が変わり、社外取締役の増員や女性役員

の登用など、多様な視点を取り入れる改革が進んでお

り、取締役会の実効性向上に向けた改革が加速した印

象があります。会議の内容も報告ではなく戦略的なもの

にシフトしてきましたし、参加者が「議論をしたい」とい

う姿勢を示しているのも非常に良い傾向です。これは経

営層が、「ガバナンスを含めて変えていかなきゃいけな

い」という意識をお持ちだからこその変化でしょう。

લ田ʛ取締役会の構成が、社内外各5名となり、社外取

締役の意見が、しっかりとマネジメントに反映できる体

制が整ったことには、経営層からのメッセージを感じま

す。ただ、現状の取締役会の議論はまだ「平時の議論」

にとどまっており、重大な決断を求められる際の対応力

については未知数です。緊急時の対応を想定したシミュ

レーションと議論の深化は必要と考えます。

࿨田ʛ議論をさらに深化させていくべきだという意見は

同感です。限られた時間の中での議論ですので、内容を

より戦略的なものにする、時間管理を徹底するといった

ブラッシュアップは必要でしょう。例えば、今年から取締

役会に書面報告のしくみが導入されましたが、これは時

間管理の点で非常に有効な取り組みです。

લ田ʛ激変する自動車業界を乗り越えるためには、これ

までのマインドセットを変える必要があり、経営幹部層

も新たなアプローチやチャレンジが必要ですが、これは

簡単なことではありません。私たち社外取締役の役割

は、改革をさらに推進させるために、経営陣と積極的に

対話し、提言を行うことです。ガバナンス体制の改革に

取り組む中で、経営層の多様性をさらに広げ、取締役会

での議論をより具体的で戦略的なものにしていきたいと

思っています。

࿨田ʛ当社の企業価値を高めるためには、自社の独自の

視点で新事業に挑むことも重要です。例えば、「技術・製

品開発を行うことによって、このように社会に還元され、

同時に新しい市場が開拓できる。だから従来の考え方

にとらわれない技術・製品開発で企業価値を上げてい

こう」というような、積極果敢なチャレンジ。今後は、そう

Ψόφンスのมֵਪ進͔Βは
ʮมえͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ʯͱ͍͏ҙࢥが఻Θる
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いう独自性の高いチャレンジを少しずつ増やしていけれ

ば、当社にとって、非常に良い流れになるのではないか

と思います。

લ田ʛ「2030事業計画」では、売上収益1兆2,000億円、

営業利益1,000億円の経営目標を掲げ、北米、インド、

中国を重点地域としていますが、この計画には現地カー

メーカーへの拡販と、新時代への対応というメッセージ

が込められていると解釈しています。それが企業の方向

性を変える、チャレンジする意思表示である点 、非常に

意義深いものだと思います。

࿨田ʛ社長がIRを通じて計画の方向性を強く示されて

いるので、私たちに求められているのは、その背中を押

すことでしょう。売上収益を1兆円から1兆2,000億円に

引き上げるためには、トヨタグループ内の地位を確立し

ながら、トヨタ以外からの売上を拡大する必要がありま

す。そのためには、従来のやり方に固執せず、製品開発や

マーケティング、販売方法を「請負型」から「提案型」にシ

フトし、内部組織もその変革に対応していく方針を明確

にする必要があるでしょう。

　また、現状の経営戦略は「事業」「地域」、それらを統

括する「本社機能」の3つの軸で運用されている印象が

強く、ガバナンスが届きにくい、リソース不足が生じると

いった課題があるように見受けられます。これらを克服

し、真の成長を遂げるためには、事業戦略部門がしっか

りと方針を考え、支援していくべきです。

લ田ʛ「2030事業計画」には、個別の市場についてさま

ざまな方針や目標が盛り込まれていますが、やはり重要

となるのは、最大級の市場でありＢＥＶが先行している

中国市場をどうしていくのかということでしょう。現状は

現地での営業や研究開発の体制整備が課題となってお

り、このままでは厳しいと言わざるを得ない状況ですの

で、これらの課題をいかにして克服していくのかの方策

を早急に打ち出すべきだと言えます。

　一方で、現在、収益が好調なインド市場には大きな期

待を寄せています。人口構造や内需の動向をふまえると

インド市場は確実に成長が続いており、 投資が拡大して

いる注目市場です。私は「今こそインドに投資を強化すべ

き」と考えていますので、かつてジェトロでインド地域を

担当した経験を最大限に活かし、今後も積極的に意見し

ていきたいと考えています。

　また、当社にとって主要な収益源の一つで、2030事業

計画における重点地域の一つでもある北米は、市場基盤

を維持しながら、存在感を高めていくことが求められま

す。トヨタやデトロイト３などのカーメーカーとの広範な

ビジネス展開が行われている現状を踏襲しつつも、北米

市場での戦略をさらに強化し、成長プロセスを追求する

必要があるでしょう。

　中国、インド、北米の各市場にはそれぞれ異なる課題

がありますが、いずれも当社が成長を遂げるための重要

な地域です。これらの市場での取り組みを強化すること

が、2030事業計画達成の鍵になるはずです。私たち社

外取締役も積極的に関与し、具体的な提言を行っていか

なければなりません。

࿨田ʛ当社のグローバル展開における海外子会社や関

連会社の管理、いわゆるグループガバナンスの強化は、

現在進行中の課題だと感じています。当社では社外役員

が増員され、統制機能も構築されているので、いわゆる

ʮ2030事業ܭըʯୡ成に͚ͨ޲՝୊は
事業ͱ地域のؒでόϥンスͱ੹೚のڞ༗

ࣾ֎औక໾ରஊ
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認証不正のような不祥事は起こりにくい環境にあると見

ていますが、これに油断せず、引き続きガバナンスの強化

に取り組む必要があるでしょう。

　現在、当社では「事業」と「地域」という軸で管理されて

いますが、特に海外では「地域」の力が強いため、グロー

バルな視点でのガバナンス体制を統一するのが難しい

面もあります。数字の追求が優先されがちですが、それ

以前にガバナンスを重視する姿勢は重要でしょう。今後

はこれまで以上に、社員教育を継続的に行い、幹部の人

たちも常にガバナンスの意識を持ち続けることが求めら

れます。

　各地域の責任者が現地の特性を最もよく理解してい

るというのは当然で、そのスタンスでの運営には問題は

ありません。ただし、地域の責任者に遠慮しすぎたり、任

せきりになったりしないように、事業と地域の間でバラ

ンスを保ち、責任を共有して運営していくことが重要と

言えます。

࿨田ʛ近年、不正防止やコンプライアンスの徹底の重要

性が一段と増してきおり、特に管理職や経営層がコンプ

ライアンスを中心に据える姿勢が求められています。そ

の中にあっては、私たち社外取締役の役割も極めて大き

いと認識しています。当社の内部、現場、さらには外部の

関係者と積極的に接し、現場の実態を自分の目で確認

することは、非常に重要です。社外取締役としては、現場

の状況をしっかりと把握し、それが取締役会での発言や

判断にどう結びつくかを見極め、独立した立場から厳し

い監督や適切な提言を行えるよう、努力していきたいと

思います。

લ田ʛ私たち社外取締役には、企業のリスク管理体制を

強化するための「第三者の目」としての役割が求められ

ています。不正や問題の原因を突き詰めると、多くの場

合、情報が経営層に正しく伝わっていないことが原因と

なっています。これを防ぐためには、コンプライアンス教

育が欠かせませんし、現場の声を直接聞いてリスクの兆

候を早期に発見し、経営陣に適切な対応を促すことも重

要です。さらに、社員全員が倫理やガバナンスについて深

く理解するためには、定期的な教育が必要であり、その

内容も実際の業務に直結したものにする必要がありま

す。

　私たち社外取締役の使命は、豊田合成の企業価値向

上を目的としたモニタリングを行うことだと認識してい

ます。当社の成長には、データに基づいた経営改革が不

可欠であり、この分野での成功に向けて戦略的アドバイ

スをしていきます。また、社員のウェルビーイングを重視

し、やりがいのある環境の整備に加え、取引先や地域社

会への貢献を通じて、共通価値の創造（CSV）を目指し

た活動へつながるように、独立した視点でモニタリング

をしていきたいと考えています。

࿨田ʛ企業価値向上のために迅速な意思決定と柔軟な

対応を支援する役割を果たすことは、我々の責務です。

特にDX推進にまつわるものは、これからの企業の競争

力を高めるためには不可欠と言えるでしょう。私は、長年

情報システム部門でキャリアを積んだ後も、システム開

発には関わってきましたので、その経験を活かして、デー

タを基にした効率的な意思決定と、具体的なアクション

につながるように助言していく所存です。

社外औక役の͚ͯ޲上に޲業Ձ஋ا 
  ੹຿はਝ଎ͳҙܾࢥఆͱ
  ॊೈͳରԠをࢧԉする͜ͱ
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コンプライアンスの
確保へ

経営理念

「豊田合成グループ
行動憲章」

「豊田合成行動倫理ガイド」

企業活動

コンプライアンス体制
づくり支援

コンプライアンス体制
づくり支援 海外

グループ
会社

国内
グループ
会社

全役員で構成
内部統制委員会

各種教育・啓発活動

各部コンプライアンス推進者からなる
全社コンプライアンス

推進会議

コンプライアンス
相談窓口

（社内・社外）

豊田合成のコンプライアンス推進体制 コンプライアンス活動のPDCA
・各職場での
コンプライアンス活動
・階層別／リスク別研修
・全社向け啓発活動
（情報発信）

・コンプライアンス定着度
アンケート
・自主点検
（国内外グループ会社）
・内部監査

CheckAction

DoPlan

コンプライアンスの
確保へ

・内部統制委員会
・全社コンプライアンス
推進会議
・活動計画
（部門長方針など）

・各職場での改善活動
・改善サポート
・個別モニタリング
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˙�ίϯϓϥΠΞϯεの۩ମతͳऔΓ૊Έ

分類 研修名/啓発 対象者 主な内容 頻度

研修

階層別

役員向け研修・勉強会 当社役員 会社法、善管注意義務など 随時

新任管理職研修 新任管理職 コンプライアンス、管理職としての心構え、独禁法、贈収賄を含む腐敗防止全般 1回/年

法務・コンプライアンス研修 一般職（中堅） コンプライアンス、契約、社内規定、各種法律（独禁法、贈収賄を含む腐敗防止全般） 1回/年

入社5年次研修 一般職（技能職） 製造現場におけるコンプライアンス 1回/年

新入社員研修 新入社員 コンプライアンス、各種法律 入社時

リスク別

海外赴任前研修 管理職・一般職 海外におけるコンプライアンス留意点（独禁法、贈収賄を含む腐敗防止全般） 随時

独占禁止法研修 管理職・一般職（営業） 法律、社内規定 1回/年

製造物責任法研修 管理職・一般職（技術） 法律、社内規定 1回/年

スポーツクラブ向け研修 管理職・一般職（選手・スタッフ）コンプライアンス全般 1回/年

啓発

コンプライアンス塾（社内報） 全従業員 イメージしやすい漫画での事例の紹介 4回/年

コンプライアンス通信 全従業員 他社事例を用いて法令理解 4回/年

コンプライアンスKY事例集 全従業員 社内で起こりうる事例と解説（100問） －

豊田合成の研修・啓発一覧
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造ͷઓུ 価値創造Λ͑ࢧΔج൫ データ

˙�ίϯϓϥΠΞϯεҙࣝௐ ɾࠪࣗ ओ఺ݕ
ίϯϓϥΠΞϯスҙࣝͷਁಁ౓΍ෆ۩合ͷஹީ͕ͳ
い͔を೺Ѳ͢るͨΊɺຖ೥ɺશैۀһにର͠てʮίϯϓϥ
ΠΞϯスఆண౓Ξϯέートௐࠪʯを࣮͠ࢪてい·͢ɻΞ
ϯέート݁Ռ͸ʮ಺෦౷੍ҕһձʯにใ͞ࠂΕɺશࣾͰ
Εるͱͱ΋にɺ֤͞ࢪ࣮͕ࡦࢪ ৬৔に͓いて΋Ξϯέー
トͷ෦໳ผϑΟーυόοΫϨϙートをߟࢀに͠ͳ͕Βɺ
ίϯϓϥΠΞϯスਪਐऀをத৺にվળ׆ಈにऔΓ૊Μ
Ͱい·͢ɻҰํɺࠃ಺֎ͷάϧーϓձࣾに͓いて͸ɺຖ
೥ɺίϯϓϥΠΞϯスͷਪਐମ੍ͷ੔උͷ΄͔ɺಠ઎ې
Αͼଃऩ࿫͓گ૪๏ͳͲͷॏཁ๏ྩͷ९कঢ়ڝ๏ɾࢭ
をؚΊͨ෗ഊߦҝ͕ͳい͔ɺ͞ Βにɺ಺෦౷ ɾ੍ਓࣄɾܦ
ཧɾௐୡɾ඼࣭ͳͲͷओཁػೳͷリスΫにؔ͢るࣗओ఺

ػՌを;·えてɺ౰ࣾͷ֤݁ݕてい·͢ɻ఺͠ࢪを࣮ݕ
ೳ෦໳͔Β֤ࣾにϧーϧͷ੔උ΍ڭҭͷ࣮ࢪͳͲをΨ
Πυ͠ɺ豊田合成άϧーϓશମͰͷίϯϓϥΠΞϯスప
ఈを1%$"をճ͠てऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ

2023年度 コンプライアンス定着度アンケートより

豊田合成ߦಈྙཧΨイυͷ
಺༰Λ͍͍ͩͨ஌͍ͬͯΔ

৬場Ͱίンϓϥイアンεͷ
ਪਐɾप஌׆ಈ͕ߦΘΕ͍ͯΔ

���
஌͍ͬͯΔ

���
ΘΕ͍ͯΔߦ

˙�಺෦௨ใ੍౓ʹΑΔ໰୊のૣݟൃظɾੋ ਖ਼
౰ࣾͰ͸ɺۀ຿্ͷίϯϓϥΠΞϯス໰୊ɺࣾ ಺ϧー

ϧҧ൓ɺ๏ྩҧ൓についてɺ໰୊ͷૣݟൃظͱੋਖ਼を໨
తにɺʮίϯϓϥΠΞϯス૬ஊ૭ޱʯをࣾ಺ͱࣾ֎にઃ
ஔ͠てい·͢ɻࣾ ֎૭ޱについて͸ɺࣾ ֎ห͕࢜ޢ୲౰
͠て͓Γɺ؍٬తͳཱ৔͔Β໰୊ͷରԠに͋ͨͬてい·
͢ɻຊ੍౓͸ɺ౰ࣾͷશैۀһɺͦ ͷಉډͷՈ଒ͳͲ͕
૬ஊͰ͖ɺରԠに͓いて͸ɺ૬ஊऀ͕௨ใͨ͜͠ͱͰෆ
རӹͳऔΓѻいをड͚る͜ͱ͕ͳいΑ͏ɺϓϥΠόγー

อޢͳͲをపఈ͠てい·͢ɻ·ͨɺࠃ಺ͷάϧーϓձࣾに
΋֤ࣾͷࣾ಺૬ஊ૭ޱにՃえɺ౰ࣾͱڞ௨ͷࣾ֎ίϯϓ
ϥΠΞϯス૬ஊ૭ޱをઃஔ͠てい·͢ɻւ֎ͷάϧーϓ
ձࣾに͓いて΋ɺࣾ ֎·ͨ͸ࣾ಺に૬ஊ૭ޱをઃஔ͠て
い·͢ɻ����೥౓͸ɺ૭ޱͷप஌ͱ৴པͷߏஙͷ݁Ռɺ
౰͓ࣾΑͼࠃ಺ؔ܎ձ͔ࣾΒओに࿑຿؅ཧɺ৬৔トϥϒ
ϧɺϋϥスϝϯトͳͲ��݅ͷ௨ใɺ૬ஊ͕ͤدΒΕɺਝ଎
ͳௐࠪɺద੾ͳੋਖ਼ાஔをߦいɺղܾをਤΓ·ͨ͠ɻ

˙�ಠ઎ࢭې๏ɾڝ૪๏ҧ൓๷ࢭ΁のऔΓ૊Έ
౰ࣾάϧーϓ͸ɺάϧーϓߦಈݑষにてʮެਖ਼͔つࣗ
༝ͳڝ૪ʢಠ઎ࢭې๏ɾڝ૪๏ͷ९कʣʯを৺ֻ͚ͨۀࣄ
てい·͢ɻ౰ࣾͰ͸ɺै͠ݴͱをએ͜͏ߦಈを׆ һ͕ۀ
औる΂͖ߦಈࢦ਑をɺʮಠ઎ࢭې๏९कͷͨΊͷߦಈن
ఔʯͱ͠て۩ମԽ͠ɺै ൃܒमɺݚһ΁ͷ९कపఈをۀ

͢ࡏಈを௨͡てਤͬてい·͢ɻ·ͨɺάϧーϓ֤͕ࣾॴ׆
る஍Ҭผにɺ֤ ͷ๏ྩに基ͮいࠃ ʮͨಠ઎ࢭې๏९कϚ
χϡΞϧʯを࡞成͠ɺάϩーόϧͰͷ൓ڝ૪తߦҝͷະ
વ๷ࢭにऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ

˙�෗ഊ๷ࢭ΁のऔΓ૊Έ
౰ࣾάϧーϓ͸ɺάϧーϓߦಈݑষにてɺެ׭ிɾ੓ౘ

ͱͷؔΘΓͰ͸ɺଃऩ࿫をؚΊɺ෗ഊߦҝʢʮ΋ͨΕ合いʯ
ʮΏணʯͳͲʣを͠ࢭېɺ݈ શͳؔ܎อ࣋に౒Ίる͜ͱを
਑ͱ͠てɺࢦ௨ڞてい·͢ɻ·ͨɺάϩーόϧͰͷ͠ه໌
ʮάϩーόϧଃऩ࿫๷ࢭΨΠυϥΠϯʯをࡦఆ͠ɺଃऩ
࿫ɺϑΝγリςーγϣϯϖΠϝϯトɺձܭෆਖ਼ͳͲͷ෗ഊ

·һにप஌͠ていۀをɺ౰ࣾάϧーϓͷશैࢭېҝͷߦ
͢ɻ·ͨɺαϓϥΠϠー͚޲にʮ࢓ೖઌαスςφϏリςΟ
ΨΠυϥΠϯʯをࡦఆ͠ɺαϓϥΠνΣーϯશମͰͷ෗ഊ
にऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ͜ࢭҝͷ๷ߦ ΕΒͷ׆ಈ͸औక໾
Εてい·͢ɻ͞ࠂՃ͢る಺෦౷੍ҕһձにてใࢀ͕

˙�༌ग़؅ཧのపఈのऔΓ૊Έ
౰ࣾͰ͸ɺ༌ग़ೖ؅ཧମ੍を੔උ͠ɺ༌ग़ೖ੍ن඼ͷ
ର৅ͱͳͬている෺඼ɾٕ ज़ࢿྉɾιϑト΢ΣΞ΍๏ྩに
ҧ൓͢る෺඼ʢίϐー঎඼ͳͲʣͳͲをɺద੾ͳڐՄをಘ
ͳいͰɺࠃ֎にͪ࣋ग़ͨ͠Γɺࠃ֎͔Βࠐͪ࣋·ͳい͜ͱ
をపఈ͠てい·͢ɻ౰ࣾͰ͸ɺ̓ શอো๵қ؅ཧମ੍ɺձ

಺֎άࠃఆにΑる๏ྩ९कͷపఈをਤるͱͱ΋にɺنࣾ
ϧーϓձࣾに͓いて͸ɺࣗ ओ఺ݕにΑる੔උɺෆ۩合ͷ
༗ແを֬ೝ͠ɺຊ͓ࣾΑͼւ֎౷ׅձࣾͱ࿈͠ܞてద੾
ͳαϙートを࣮͠ࢪてい·͢ɻ

年度 2020 2021 2022 2023

件数 69 42 66 84

コンプライアンス相談通報件数（国内） コンプライアンス相談の流れ

コンプライアンス相談窓口
（社内・社外）

通報者保護
匿名通報可能/プライバシー厳守/不利益取り扱いの禁止

相
談
者

内
部
統
制
委
員
会

（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
会
）

●事実関係調査
●是正措置/再発防止措置

報告
相談

調査・
結果報告
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1988年４月	当社入社
2018年６月	当社執行役員	

(役員制度の変更により	
2019年６月退任）

2022年６月	当社執行役員
2023年６月	当社取締役社長

取締役社長・CEO

齋
さ い

藤
と う

 克
か つ

巳
み

1982年４月	当社入社
2012年６月	当社執行役員
2016年６月	当社取締役・常務執行役員
2018年６月	当社取締役・専務執行役員
2019年６月	当社取締役・執行役員
2023年６月	当社取締役副社長

取締役副社長・COO・CMO

安
や す

田
だ

 洋
ひろし

1985年４月	トヨタ自動⾞株式会社入社
2014年１月	同社関連事業室室長
2015年１月	当社顧問
2015年６月	当社執行役員
2018年６月	当社取締役・常務執行役員
2019年６月	当社取締役・執行役員

取締役・執行役員・CHRO

岡
お か

 正
ま さ

規
き

1997年９月	当社入社
2018年６月	当社執行役員	

（役員制度の変更により	
2019年６月退任）

2021年６月	当社執行役員
2023年６月	当社取締役・執行役員

取締役・執行役員・CTO

苗
な わ

代
し ろ

 光
み つ

博
ひ ろ

1977年４月	多治見市役所入庁
1987年４月	多治見市議会議員（３期12年）
1999年４月	岐阜県議会議員（２期８年）
2007年４月	多治見市長（４期16年）
2023年４月	多治見市民病院参与
2024年6月	 当社取締役

〔重要な兼職の状況〕
多治見市民病院参与

社外取締役

古
ふ る

川
か わ

 雅
ま さ

典
の り

1980年４月	トヨタ自動⾞工業株式会社	
入社

2008年６月	トヨタ自動⾞株式会社	
常務役員

2013年４月	同社専務役員
2014年４月	当社顧問
2014年６月	当社取締役副社長
2015年６月	当社取締役社長
2020年６月	当社取締役会長
2021年６月	当社取締役
2024年6月	 当社取締役会長

〔重要な兼職の状況〕
日野自動⾞株式会社社外監査役

取締役会長

宮
み や

﨑
ざ き

 直
な お

樹
き

1987年10月	 株式会社テレビ朝日契約キャスター
1993年４月	日本放送協会契約キャスター
2003年７月	株式会社ホリプロ専属フリーアナウンサー	
	 (2009年4月専属契約終了）
2008年５月	東京大学先端科学技術	
	 研究センター協力研究員
2009年５月	同センター特任研究員
2011年４月	特定非営利活動法人	
	 国際環境経済研究所	
	 理事・主席研究員
2013年４月	東京大学教養学部附属	
	 教養教育高度化機構	
	 環境エネルギー科学特別部門	
	 客員准教授
2017年７月	特定非営利活動法人再生可能	
	 エネルギー協議会理事
2019年６月	当社取締役

〔重要な兼職の状況〕
東京大学教養学部附属教養教育高度化
機構客員准教授
特定非営利活動法人国際環境経済研究所
理事・主席研究員
特定非営利活動法人再生可能エネルギー
協議会理事

社外取締役

松
ま つ

本
も と

 真
ま

由
ゆ

美
み

1979年４月	サンケン電気株式会社入社
2007年４月	同社生産本部生産統括部長
2007年６月	同社執行役員
2009年４月	同社生産本部長
2009年６月	同社取締役常務執行役員
2012年６月	同社取締役専務執行役員
2015年４月	同社代表取締役社長
2021年６月	同社取締役会長
2022年６月	同社特別顧問
2023年６月	当社取締役

社外取締役

和
わ

田
だ

 節
たかし

役員一覧 （2024年10月31日現在）

データ
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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ

1980年４月	住友金属工業株式会社入社
2002年６月	同社経理部次長
2004年６月	三菱住友シリコン株式会社入社
2006年３月	株式会社SUMCO経理部長
2011年４月	同社執行役員（2014年３月退任）
2014年４月	株式会社横河住金ブリッジ理事	

（2015年12月退任）
2016年１月	ミライアル株式会社入社
2016年２月	同社管理部長
2017年４月	当社経理部主監
2019年４月	豊田合成企業年金基金常務理事
2020年６月	当社監査役

常勤監査役

大
お お

磯
い そ

 健
け ん

二
じ

1987年4月	 トヨタ自動車株式会社入社
2012年1月	 同社法務部訟務室グループ長

（主査）
2015年1月	 当社総合企画部主監
2016年1月	 当社法務部副部長
2016年6月	 当社法務部長
2021年6月	 当社監査役

常勤監査役

鈴
す ず

木
き

 山
や ま

人
と

1989年４月	 トヨタ自動⾞株式会社入社
2015年１月	 同社Lexus International ZL	
	 チーフエンジニア
2018年１月	 同社常務役員
2019年１月	 同社先進技術開発カンパニー	
	 材料技術領域領域長
2020年１月	 同社先進技術開発カンパニー	
	 材料技術領域統括部長
2020年６月	 当社監査役

〔重要な兼職の状況〕
トヨタ自動⾞株式会社先進技術開発	
カンパニー	
材料技術領域統括部長

社外監査役

加
か

古
こ

 慈
ち か

1981年４月	特殊法人日本貿易振興会	
	 (現 独立行政法人日本貿易	
	 振興機構、JETRO）入会
1998年８月	 JETROニューヨーク事務所次長
2001年12月	 JETRO本部企画部主幹
2006年４月	JETRO本部市場開拓部	
	 輸出促進課課長
2008年４月	JETROアジア経済研究所	
	 研究企画部次長
2010年４月	 JETROシンガポール事務所所長
2013年８月	JETRO本部対日投資部部長
2015年８月	JETRO理事
2019年９月	駐キルギス共和国特命全権大使	
	 (2022年10月退任）
2023年４月	当社アドバイザー
2024年6月	 当社取締役

社外取締役

前
ま え

田
だ

 茂
し げ

樹
き

2012年６月	株式会社パソナテック執行役員
2016年２月	株式会社	
	 エクサインテリジェンス創業	
	 同社取締役COO
2016年６月	株式会社パソナテック取締役
2019年10月	 起業家支援施設	
	 ｢なごのキャンパス」	
	 企画運営プロデューサー
2020年10月	 株式会社LEO創業	
	 代表取締役CEO
2024年6月	 当社取締役

〔重要な兼職の状況〕
株式会社LEO代表取締役CEO
なごのキャンパス企画運営プロデューサー
武蔵野大学アントレプレナーシップ	
学部教授
名古屋大学産学官連携客員准教授

社外取締役

粟
あ

生
お う

 万
ま

琴
こ と

執行役員

小笠原 豊

山本 直

長谷川 真人（CSMO）

林 賢士

田中 伸恒

大谷 勝文（CRO）

Bijay Krishna Shrestha

岡田 靖

蜂須賀 正義（CFO）

安藤 浩子

1990年4月	 弁護士登録	
御堂筋法律事務所入所

1997年4月	 御堂筋法律事務所パートナー
2011年5月	 マックスバリュ西日本株式会社

社外監査役
2012年4月	 大阪弁護士会副会長
2013年4月	 京都大学法科大学院非常勤講師
2015年5月	 マックスバリュ西日本株式会社

社外取締役
2020年4月	 弁護士法人御堂筋法律事務所

代表社員弁護士
2020年6月	 ゼット株式会社社外取締役	

（監査等委員）
2022年6月	 当社監査役

〔重要な兼職の状況〕
　　弁護士法人御堂筋法律事務所代表社員	
　　弁護士
　　ゼット株式会社社外取締役（監査等委員）

社外監査役

桑
く わ

山
や ま

 斉
ひとし

1978年4月	 株式会社朝日新聞入社
2010年6月	 同社取締役大阪本社代表
2013年6月	 名古屋テレビ放送株式会社	

取締役
2014年6月	 同社代表取締役社長
2019年6月	 同社代表取締役会長
2022年6月	 同社相談役
2023年6月	 当社監査役

社外監査役

横
よ こ

井
い

 正
ま さ

彦
ひ こ
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日本基準（GAAP） 2014年度
（2015年3月期）

2015年度
（2016年3月期）

2016年度
（2017年3月期）

2017年度
（2018年3月期）

経営実績 売上高

営業利益

経常利益

税金等調整前当期利益

親会社株主に帰属する当期純利益

727,846

41,603

43,792

39,851

21,155

781,886

42,824

41,490

36,710

20,255

755,601

40,675

39,007

31,288

16,233

806,938

41,136

43,200

35,775

21,175

財政状況 　現金及び現金同等物

流動資産

　有形固定資産

固定資産

総資産

　短期借入金※

流動負債

　社債

　長期借入金

固定負債

負債合計

株主資本

（参考）有利子負債

85,283

291,246

250,557

316,926

608,172

41,848

180,795

－

42,929

88,902

269,697

289,321

84,777

78,388

281,212

241,408

306,160

587,373

21,073

162,592

－

44,691

96,937

259,530

301,756

65,765

97,553

305,273

245,666

315,425

620,699

31,762

170,574

－

57,261

110,663

281,237

311,127

89,023

104,309

328,524

259,537

333,819

662,388

43,722

189,075

10,000

54,458

119,403

308,479

324,890

108,181

キャッシュ・フロー 営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

51,283

△62,432

△238

77,765

△56,261

△24,736

60,401

△82,131

14,794

60,848

△39,201

6,541

主要指標 売上高当期純利益率［%］

総資産回転率［回転］

自己資本比率［%］

ROE［%］

設備投資

減価償却費

研究開発費

期末従業員数（連結）［人］

2.9

1.27

51.6

7.1

64,733

39,353

29,579

34,754

2.6

1.31

51.7

6.6

54,498

44,462

28,409

35,903

2.1

1.25

50.7

5.2

55,218

40,902

27,164

36,679

2.6

1.26

49.6

6.6

64,816

44,037

27,864

38,234

1株当たり情報 1株当たり配当金［円］

基本的1株当たり当期利益（EPS）［円］

配当性向［%］

56.00

163.44

34.26

56.00

156.49

35.79

53.00

125.42

42.26

56.00

163.60

34.23

※ 1年以内返済予定の長期借入金および1年内償還社債を含む
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（単位：百万円）（百万円未満切り捨て）

国際会計基準（IFRS） 2017年度
（2018年3月期）

2018年度
（2019年3月期）

2019年度
（2020年3月期）

2020年度
（2021年3月期）

2021年度
（2022年3月期）

2022年度
（2023年3月期）

2023年度
（2024年3月期）

売上収益

営業利益

税引前利益

親会社の所有者に帰属する当期利益

807,958

35,179

35,507

21,361

840,714

36,525

37,356

23,309

812,937

17,888

16,106

11,226

721,498

36,479

37,301

35,205

830,243

34,172

37,696

23,352

951,877

35,069

35,323

16,004

1,071,107

67,703

71,801

51,454

　現金及び現金同等物

流動資産

　有形固定資産

非流動資産

資産合計

　借入金

流動負債

　社債及び借入金

非流動負債

負債合計

親会社の所有者に帰属する持分

（参考）有利子負債

97,991

357,666

241,581

321,819

679,485

43,722

195,392

64,511

118,435

313,828

108,233

107,311

382,106

257,728

326,023

708,129

32,396

194,309

93,089

133,674

327,983

125,486

127,930

359,565

273,479

349,619

709,185

44,657

180,653

103,399

158,256

338,909

148,057

134,003

380,578

290,246

394,577

775,155

42,835

185,535

109,379

169,164

354,700

152,215

109,145

425,165

316,901

434,137

859,302

43,924

209,396

129,772

187,111

396,508

173,696

105,268

419,108

327,838

446,192

865,300

32,906

196,047

130,116

182,885

378,932

163,022

146,000

455,187

341,789

478,160

933,347

38,937

216,906

99,441

149,706

366,612

138,378

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

44,004

△21,832

5,966

57,463

△55,491

7,749

65,247

△54,174

12,525

67,247

△49,949

△13,065

27,658

△59,427

2,206

53,973

△31,952

△28,558

128,368

△40,686

△53,066

売上収益当期利益率［%］

総資産回転率［回転］

親会社所有者帰属持分比率［%］

ROE［%］

設備投資

減価償却費

研究開発費

期末従業員数（連結）［人］

2.6

1.23

50.1

6.4

53,411

32,545

27,684

38,234

2.8

1.21

50.0

6.7

46,891

32,927

30,025

39,429

1.4

1.15

48.7

3.2

41,835

35,323

31,374

39,403

4.9

0.97

50.5

9.6

46,589

35,527

31,000

38,823

2.8

1.02

49.9

5.7

49,749

38,499

33,543

39,511

1.7

1.10

51.8

3.6

48,897

44,814

34,254

38,942

4.8

1.19

56.0

10.6

49,409

47,995

39,295

38,951

1株当たり配当金［円］

基本的1株当たり当期利益（EPS）[円]

配当性向［%］

56.00

165.04

33.93

60.00

180.09

33.32

60.00

86.74

69.17

60.00

271.99

22.06

60.00

180.39

33.26

60.00

123.62

48.55

95.0

400.22

23.64%
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連結財政状態計算書 当連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

資産
　　流動資産
　　　現金及び現金同等物 105,268 146,000
　　　営業債権及びその他の債権 185,640 183,871
　　　その他の金融資産 4,380 8,963
　　　棚卸資産 99,171 87,493
　　　その他の流動資産 24,646 28,858
　　　流動資産合計 419,108 455,187
　　非流動資産
　　　有形固定資産 327,838 341,789
　　　無形資産 5,240 6,190
　　　その他の金融資産 50,239 60,500
　　　持分法で会計処理されている投資 16,529 25,434
　　　退職給付に係る資産 3,581 2,418
　　　繰延税金資産 18,021 17,371
　　　その他の非流動資産 24,740 24,454
　　　非流動資産合計 446,192 478,160
　　資産合計 865,300 933,347

負債及び資本
　負債
　　流動負債
　　　営業債務及びその他の債務 142,453 149,795
　　　社債及び借入金 32,906 38,937
　　　その他の金融負債 3,912 5,912
　　　未払法人所得税 4,220 6,773
　　　引当金 4,503 4,987
　　　その他の流動負債 8,049 10,499
　　　流動負債合計 196,047 216,906
　　非流動負債
　　　社債及び借入金 130,116 99,441
　　　その他の金融負債 13,136 11,764
　　　退職給付に係る負債 31,867 31,271
　　　引当金 3,303 4,068
　　　繰延税金負債 3,211 1,699
　　　その他の非流動負債 1,249 1,461
　　　非流動負債合計 182,885 149,706
　　負債合計 378,932 366,612

　資本
　　　資本金 28,093 28,114
　　　資本剰余金 24,860 24,722
　　　自己株式 △1,235 △1,736
　　　その他の資本の構成要素 52,420 82,601
　　　利益剰余金 344,275 388,635
　　　親会社の所有者に帰属する持分合計 448,413 522,337
　　　非支配持分 37,953 44,396
　　資本合計 486,367 566,734
　負債及び資本合計 865,300 933,347
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（単位：百万円）

連結損益計算書
当連結会計年度

（自 2022年4月1日至 2023年3月31日）
当連結会計年度

（自 2023年４月１日至 2024年３月31日）
売上収益 951,877 1,071,107
売上原価 △836,299 △913,195
売上総利益 115,577 157,912
販売費及び一般管理費 △76,519 △84,633
その他の収益 4,472 4,539
その他の費用 △8,460 △10,115
営業利益 35,069 67,703
金融収益 3,681 6,103
金融費用 △3,691 △6,741
持分法による投資利益 263 4,737
税引前利益 35,323 71,801
法人所得税費用 △14,274 △13,476
当期利益 21,048 58,325

当期利益の帰属
　親会社の所有者 16,004 51,454
　非支配持分 5,043 6,871
　当期利益 21,048 58,325

１株当たり当期利益
　基本的1株当たり当期利益（EPS）[円] 123.62 400.22
　希薄化後１株当たり当期利益[円] 123.61 400.20

（単位：百万円）

連結包括利益計算書
当連結会計年度

（自 2022年4月1日至 2023年3月31日）
当連結会計年度

（自  2023年４月１日至 2024年３月31日）
当期利益 21,048 58,325

その他の包括利益
　純損益に振り替えられることのない項目
　　その他の包括利益を通じて公正価値で測定する
　　資本性金融資産 △1,155 15,365
　　確定給付制度の再測定 397 944
　　持分法適用会社におけるその他の包括利益に対する持分 1 92
　　純損益に振り替えられることのない項目合計 △756 16,401

　純損益に振り替えられる可能性のある項目
　　在外営業活動体の換算差額 12,396 25,711
　　持分法適用会社におけるその他の包括利益に対する持分 460 925
　　純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 12,857 26,636
　　税引後その他の包括利益 12,101 43,038
　当期包括利益 33,150 101,364

　当期包括利益の帰属
　　親会社の所有者 26,397 90,853
　　非支配持分 6,753 10,510
　　当期包括利益 33,150 101,364
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（単位：百万円）

  連結持分変動計算書

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

在外営業活動
体の換算差額

その他の包括
利益を通じて
公正価値で
測定する資本性
金融資産

確定給付制度
の再測定

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
2022年4月1日時点の残高 28,069 24,465 △1,233 18,407 24,026 －
　当期利益 － － － － － －
　その他の包括利益 － － － 11,162 △1,149 379
　　当期包括利益合計 － － － 11,162 △1,149 379
　新株の発行 23 23 － － － －
　自己株式の取得 － － △1 － － －
　配当金 － － － － － －
　支配継続子会社に対する持分変動 － 288 － － － －
　増資による変動 － － － － － －
　連結範囲の変動 － 82 － － － －
　その他の資本の構成要素から － － － － △26 △379　利益剰余金への振替
　　所有者との取引額合計 23 395 △1 － △26 △379
2023年３月31日時点の残高 28,093 24,860 △1,235 29,570 22,849 －
　当期利益 － － － － － －
　その他の包括利益 － － － 23,006 15,452 940
　　当期包括利益合計 － － － 23,006 15,452 940
　新株の発行 21 21 － － － －
　自己株式の取得 － － △8,161 － － －
　自己株式の消却 － △158 7,659 － － －
　配当金 － － － － － －
　その他の資本の構成要素から
　利益剰余金への振替 － － － － △8,277 △940

　その他 － － － － － －
　　所有者との取引額合計 21 △137 △501 － △8,277 △940
2024年３月31日時点の残高 28,114 24,722 △1,736 52,576 30,024 －

親会社の所有者に帰属する持分
その他の資本の
構成要素 利益剰余金 合計 非支配持分 合計
合計
百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

2022年4月1日時点の残高 42,433 335,069 428,804 33,989 462,794
　当期利益 － 16,004 16,004 5,043 21,048
　その他の包括利益 10,392 － 10,392 1,709 12,101
　　当期包括利益合計 10,392 16,004 26,397 6,753 33,150
　新株の発行 － － 47 － 47
　自己株式の取得 － － △1 － △1
　配当金 － △7,122 △7,122 △2,868 △9,990
　支配継続子会社に対する持分変動 － － 288 40 328
　増資による変動 － － － 39 39
　連結範囲の変動 － △82 － － －
　その他の資本の構成要素から △406 406 － － －　利益剰余金への振替
　　所有者との取引額合計 △406 △6,799 △6,788 △2,788 △9,576
2023年３月31日時点の残高 52,420 344,275 448,413 37,953 486,367
　当期利益 － 51,454 51,454 6,871 58,325
　その他の包括利益 39,399 － 39,399 3,639 43,038
　　当期包括利益合計 39,399 51,454 90,853 10,510 101,364
　新株の発行 － － 42 － 42
　自己株式の取得 － － △8,161 － △8,161
　自己株式の消却 － △7,500 － － －
　配当金 － △8,807 △8,807 △4,067 △12,875
　その他の資本の構成要素から △9,217 9,217 － － －　利益剰余金への振替
　その他 － △4 △4 － △4
　　所有者との取引額合計 △9,217 △7,094 △16,930 △4,067 △20,997
2024年３月31日時点の残高 82,601 388,635 522,337 44,396 566,734
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（単位：百万円）

  連結キャッシュ・フロー計算書
当連結会計年度

（自 2022年4月1日至 2023年3月31日）
当連結会計年度

（自 2023年4月1日至 2024年3月31日）
営業活動によるキャッシュ・フロー
　税引前利益 35,323 71,801
　減価償却費及び償却費 47,633 50,853
　減損損失（又は戻入れ） 3,955  3,502
　引当金の増減額（△は減少） 119  261
　退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,316 1,205
　退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 300 32
　金融収益 △7,610 △13,265
　金融費用 3,623 3,469
　持分法による投資損益（△は益） △263 △4,737
　固定資産売却損益（△は益） 230 594
　棚卸資産の増減額（△は増加） △636 20,818
　営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） 1,354 9,298
　営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） △11,212 667
　その他 △5,670 △450

小計 68,464 144,052
　利息の受取額 2,489 4,615
　配当金の受取額 1,202 1,779
　利息の支払額 △3,603 △3,673
　法人所得税の支払額 △14,578 △18,405
　営業活動によるキャッシュ・フロー 53,973 128,368
投資活動によるキャッシュ・フロー
　定期預金の預入による支出 △4,882 △14,156
　定期預金の払戻による収入 19,623 8,706
　有形固定資産及び無形資産の取得による支出 △46,129 △46,709
　有形固定資産及び無形資産の売却による収入 1,615 1,177
　投資の取得による支出 △1,028 △2,536
　投資の売却による収入 109 12,723
　その他 △1,259 108
　投資活動によるキャッシュ・フロー △31,952 △40,686
財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入れによる収入 20,703 2,535
　短期借入金の返済による支出 △48,450 △10,831
　長期借入れによる収入 31,307 3,265
　長期借入金の返済による支出 △18,461 △27,748
　社債の発行による収入 － 4,974
　リース負債の返済による支出 △4,197 △4,189
　自己株式の取得による支出 △1 △8,161
　配当金の支払額 △7,120 △8,808
　非支配持分への配当金の支払額 △2,706 △4,103
　非支配持分からの払込による収入 367 －
　財務活動によるキャッシュ・フロー △28,558 △53,066
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,537 34,615
現金及び現金同等物の期首残高 109,145 105,268
現金及び現金同等物に係る換算差額 2,660 6,116
現金及び現金同等物の期末残高 105,268 146,000
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売上収益

※豊田合成グループは2019年3月期第1四半期連結累計期間よりIFRSを適用しています。
　また、2018年3月期についてもIFRSベースに組み替えた数値を記載しています。

営業利益率 設備投資／研究開発費 基本的1株当たり当期利益

1株当たり配当金 現金及び現金同等物／有利子負債 親会社所有者帰属持分比率

営業利益／
親会社の所有者に帰属する当期利益

ROE／TG-ROIC
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（%）

56.0

10

8

6

4

2

0

4.1
5.1

2.2

（%）

3.7

6.3

営業利益
親会社の所有者に帰属する当期利益

TG-ROIC
ROE

設備投資 研究開発費

現金及び現金同等物 有利子負債

8,302

9,518

10,711

7,214
8,129

202120202019 2022 2023 2021 2022 202320202019

2021 2022 202320202019

2021 2022 202320202019

488

342

494

392418

313

465

310

497

335
123.62

400.22

180.39

271.99

86.74

1,052

1,630 1,4601,3831,279
1,480

1,340
1,522

1,091

1,736

8.1
9.9

9.6

5.2

202120202019 2022 2023

202120202019 2022 2023

（年度） （年度） （年度）

（年度） （年度） （年度）

（年度） （年度） （年度）
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CO2排出量（Scope1,2）

温室効果ガス（6ガス）排出量（CO2換算）
【単体】

産業廃棄物発生量・処理状況
（2023年度実績）【単体】

プラスチック産業廃棄物量【単体】 売上高当りの取水量（指数※3）【単体】

産業廃棄物量【単体】 売上高当り廃棄物量（指数※2）
【海外グループ会社】

環 境 〈Environment〉
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0
2030目標
（年度）（基準年）

2025目標202320222015
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14.9
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（%）100
グローバル 単体

2012

2.0

1.0

0

（年度）
2021

1.3
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※2 基準年を100とした場合の数値

2030目標2025目標20222021 2023

100

34

（指数）

12

8

4

0

（年度）
2025目標 2030目標

11.3
（千t）

（t）

Scope３カテゴリ別CO2排出量
（2023年度実績）［グローバル］

再生可能エネルギー導入率［グローバル］

6

2022

13 11

2030目標2025目標

2012
（基準年） （基準年）

1,500

1,000

500

0

（年度）
2030目標

1,373

2019
（基準年）

28 24

2019

120

60

0

（年度）
※3 基準年を100とした場合の数値

2030目標2025目標2022 20232021

100
107

93

（指数）

（基準年）

72

目標
2015年度比
25%減

目標
2012年度比
40%減

目標
2012年度比
50%減

目標
2019年度比
22%減

目標
2019年度比
6%減

目標
2019年度比
11%減

目標
2015年度比
50%減

目標
2015年度比
55%減

カーボン
ニュートラル

目標
2030年
100%

目標
2025年
12%

45.9

10.1

44.8

9.5

47.1

10.9

2021

5.1 4.7

2021

5.5

2022 2023

2021

1,215

2022 2023

1,050
867

社内再利用量 1,256t

有償
リサイクル量（売却）

7,044t

逆有償
リサイクル量（支払）

4,696t

産業
廃棄物量
4,697t

埋立
廃棄物量
0t

焼却
廃棄物量
1.2t

排出量（万ｔ）
23年度実績 2030

目標CO2排出量（Scope3カテゴリ別） 合計274.4
カテゴリ１ 購入した製品・サービス 216.1 カテゴリ９ 下流の物流 0.2 

※1

27.5%
減

カテゴリ２ 資本財 16.2 カテゴリ10 販売した製品の加工 6.4 

カテゴリ３ 燃料およびエネルギー関連活動
(Scope1,2 に含まれない ) 7.1 カテゴリ11 販売した製品の使用 0.1 

カテゴリ４ 上流の物流 15.9 カテゴリ12 販売した製品の廃棄 1.3 

カテゴリ５ 事業から出る廃棄物 4.0 カテゴリ13 下流のリース資産 （注）

カテゴリ６ 出張 0.7 カテゴリ14 フランチャイズ （注）

カテゴリ７ 従業員の通勤 4.8 カテゴリ15 投資 1.4 

カテゴリ８ 上流のリース資産 0.3 

（注）非該当
※1 2019年度比27.5%減（カテゴリ1）

ඇࡒ຿ハイϥイτ
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男女別平均勤続年数【単体】

労働災害発生率（休業度数率）【単体】障がい者雇用率【単体】 コンプライアンス研修受講者数【単体】

男女別育児休業取得数【単体】※1 女性管理職者数【単体】

女性 男性（年）

（年度）
※1 当該年度に育児休業を開始した人数

※2 厚生労働省の労働災害動向調査結果
　  （調査期間：1月～12月）

（人）

（年度）

（人）

（%）（％）

（年度）（年度）

法定雇用率

1.20 1.21
1.31 1.25

0.50 0.48 0.45
0.56

0.17 0.21
0.07

0.20

317 323
292

330

225
175

216 196 215

169

82 73 89
56 58

2.2%
2.3%

2.38 2.47 2.39
2.21
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1.0
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休業度数率＝ ×100万
労働災害における死傷者数（人）

延べ労働時間

全製造業※2

輸送用機器製造業※2

豊田合成（株） 0.31

0.60

1.29

新入社員研修

中堅層向け研修

新任管理者研修

ガバナンス 〈Governance〉

2019 2020 2021 2022 2023
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33

39

0

10

20

30

0

200

400

600

社 会 〈Social〉

2023年度重点項目の実績と2025年度・2030年度目標【単体】
重点項目 2023年度実績 2025年度目標 2030年度目標

幹部人材を対象とした研修の年間受講者数 43名 80名 ー

海外出向者比率（管理職・事技職） 24% 25％以上 ー

DX人材の育成人数 260名 270名 400名

女性管理職の人数 39名(3.6%) 45名（4.0％） 100名（8.8％）

ナショナルスタッフ幹部比率（海外グループ会社の副社長以上） 35%(グローバル) 40%以上（グローバル） 60%

中途採用者の管理職比率 33% 30%以上 30%以上

障がい者雇用 2.70%[国内グループ全体] 法定雇用率達成（国内グループ各社） ー

エンゲージメントサーベイ結果（肯定的評価） 56% 70%以上 75%以上

平均残業時間 14.8H/月・人 10.0H/月・人以下 ー

年休取得率 91% 95%以上 ー

男性社員の育児休業取得率 59.6% 75% 100%

男女の賃金差異 77.8% 77% 82%
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構成銘柄に選定されたおもなインデックス
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データ

会社情報 （2024年3月31日現在）

投資家情報 （2024年3月31日現在）

本社所在地 〒452-8564　
愛知県清須市春日長畑1番地

連結子会社 52社 
（国内：12社、海外：40社）

設立 1949年6月15日 持分法適用会社 8社（国内：4社、海外：4社）
資本金 281億円 従業員数 連結：38,951名　単体：6,688名

株式の総数 発行可能株式総数　200,000,000株
発行済株式総数　　127,053,431株
　　　（自己株式 560,716株を除く）

株主名簿管理人
および特別口座
の口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

株主数 12,851名 証券コード 7282

上場取引所 東京証券取引所および
名古屋証券取引所

株式所有者別分布状況 大株主の状況

外国法人など
16.08％

金融機関
25.88％

金融商品取引業者
2.09％

国内事業法人など
48.56％

個人・その他
6.95％

自己株式
0.44％

株主名 持株数 持株比率

トヨタ自動車株式会社 55,459 千株 43.65%

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 10,598 8.34

株式会社日本カストディ銀行
（信託口） 8,341 6.56

株式会社三井住友銀行 4,207 3.31

豊田合成従業員持株会 1,797 1.41

日本生命保険相互会社 1,592 1.25
BNYM AS AGT/
CLTS 10 PERCENT 1,432 1.12

第一生命保険株式会社 1,381 1.08

大栄産業株式会社 1,041 0.81

JUNIPER 995 0.78
※ 持株比率は自己株式を控除して計算しております
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・ ニュース
・ 会社概要・理念ビジョン
・ 製品・技術情報

・ IR資料
  有価証券報告書・決算資料・
  事業説明会資料など
・ 適時開示情報
・ 株価・株式情報
・ 個人投資家のみなさまへ

・ 豊田合成のサステナビリティ推進
・ 環境/社会/ガバナンス
・ データライブラリー・レポート　
・ GRIスタンダード対照表
・ 統合報告書
・ サステナブル＆ポジティブインパクト
・ ファイナンスフレームワーク
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Webサイト株主・投資家情報　
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Webサイトサステナビリティ
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https://www.toyoda-gosei.co.jp/ir/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/ir/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/


〒452-8564 愛知県清須市春日長畑1番地
TEL.052-400-1055
https://www.toyoda-gosei.co.jp/

https://www.toyoda-gosei.co.jp/



